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一　飛行船カムエル号の旅












　ルゥエリンの高所恐怖症が重篤になったのは、十歳のころだ。

　なにしろ二階にあがることも、図書館の踏み台に足をかけることもできない。

　その年に最愛の母が亡くなっているので、心因性のものであるのは間違いなかった。

　皇室のお抱え医は懸命にカウンセリングを続けた。皇后亡きあと、残された子どもたちの顔を帝国民に見せるのは皇室の務めである。

　バルコニーでの挨拶は、ルゥエリンにとって最も足がすくむ場面だった。

　低い階段や小さな丘、徐々に高さをあげていく成功体験の積み重ねで、ルゥエリンは高所への恐れをなんとか克服していった。






　＊＊＊






　ルルディ帝国に晴れた日は少ない。

　記念式典ゲートには、片側にルルディ帝国の紺色の旗、反対側にはグローリオ合同国の赤い旗が風に吹き流されている。

　貴重な春の晴天に恵まれたその日。ゲートをくぐった先に飛行船カムエル号は、堂々たる巨体を見せて繋留されていた。

「うう……いやだわ……」

　帝国の皇女ルゥエリンは、公用車の中でうつむいていた。

　いくらなんでも飛行船に乗るなんて、できる気がしない。新聞の写真を見ただけで、足が震えてしまったというのに、平気な顔で乗り込まなくてはならないなんて。

「ルゥエリン様、新聞の写真と違います。花の絵が！」

　侍女マチルダの声にルゥエリンは顔を上げ、外を見た。

「あら、綺麗」

　その姿は、イメージとまったく違っていた。

「広告……それも宝石の広告が貼られているのですね」

　新聞に載っていた飛行船カムエル号は、モノクロ写真のせいもあるだろうが、船の先端を高い鉄塔に繋がれて芝生に黒々とした影を落としていた。その銀色に光りを弾く姿は、どこか異様で、グロテスクにさえ感じられていた。

　それがどうだろう、さまざまな花に取り囲まれたダイヤモンドネックレスの絵画が、色彩鮮やかに描かれている。さらに画家の光と影を駆使した技法により、ダイヤモンドは実際に輝いているように見えるし、花は水滴を載せてとても瑞々しい。麗しい絵の中には、洗練された字体で、ボイド社の社名が描き込まれていた。

「大きいだけに、迫力のある美しさだわ。あれが空を飛ぶ姿は圧巻でしょうね」

　――空を飛ぶ……。

　皇族用の車の窓に額を寄せて空を見上げると、車窓にルゥエリンの緑色の瞳が映り込む。不安に満ちて落ち着かない瞳……。皇后であった母を八年前に亡くしてから、国内の行事には頻繁に出席していたが、十八歳になったばかりのルゥエリンにとって、海を渡る公務は初めてだ。

「華やかな飛行船は、ルゥエリン様が乗られるのにぴったりだと思いますわ」

　うきうきとマチルダが言った。たしかに、人々の持つルゥエリンのイメージは、花と宝石で飾られた船体と重なるところがあるかもしれない。

　ルゥエリンは帝国の太陽と崇められる尊い存在だ。

　誰もがルゥエリン皇女に恋している。

　黄金色の髪に若葉のような緑色の瞳、透けるほど白い肌と完璧な骨格にかたち造られた麗しい顔立ち、すらりとした体型も優雅な身のこなしも息を呑むほどに美しい。だがルゥエリン皇女の魅力はそれにとどまらない。

　名門大学に首席で合格した頭脳と、慈善活動への積極的な姿勢、すべてのことに前向きで、光り輝くような魅力に溢れた女性。優しさのこもった微笑みで声をかけられると、寿命が延びるとまで言われている。

「カムエル号の全長は鶯うぐいす宮殿の間口と、ほぼ同じ長さだそうですよ」

　前席のマチルダが、資料を繰りながら説明する。

　マチルダがマナースクールを卒業してルゥエリン付きの侍女になってまもなく一年。二歳年上のマチルダはダントン伯爵家の三女で、姉ふたりはすでに有望な貴族の家に嫁いでいる。皇室の人々が口にするマナースクールは、皇族の護衛と要人の顔や名前に略歴の把握、皇室行事とその進行について学ぶ特殊学校のことだ。

　鶯宮殿とは、皇宮の庭にある小型の離れだ。装飾が多く、優美な宮殿は、ルゥエリンのほかに兄のハービー皇太子が居住している。

「鶯宮殿と同じ！　大きさがよくわかるわ。それにしても、綺麗な絵が描かれていてよかった」

　こうやって華やかにすることで、空を飛ぶ旅への恐怖心がかなり軽減されている。

「たしか、乗客名簿にボイド社の御曹司がいらっしゃいました」

　マチルダが名簿を開く。

「あら、まだ二十二歳ですって。大学を卒業したばかりでボイド社に入社されたようです。ボイド社といえば広告戦略に長けていますけど、船体に広告とはやり手ですね」

「飛行船の上でわたくしが口をきけたら、お友達になっていただきたいわ」

「カムエル号は安全な乗り物だと各国のお墨付きです。きっと素敵な空の旅になりますわ」

　流行りのボブカットにした濃い茶の髪を赤いベレー帽で包んだマチルダは、両手を伸ばしてルゥエリンの手を握った。

　大切な姫君を守るためにマチルダはそばにいる。

　八歳のころにフェンシング大会で優勝したことからスカウトされて、訓練を受けたマチルダは、皇女のボディガードという猛々しさをたおやかなドレスで隠し、選びぬかれた侍女としてルゥエリンを守っているのだ。

「高いところが苦手な方に飛行船の旅なんて、皇帝陛下も酷なことをなさいます」

　すっかり冷たくなったルゥエリンの手に、マチルダはため息をついた。

　これから二泊三日、空中に浮かびながら生活することにルゥエリンはすっかり怯え、決死の思いで式典にやってきた。

　バルコニーからの挨拶こそ慣れてきているが、新しい橋の通行式典や高層ビルの屋上に登るような式典は兄のハービー皇太子が代わってくれている。

「みっともないわね。でも、さすがに一か月もの外交旅行をお兄様に代わってもらうわけにはいかないし、マチルダがいてくれて心強いわ」

　ルゥエリンの可愛らしい微笑みに、マチルダが胸に手を当てる。

「キュンとしちゃいます。私、本当に頑張りますから何でもおっしゃってください」

　子どものころから、パーティーや式典で顔を合わせることの多かった幼馴染みでもあるマチルダは、侍従としての礼節を守りながらも、ルゥエリンを妹のように可愛がってくれる。ルゥエリンもさっぱりとした性格のマチルダを姉同然に慕っていた。

　長く連なっている皇室の車列は、飛行船へとゆっくり近づいていた。

「飛行船は物珍しいですし、今日の式典は入場者が多いですね」

　出発式典の参加者と見物人の乗り物は馬車と車、その数は半々程度。ほとんどの富裕層が車を利用する時代に、家紋のついた立派な馬車もちらほらと見える。彼らはこの一大行事に敬意を表するために、晴れの日用の馬車をピカピカに磨いて駆けつけているのだ。

　その中でも搭乗者はほんのわずかである。その他の人々は見送りか、飛行船を見に来た観覧客だ。

　商売上手なカムエル号の持ち主は、テーブルと椅子のセットをぎっしりと並べて飛行船を眺める臨時のカフェを設置した。特等席は席代だけでも高額なチケットを購入しなければならない。テーブルの間を行き来するウエイターがオーダーを取る酒代も、街中のカフェより高めの設定だ。それでも空席は一つもなく、人々はしきりに酒を注文している。建物の上に鈴なりに並ぶ人々も展望料金を取られているらしい。

　広場にはオーケストラの伴奏が流れていた。帝国一の管弦楽団による森の英雄をテーマにした勇壮な楽曲は、耳の肥えた聴衆をうっとりとさせている。

　旅立ちの日。

　人々の憧れを乗せて、飛行船は西の大陸グローリオ合同国へ初就航する。

　ルルディ帝国からグローリオ合同国へはオッキデーンス海洋を越えて、二泊三日のフライトだ。

　ルゥエリンは、若草色のワンピースと白いジャケットを選んだ。

　瞳の色と同じグリーンの服をルゥエリンは好んで身につける。その中でも、今日の組み合わせは、ひときわルゥエリンを美しく見せていた。

　ウェーブをつけた金髪を緩く結い上げ、短いつばのクローシェ帽をすっぽりとかぶるスタイルは、ルゥエリンの小さな顔と大きな瞳を引き立てて、身体の線に沿ったひざ下丈の柔らかなワンピースに重ねた真っ白なジャケットは、優しいだけでない格式を感じさせる。さらに七分丈の袖からのぞく華奢な手首から細い指先までのレースの手袋は、皇族の優雅さを演出していた。

　車が停まると、後続の供奉車ぐぶしゃから宮殿のフットマンが現れてドアを開け、ルゥエリンに手を差しだす。

　見物客から歓声があがった。

「ルゥエリン皇女殿下！」

「ルゥエリン様！」

「皇女、ばんざい」

「ルゥエリン殿下に幸あれ！」

　オーケストラの楽曲がルゥエリン皇女を称える序曲になり、ルゥエリンが手を振ると興奮はさらに膨れ上がる。

「ルゥエリン、すごい人気だね」

　先を走っていた車から降りたハービー皇太子が、ルゥエリンの隣に並んだ。

　金髪に長身で甘い顔立ちのハービーは、物語の中の王子様の実像だと女性ファンが多い。熱烈な親衛隊もいて、タブロイド紙に彼が取り上げられると売り上げが伸びる。ルゥエリンにひけをとらない世界中の人気者だ。

「あちらはお兄様のファンの方々よ」

　ルゥエリンの視線の先には、数人で用意したのであろう大きな横断幕に『ハービー皇太子、愛しています』と熱烈な文字とハートマークが踊っている。

「僕はマチルダにああいうことを言ってもらいたいけど」

　ちらっと熱いまなざしを向けられたマチルダは、真剣な表情で周囲をチェックしている。

「警備の方は、皇太子のななめ後ろに立ってください。そう、写真に写り込まないように」

　ハービーの心くすぐる言葉が聞こえているのか否か、マチルダはハービーつきボディガードに指示を出していた。軍隊経験のある筋骨隆々のボディガードも、セレブリティの警護方法についてはマチルダに指示してもらう必要があるようだ。

　車を降りたルゥエリンの周りを、顔なじみの新聞記者と写真家が失礼のない程度の距離で取り囲む。

「ルゥエリン殿下、初めての飛行船での旅ですが怖くはないですか？」

　早速の質問にルゥエリンが口をひらいた。

「いいえ、ちっとも。飛行船の原理や最新技術、カムエル号の構造もちゃんと勉強してきましたから、これからの空の旅が楽しみで仕方ありません」

　にっこりと笑うルゥエリンに、取り囲んだ記者たちが一瞬ボウッとした表情になる。

「ルルディ帝国とグローリオ合同国間の初飛行となるわけですが、これからの国交は親密になるとお考えですか？」

　次の質問は、ハービー皇太子へ向けて、やや政治色の強い記事を書く新聞社だ。グローリオ合同国は海を挟んだ西大陸の新しい国で、国力は強いが歴史が浅い。彼の物言いには、新興国を見下している印象があった。

「ええ、そうなると願っています。飛行船での旅はこれから両国の橋渡しになるでしょう。……チケット代は少々値が張りますけれど」

　ハービーがつけ足した言葉に記者たちが笑い、一気に場が和んだ。そう、この旅のチケットは大学を出たばかりの若者が一年間働いた給料でやっと手にできるほどの高額だ。それはルルディ帝国であってもグローリオ合同国でも変わらない。

「確かに高額なチケットですが、世界中で人気のルゥエリン皇女が搭乗されたとなっては、乗りたがる人も増えて、いつか我々庶民にも空の旅が夢でなくなる日が来ることでしょう」

　芸能や王室スキャンダルが得意のタブロイド紙記者が、頬を染めてルゥエリンに語り掛けた。これは彼自身の希望だろう。

「記念切手や郵便物の搭載でも収益が上がっているようなので、多くの帝国民が空を飛ぶ日も近いと思います」

　事前に飛行船事業について調べてきたことをルゥエリンが述べると、経済紙の記者がうんうんと頷いて付け足した。

「新しい試みとして、このように広告を飛行船に貼りつけましたが、どう思われますか？」

「感激しました。とてもいいアイデアですね、図案も素敵ですし」

「あちらで記者に囲まれているセオドア・ラッセル・ボイド氏が、広告デザインをされたそうですよ」

　記者の説明にルゥエリンを取り巻いていた他の記者たちも顔を巡らせて、少し離れたその人だかりを見る。

　そこでは記者たちよりも頭一つ背の高い男が、にこやかに取材に答えていた。

　――彫刻みたい！

　それがセオドアへの第一印象だった。
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　風に飛ばされてしまいそうなシルクハットを優雅に腕に持つ姿は、背筋の伸びたバレエダンサーのようでもある。額の髪が揺れているのを、手袋を嵌めた指で整える仕草まで、俳優顔負けに洗練されている。

　金茶色のやや短めのヘアスタイルに、くっきりとした眉毛、絶妙な位置に配置された瞳は、二重の幅や涙袋の隆起まで非の打ちどころがなく、金色に輝く瞳の彩りは神秘的ですらある。細い鼻梁に品よく口角の上がった口元といい、これほどまでに美しい男性をルゥエリンは見たことがなかった。

「モデルか俳優みたいですね」

　ぽかんと口を開いた記者のひとりが、思わずというように心の声を漏らした。

「ボイド氏の母君は、女優のジュリア・ラッセルですからね。あの美貌を見るに母親似なのでしょう」

　タブロイド紙の記者が、さすがの事情通らしさを見せた。

「なるほど、ハンサムなのもうなずけますね」

　ハービーの称賛を記者たちがメモする。明日の新聞には『ハービー皇太子、ボイド氏の美貌を絶賛！』などと大げさな見出しが躍るのかもしれない。

「やっぱり僕が乗りたかったな」

「まだ言っているわ」

　兄と妹の姿を各新聞社がカメラに収めようと、一斉にレンズが向けられ、フラッシュが弾ける。

　適当なころあいで、侍従長が取材終了の声をかけ、ハービーとルゥエリンは貴賓席へ案内された。

　壇上の席につき、初飛行のセレモニーが始まる。

　飛行船開発の責任者と本日のパイロット、そしてルルディ帝国を代表してルゥエリンとハービーが挨拶をする。

　母はすでに鬼籍に入り、父であるリーヴァイ・レオ・ジェイコブ二世皇帝は、二か月前から下半身の痺れにより、長く立つことがままならない。

　急きょ、皇太子と皇女がすべての公務を割り振ってこなしている。大陸間初飛行への搭乗は、当初ハービーが行う予定だったが、皇室会議でルゥエリンの参加と決まった。

　ハービーは父の公務代行が山ほどあるうえに、皇位継承権第一位の皇太子はほんの少しでも危険な行事に参加させることは避けたいという理由だ。

　決定を告げられたとき、ハービーはいつになく反抗的だった。妹の高所恐怖症を知っていたから、そして危険な旅に自分ではなく妹を選んだ父の側近に抗議した。

　ハービー皇太子の声は、皇帝の決定によりかき消され、ルゥエリンが喜んで出発すると見えるように、父に念を押された。

「乗客の皆様、準備が整いました。どうぞご搭乗ください」

　案内係の呼びかけに、ルゥエリンは意を決した。

「では、お兄様。お父様をよろしくね。行ってくるわ」

「ルゥエリン、父上を説得できなくてごめん。僕が力をつけたら、こんなことはさせないよ」

　ルゥエリンを頼むと、マチルダと握手を交わしたのちにハービーは強く妹を抱きしめた。

「無事に帰っておいで」

「はい、お兄様」

　いつまでも兄といると、せっかくの決心が鈍って、それこそ兄に搭乗を代わってもらいたくなる。

　――行かなくちゃ。

　オーケストラの音楽が、旅立ちを祝う華やかな曲へと変わった。






　＊＊＊






　――あの方が、ルゥエリン皇女殿下。本物だ、本人だ！

　皇家の紋章がついた車から、すらりとした脚がおりて、従者の手を取るとルゥエリンは姿を現した。

　楽団が皇女の登場に合わせて、女神を崇める麗しい楽曲を演奏し始めた。知っている、あれは『ルゥエリン光の序曲』というタイトルだ。

　セオドアの視線は、ルゥエリンにくぎ付けになっていたが、それは彼だけではない。セオドアを取り囲む記者の顔も、一斉に皇女に向いていた。彼らが経済紙の記者でなければ、セオドアをほったらかしにして、麗しの皇女のもとへ行ってしまったことだろう。

　――綺麗だ。すっかり大人になられた。

　ウェーブのかかった金髪を、純白のレースで編まれたクローシェ帽で包んで、白いジャケットを着ている。みるみる人波に囲まれるも、幸福そうな笑顔が、取り囲む人までも明るく照らしている。

　――ただ美しいというよりも、眩しい。帝国民の太陽という言葉に偽りはない。

　セオドア・ラッセル・ボイドがルゥエリン皇女の姿を初めて見たのは、彼が十四歳のときのことだった。

　友人と観に行った歴史映画の序盤で、世界のニュースを取り上げる短い映像があり、兄とともに帝国民へ新年の挨拶をしているルゥエリンが映っていた。

　当時のルゥエリンは十歳で、長い金髪を胸の前に垂らし、毛皮のついたコートを着ていた。モノクロ映像なのでコートの色はわからなかったが、ルゥエリンの髪が明るい金髪なのは見てとれた。それほどに輝いていたのだ。輝きは髪にとどまらず、バルコニーの下に集まった民衆へ、手を振る笑顔にセオドアは釘付けになった。

　隣に座る友人に『あのお姫様は将来有望だな』と囁かれるまで、画面に夢中になっていたセオドアは、うまい返事もできなかった。

　それから、ルルディ帝国はセオドアにとって特別な国になった。

　特集記事が載る雑誌は必ず買い求め、その中でもルゥエリンの写真が掲載されたものは大切に保管している。

　セオドアより四歳年下のルゥエリンは、十八歳になった。

　この八年間、成長を見続けてきた尊い人が、そこにいる。

「飛行船に宝石の宣伝を貼り付けるのには、莫大な費用がかかったのではないでしょうか？」

　ルゥエリンを目で追っていると、新聞記者に質問をされた。強い風が吹いている。シルクハットを胸元に抱いて、乱れた前髪を直すとセオドアは質問してきた記者に顔を向けた。

「最初は何をするにしても手間や費用がかかります。しかし、この広告の効果は絶大だと誰もが確信するでしょう」

　そう、最初が肝心だ。

　セオドアが父の会社に入社して、初めて試みたのがこの飛行船事業なのだから。

「さすがボイド社ですね。イメージ戦略に抜かりがない」

　年配の記者が、口元を曲げて感じの悪い笑い方をした。よくあることだ。山から掘ってきた石を磨き、加工を施した小さなアクセサリー。その値段の途方もなさに危険性まで感じる人がいる。

「わが社が持つダイヤモンド鉱山から採れる宝石の価値を、私は世界中に広めたいと思っています。宝石になった石は歴史を語るようになるのです」

　セオドアを取り巻く記者たちの顔は『なにを言っている？』と、狐につままれたようなものになる。

「写真をお願いします。帽子をかぶってください」

　言われるがままに頭に帽子を載せると、四方八方からシャッターの音がする。

　セオドアの言ったことが、好意的な記事になることはなさそうだ。しかし、これだけたくさんの写真を新聞や雑誌に載せてもらえるなら、宣伝料としては悪くない。

　写真撮影のあとに、飛行船のオーナーと雑談をしていると、セレモニーが始まった。

「おっと、私もセレモニーに行ってくるよ。よい旅をミスター・ボイド」

　飛行船事業の窓口であるセオドアと、すっかり意気投合した初老のオーナーががっしりと握手をして去る。皇族の次に彼も壇上にあがるのだ。いつもは笑顔など見せない彼も、今日はなんとも晴れがましい表情をしている。

　壇上では、甘い顔立ちの皇太子と、美の象徴のようなルゥエリン皇女。まばゆい兄妹は、仲睦まじく視線を交わしては微笑んでいる。

　皇室を代表して皇太子が祝辞を述べている間も、ルゥエリンはにこにこと兄を見ていた。

　――あの方と空の旅をすることになるとは……。

　ルルディ帝国への往路は、大型客船を利用した。優雅だが遅い。一週間近くかかる船旅はビジネス向きではなく、飛行船の定期便がなければ商売の進出も難しい。セオドアは毎日海を見ながら考えていた。

　これは神の啓示なのだろうか？　日々、飛行船と自社とのつながりを模索していたときのことだ。

　ルルディ帝国とグローリオ合同国との飛行船初就航の日程が決まり、ルゥエリン皇女が記念すべき初飛行に搭乗するという。

　――あの武骨な飛行船を彩らなくては！

　アイデアは唐突に降りてきた。

　セオドアは、船体広告を飛行船オーナーにもちかけた。何度ものやりとりの末に契約まで進んだころには、大切なクライアントとして初飛行への搭乗券を融通してもらえるようになった。

　ルルディ帝国のボイド社支店から飛行船事業と船体広告の進捗を報告すると父以下、社員たちも応援してくれた。ビジネスの進歩と美に金を惜しまない。それがボイド社のモットーだ。

　飛行船の船体に広告を出すには巨額な費用が必要だった。それと同時に美術のセンスも要求された。だが、セオドアには明確なイメージがあった。

　――ルゥエリン皇女殿下を思い起こす装飾にすればいい。

　飛行船はルゥエリン皇女が乗るにふさわしく、明るく華やかに彩られた。

　そしていよいよ搭乗の合図が来たのだ。

　大切な宝石の入ったアタッシュケースだけを手に提げて、セオドアはタラップへと向かった。ルルディ帝国でひと月を過ごした荷物は、すでに客室に運び込まれている。

　搭乗のタラップ前は、ぱらぱらと人が集まっていて、列ともいえない。

　大型客船と違って、もとより乗客の数が少ないのだ。ふと前を見ると、ルゥエリン皇女が侍女とともにタラップを上がるところだった。

　どちらが先にあがるかを話し合って、なぜか侍女が先に階段に足をかけた。

　皇女のすぐあとからタラップをのぼったりしてもいいのだろうか？

　乗客を船内に促す案内係に視線をやると、名家の執事然とした身なりの男は、小さくうなずいた。皇女であれ、ただの商人であれ、栄誉あるファースト・フライトの搭乗客に差別はしないという気概なのだろう。

　シルクハットのつばに軽く手を当てて、案内係に挨拶をすると不安定なタラップに足を乗せた。皇女との距離が縮まる。心拍が速くなるのを感じる。白いジャケットの背中はぴんと伸びて、帽子の下から金色の髪が覗いている。

「あっ！」

　ハイヒールの足元がぐらりと揺れた。強風が船体を揺らしたのだ。

　――危ない！

　まだ四、五段も登っていない。しかし、皇女は引きつけられるように下を見ている。

　簡易なタラップは踏面しかなく、すき間から芝生の生えた地面が垣間見える。下を見てしまうと、より一層タラップの揺れが強く感じられるはずだ。

「い……いやっ」

　ルゥエリン皇女の脚が震えていた。

　立ち止まり、震えているルゥエリンの後ろから、セオドアはアタッシュケースで皇女の背を支えた。許可なく触れていい人ではない。

「私がエスコートしてもいいでしょうか？　ルゥエリン殿下？」

「は……はい、お願いします」

　まだ下を見ている皇女のうわずった声に、セオドアはもう一段のぼって身体で皇女を包み込む姿勢になった。

「船内に目を向けてください。あとほんの十段で中に入れます」

「……はい」

　皇女の視線が前に向くと、船内から侍女が手を差し伸べている。

「ルゥエリン様、もう少しです」

「このままのぼりましょう。うしろから支えています、前を見てください」

「ええ、大丈夫……ご親切にありがとう」

　両手はタラップの手すりをしっかりと握りながら、ルゥエリンは気丈にも背後のセオドアに礼を言った。

　――こんなに怯えているのに、ご親切にありがとうか？

　ルゥエリンの皇女らしい反応に、セオドアの胸がじんとする。

　これこそ八年間、セオドアの心をとらえて離さなかった人だ。

　階段をのぼり切ったルゥエリンが、船内に入るとまずは展望室が広がっていた。セオドアも初めて足を踏み入れた飛行船のラウンジ兼展望室のしつらえに目を奪われる。

　――コンパクトながら、豪華だ。

　窓枠に彫刻の施された大きな窓がいくつも並んだ展望サロンは、洒落たカフェのように椅子とテーブルが設置されて、一段高い場所にもテーブル席がいくつも用意されていた。

　窓側の椅子に座ると、地上で見送る人々に手を振ることができる。

　くるりと振り向いたルゥエリンは、セオドアの顔を見て驚いたようだった。

「ボイドさん？」

　名を呼ばれてセオドアの方が驚いた。

「知っていてくださって光栄です、ルゥエリン殿下。セオドア・ラッセル・ボイドと申します。空の旅をご一緒できる名誉に感謝いたします」

　胸に手を当てて会釈をすると、ルゥエリンも小さく首を傾けた。

「こちらこそ。船体の装飾に見とれてしまいましたわ。とても美しいですね」

　話す内容はしっかりとしていて、セオドアにとって嬉しい賛辞だった。

　だが、ルゥエリンの声は細く、震えている。

「あまりご無理をされないように。奥にソファがありますから、そちらに移動しましょうか？」

　展望室にいると、大きな窓からはるか下を見下ろすことになる。セオドアの提案にルゥエリンは首を振った。

「見送りの方たちに手を振らないといけないのです。……ご迷惑でなかったら、うしろに立っていていただけないでしょうか？」

　皇女の緑色の瞳にわずかな潤いが見える。セオドアの胸から喉に熱いものがこみ上げてきた。

「もちろんです。なにが起ころうとも、帝国の宝をお守りさせていただきます」

　飛行船が墜落してもお守りしますと言いたいところだったが、よけいに怖がらせるだけだと感じたセオドアは、ルゥエリンにひじを差し出して窓際へと案内すると、背後に回った。

「ありがとう」

　ちらりとうしろにいる侍女を確認したルゥエリンは、ほんのひととき目を閉じてから、ふぅっ、と息をついて目を開けた。窓から地上までの高さに、ルゥエリンの身体が一瞬硬直したが、それと同時にルルディ帝国国歌の演奏が始まった。

　巨大な窓枠は、下枠が開く滑り出し窓で、全開することはないが外気が入ってくる。もちろんオーケストラの演奏もしっかりと聴こえた。

　薔薇とともに栄え、海へと乗り出し、皇帝を敬う。荘厳にして麗しい旋律の曲だ。

　国歌を耳にしたルゥエリンは、果敢にも窓ガラスに身体が着きそうなほど身を乗り出して、見送りの人々に手を振った。

　――とても怖がっていらしたのに。

　生身のルゥエリンは、セオドアが想像していたより何倍も勇気と責任感に満ちた女性であった。誇らしく高らかと演奏される国歌を聴きながら、セオドアの胸にも満足感がこみ上げてくる。

　――お会いできて、よかった。
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　飛行船はふわりと離陸し、しばらくは低空飛行を続けていた。

　その間は、遊覧飛行さながらに牧草地や貴族の邸宅、そして都市部の上空を通っていく。

　飛行船の通過ルートにあたる地上の人々は、仕事の手を止めて見物に集まっていた。

　博物館で見たジオラマのような風景に、セオドアもくぎ付けになった。浮揚体ガスを船体の袋に注入し、上空に浮かんだ飛行船は、プロペラによって速度を調整しながら進んでいく。どこを通過しても、地上にはクジラのような黒い影が落ちて、カムエル号の大きさを再認識させていた。

　そうこうしているうち、海上ルートへと移り、いつしか凪いだ海上が延々とつづく景色へと変わっていった。そうなると、窓辺に張りついていた乗客たちも自室に戻ったり、軽食をとったりし始める。

　展望室とダイニングルームは、ステップフロアになっており、展望窓に沿ってテーブルセットが並び、五段ほどの階段を上がった先にはグランドピアノを据えたダイニングルームが広がる。乗客の数をはるかに上回る乗務員は、白い制服を着て、シャンパンや果物を運んでいた。

　ダイニングルームのテーブルは、余裕を持った間隔で設置されていて、白いテーブルクロスの上には、それぞれに生花が飾られている。

　セオドアも飲み物でも頼もうかと階段をのぼった。

　――あ！　ここに？

　のぼりきった先では十人程度の乗客が、二、三人ずつでテーブルを囲んでいた。

　そんな中、ルゥエリンは立ったまま船長と談笑していた。

　目が合い頭を下げると、ルゥエリンがにこりと会釈を返した。船長はふたりを見比べてから、セオドアに手を差し伸べた。

「ボイド様。このたびはご乗船ありがとうございます。お楽しみいただいていますか？」

　握手を交わしている姿を、着席した乗客たちがじっと見ている。たったひとりの外国人乗船者が船長と親しげにしているのが、気に食わないと表情をゆがめる者もいた。ルルディ帝国滞在中に何度も遭遇したそのまなざし。セオドアにとっては慣れた視線だった。

「ええ、海に出るまで地図と景色を見比べて、すっかり夢中になっていました」

「地図をお持ちになったの？　わたくしもそうすればよかったわ」

　ルゥエリンが、実に悔しそうに言った。だが、もし地図を持っていたとしても彼女はゆっくりと外を見てはいられなかったろう。なぜなら飛行船が飛行し始めると、乗客からの挨拶にひとりずつ応えていかなくてはならなかったからだ。

　乗客ひとりにとっては一度の挨拶であっても、ルゥエリンにとっては全員であり、それぞれができるだけ長く皇女との会話を欲していた。

　離陸後の遊覧など、ルゥエリンはほとんど楽しんでいなかったのではないだろうか？

「飛行船用のフライトマップを手に入れたので、もしお時間があれば船長からルートをご教示いただけますか？」

　セオドアの提案に船長は、白い口ひげに囲まれた口元を緩めた。

「もちろんです。どうぞ、おかけください」

　すかさず給仕が飲み物を聞いてルゥエリンが紅茶を頼むと、船長とセオドアも同じものをと注文した。

「ところで、殿下の侍女の方は？　乗り込まれたのは見かけましたが、ご一緒ではないのですか？」

　一国の皇女ともなると、身分の高い貴族の娘が側仕えしているものだ。いくら身元のしっかりとした乗客しかいない空間であっても、皇女がひとりで行動することなどめったにないのでは、とセオドアはいぶかった。

「かわいそうにマチルダは酷い空酔いで、お部屋で休んでいます。わたくしが酔うならわかりますけれど、マチルダがぐったりしているところなど初めて見ました」

　ルゥエリンの心配そうな声につられて、船長とセオドアは同時に「お気の毒に」と声をかけた。乗客の視線が、皇女のテーブルに集中する。セオドアはむずむずする気持ちを、前髪をかき上げる動作で隠した。

　――そうだ、この優しさ。ひとりでいても凛とした勇敢さ、見聞きしたルゥエリン像よりもずっと素敵な女性だ。

　ひととおり船長がルートの説明をしたあとに、業務に戻っていった。テーブルにはセオドアとルゥエリンが残された。

「高いところには、もう慣れましたか？」

　ルゥエリンが階段で怖がっていた場面は、セオドアしか見ていない。思わず小声で問うと、ルゥエリンは首を振った。

「ダイニングルームにいると、ここがどこだかわからないから……なんとか……でも観覧室には近づけなくて。わたくしには難しい役目でしたわ」

「リーヴァイ皇帝の腰の病は、聞き及んでおります。ハービー皇太子が、ご搭乗のスケジュールをルゥエリン皇女がお代わりになったとか。勇敢な決断です」

　セオドアは心からそう思った。まさか高所恐怖症なのに飛行船に乗るとは。

「少し、父や兄を恨めしく思っておりましたの。褒めていただいて嬉しいわ」

　ルゥエリンの微笑みに、つられてセオドアも笑い、ふたりの間に静かな時間が過ぎた。

「お父上が宝石の会社をお持ちだとか？」

　紅茶を口元に運んでから、ルゥエリンが柔らかな声で尋ねた。セオドアは、ふたたび前髪に手をやった。

「ええ、父はマーケティングを重要視しているので、事業家というよりも宝石商だと思っています。このとおり、ジュエリーバッグも持ち歩いていますよ」

　高級旅行鞄で名を成しているブランドの特注バッグを持ち上げて見せる、搭乗のときにルゥエリンの背中を押したアタッシュケースだ。

「中には宝石が？」

　ルゥエリンの緑色の瞳が煌めいた。すべての女性が宝石好きとは限らないが、この美しい石に惹かれる女性をセオドアは好もしく思う。もちろん商売抜きの気持ちでだ。それどころか、もしも会話がうまく運べたら、この宝石をルゥエリンにプレゼントしたくて選りすぐってきた。十二個の宝石の合計額は、グローリオ合同国の首都一等地に豪華な家を建てられるほどになる。セオドアはそれでも足りないと思っていた。

　この光り輝く皇女にふさわしいのは、最高級の品でなくてはならない。

「ご覧になりますか？」

「ぜひ、拝見したいわ」

　ルゥエリンの前でアタッシュケースを広げると、彼女は優雅なしぐさで身をかがめる。一斉に乗客の冷たい視線が降りそそいだ。その様は、まさに皇女相手にセールスを始めた外国人だからだ。

「誕生石のセットを持ち歩いています」

　何食わぬ顔で、セオドアはルゥエリンに視線を向けた。内心、心拍が早鐘のようだ。

　これらの宝石を唐突にプレゼントしても、受け取ってくれるとは思えない。とにかく興味を持ってもらえたらそれでいい。

「あぁ、なんて綺麗な色なのかしら」

　ルゥエリンの感嘆の声に、セオドアの胸に勇気が湧いた。

「素性のいい石ばかりです」

　人間を褒めるようにセオドアが言う。

「ええ、素人目でもすぐにわかります。優等生たちですわね」

「そのとおり」

　目が合ってお互いににっこりと微笑みを交わした。

　鍵を外したケースには、ベルベットの内張りがされて、中央に大粒のダイヤモンドを据えた十二個の宝石が配置されている。

「まだセッティングされていません。台座がないので、内包物が見やすいですし、これから指輪でもネックレスでも作ることができます」

　ガーネット、アメシスト、アクアマリン、赤、紫、青と並ぶ色石は、シャンデリアの灯を受けて、それぞれの発色を競うように輝いている。

「素敵だわ。宝石を見ると不思議な気持ちになるの。美しさだけでない神々しさがあるからかしら」

「宝石は地球からの預かりものです。鉱山の中で眠っていた宝を呼び起こして、ここにいるのです。それぞれにはストーリーが宿っています」

　たとえばこのアメシスト、とセオドアがピンセットで摘まみあげた紫の石をルゥエリンに渡すと、前の持ち主であった百年前の異国の女王について語った。

「そのアメシストが小川で遊んでいた少年によって見つかり、女王の手に渡り、今はここでルゥエリン皇女の手のひらにある。ストーリーはまたひとつ増えたわけです」

「わたくしが握ったことが、ストーリーに？」

　面白そうにルゥエリンが笑ったそのとき、船体がすとんと急降下し、つづいてぐらりと大きく揺れた。

　乗り合わせた乗客は悲鳴を上げ、テーブルの上に置かれたグラスが宙に舞ってから床に叩きつけられた。

「きゃっ」

　椅子から落ちそうになったルゥエリンの手が宙を掴む。

「あぶないっ」

　セオドアは反射的にルゥエリンの背に腕を回して、全身を守った。

　異常は一度だけ、しばらくすると運航室から飛び出してきた乗務員が、ラウンジの様子を見にきた。

「怖……かった」

　抱き合う形になっていたことに気づき、慌てて離れようとしたが、ぶるぶると震えるルゥエリンをセオドアはもう一度抱きしめた。

「もう大丈夫です、プリンセス」

　柔らかなカーペットの上で、上半身を起こすとルゥエリンの頬が濡れていた。

「ありがとうございます。立てます……わ」

　よろよろと立ち上がろうとするルゥエリンを、そっと助け起こすと椅子に座らせた。

　ポケットからハンカチを出して渡すと、ルゥエリンは礼を言って受け取り、涙を拭いた。

　セオドアの手にはいつまでもルゥエリンの感触が残っていた。しなやかで柔らかい背中。

「お怪我はありませんか？　申し訳ありません。晴天で、まったく雲がないところに乱気流が発生していました。この先の運航に問題はありません。船長から、お洋服が汚れた方にはクリーニング代をお支払いしますと伝言がありました」

　幸いなことに怪我人はいない。

　慌てた様子で帽子を握りしめる運航乗務員の言葉の最後に、誰も気にしていなかったクリーニング代金の話が出て、ラウンジに笑いが起こる。

「それでは、すぐに片付けさせます」

　清掃係が入ってきたところで、ルゥエリンが「あっ」と声をあげた。

「セオドアさん、宝石が飛んで行ってしまいました」

　見ると、ベルベットの敷物の上に並べてあった宝石がひとつ残らず転がってしまっていた。

「わたくしが、アメシストだけ持っています」

　ルゥエリンの指が優雅に開き、紫色の宝石をもとの位置に戻した。

　ぐるりと見回すと、目の届くところには宝石は見当たらない。当たり前だ。もし、手元に高価な宝石が転がってきて、誰にもとがめられないならば、拾い主は宝石をそっとポケットに入れてしまうだろう。

「それだけ残ればよかった。実は女王のアメシストが一番価値のある石なので、他の宝石はもう諦めます。探し回るのもみっともないですし……」

　とはいえ、飛び散った石の合計額は高級車が買えるほどではある。

　――しかたがない。宝石を盗ったのではないかと乗客を疑ったりしたら、船内の空気が悪くなってしまう。

　祖父の代でダイヤモンド産業を始めたボイド家の次期当主として、騒ぐわけにはいかない。

　瞬時にこのアクシデントの対策を決めたセオドアの横で、ルゥエリンはまったく違う行動に出た。

「みなさん、先ほどの揺れでボイドさんの宝石がラウンジ内に飛んで行ってしまいました。貴重な宝石ですので集めるのにご協力いただけないでしょうか？」

　すっと立ち上がると、べルべット張りのトレーを持って、献金を募るかのようにラウンジ内を見回した。

「ルゥエリン殿下、そのようなことをしていただくわけには……」

　セオドアが驚いて立ち上がったと同時に、ラウンジの隅から声が上がった。

「皇女様、これですか？」

　とことことルゥエリンに向かって来たのは、公爵家の令息であるベンジャミンだ。搭乗者リストの中では最年少の八歳であることをセオドアは頭に入れていた。

　ベンジャミンが差し出した手のひらには、四角くカッティングされたエメラルドが載っていた。

「まぁ、ベンジャミン。よく見つけてくれたわね、ここに嵌めてくれるかしら？」

　ベルベットの台座には、十二個の宝石が綺麗に収まるように窪みが加工されている。

「はい、皇女様」

　しゃがんだルゥエリンの持つ台座に、ベンジャミンが慎重にエメラルドを嵌め込んだ。

「ありがとう、ベンジャミン」

「光栄です皇女様。これで二つになった」

　金髪で青い瞳のベンジャミンが、嬉しそうに声をあげる。

　その様子を見ていた乗客たちが、そわそわと床の上を探し始めた。

「あった！」

　ありましたよ、とアクアマリンを持ってきたのは厳めしい口ひげをはやした、バーガンディー侯爵だった。

「椅子の足にぴったりとくっついて落ちていました」

　手袋を嵌めた手で、ルゥエリンの指し示す場所にアクアマリンを嵌めた侯爵は、ルゥエリンの前で胸に手を当てて礼をした。

「バーガンディー侯爵の旅に祝福がありますように」

　にっこりとルゥエリンが笑うと、次々に宝石が台座へと戻される。

「ありがとう。喜びにあふれた明日になりますように」

「神のご加護を」

「幸運が押し寄せますように」

　宝石を探して台座に載せると皇女の祝福が受けられるとなると、乗務員だけでなく乗客総出で床を探し、ほんの数分ののちに、台座の上には元通りに十二個の宝石が鎮座していた。

「どうぞ、戻ってきてよかったわ」

　差し出された宝石を受け取って、セオドアは口元をひくりと持ち上げた。いつもの笑顔が作れない。圧倒されてしまっていた。これが帝国の愛される皇女という存在だ。

「ありがとうございます。早々に諦めていました」

　正直な気持ちを伝えると、ルゥエリンが笑う。

「だって、あなたの宝石ですもの。お手元に戻らなくっちゃ」

　どういうわけか胸が締めつけられる。ルゥエリン皇女の生まれついての品位と清らかさに、もしも許されるならば、ひざまずいて頭を垂れたいと願う。

　そんなことをし出したら、変人だと怖がらせてしまう。宝石をプレゼントするなんてもってのほかだ。

「グローリオ国で、お困りのことがありましたら全力でお手伝いいたします」

　渡された宝石の台座を手に持ったまま、真剣なおももちで申し出るとルゥエリンが目を丸くした。

「あら？」

　小首をかしげた表情がいかにも十八歳の娘らしく、こわばっていた胸が一瞬で緩む。

「もちろん、困っていなくても」

　ルゥエリンの可愛らしい表情が、そのまま笑顔になった。セオドアが手を差し伸べて椅子を引くと、着席したルゥエリンが内緒話のように小声で話す。

「公式スケジュールにはないのですが、ボイド美術館に行きたいのです。ご案内をお願いできますか？」

「光栄です。ぜひ」

　セオドアの祖父が建てたボイド美術館には、ボイド家が集めた世界の芸術作品が飾られている。人気が高く、グローリオ国の観光名所と言ってもいい。常に混雑しているが、セオドアにとっては自宅のリビングを案内するようなものだ。

「世界中で一番の適任者にお声をかけていただきました」

　祖父に心の底から感謝した。よくぞ美術館を建ててくれた。

「では、夕食の席で日程を決めませんか？」

　言ってしまってから自分のせっかちさに冷や汗が出た。皇女のことだ、誰かと夕食の約束があるに違いない。

「マチルダと一緒に伺います」

　即答されて、かえって驚いた。皇女の侍女と三人での夕食など夢のようだ。

「では、席を用意しておきます」

　皇女が部屋に戻ってから、時計を確認し、セオドアは乗務員に声をかけた。

「皇女殿下のテーブルに花とチョコレートを用意できるだろうか？」
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　間もなくセオドアと約束した夕食の時間だ。

「マチルダ、大丈夫？」

　しゃがんで、二段ベッドの下段にいる侍女のマチルダに声をかける。

「申し訳ありませんルゥエリン様、夕食のお供をするのは無理なようです」

　マチルダの、空酔いは深刻なようだ。

「看護師の乗務員がすぐに来てくれるわ。わたくしはボイドさんと同席させていただくから、心配しないで」

　乱気流で一度揺れて以降は、まったく揺れずに飛行船の旅は快適きわまりない。

　マチルダと同室で二段ベッドを使う経験も愉快で、ルゥエリンは上機嫌だった。

「男性とふたりっきりなんて、いいのでしょうか？」

　ハンカチを口元に当てて、マチルダが眉を寄せた。

「ここは飛行船の中よ。ホテルのレストランや社交場のバーカウンターとは違うわ。同じ船に乗り合わせた二十人の仲間ですもの。どんな組み合わせもあり得るわ」

　クロゼットから取り出した薄い布地のワンピースをさらりと着こなしたルゥエリンが、コンパクトな洗面台の鏡に向かって髪を整える。

「ネックレスをなさってくださいね。青いドレスに合わせて、サファイアのご用意がございます」

　青い顔をしながらも、マチルダが侍女の仕事を遂行しようとする。

「わかったわ。お揃いのイヤリングと指輪もつけるわね。お化粧は変じゃないかしら？」

　巻いた金髪をふわりと肩に揺らしたルゥエリンが聞くと、マチルダは弱弱しく微笑んだ。

「女神みたいに綺麗です。絶世の美男子とルゥエリン様が並ばれたところを見たかったですわ」

　絶世の美男子と称したのはルゥエリンだった。セオドアとのひとときを終えて船室に戻ると、はしゃぎながらいかにセオドアが美しいかを絶賛していたのだ。

「明日の朝食のころには、マチルダもダイニングに行けるわよ。そして、ボイドさんとお話ししてみたらいいわ。物腰が上品で、声が落ち着いた低音なの。俳優さんと話しているみたいな気分になるわよ」

　ルゥエリンの頬が赤く染まって、小さな女の子が憧れの人を語っているようだ。

「でも……」

　マチルダが話しかけたところでドアがノックされた。

「看護師さんよ」

　どうぞと部屋に案内すると、白いワンピースに帽子をかぶった看護師がルゥエリンに膝を曲げて挨拶をした。

「マチルダをよろしくね。じゃあマチルダ、わたくしはディナーに行ってくるわ」

「お気をつけて」

　送り出したマチルダは、ふたたびハンカチを口元に当てた。

















二　グローリオ国にて












　夕食は誰にも邪魔されず、セオドアとルゥエリンのふたりで過ごすことができた。空高く飛びつづけるうちに、乗客たちはすっかり飛行船の旅に慣れてしまい、ルゥエリンのことを忘れているようだったからだ。

　――なぜだか落ち着くわ。

　レストランで、注目の的にならずに食事ができたことなど、数えるほどしかない。

　ルゥエリンには、この静けさが非日常だった。

　テーブルには、低く生けられた薔薇とマーガレットの盛花が置かれている。セオドアが注文して置かせた花だ。

　他の客は、それぞれの家族とともに過ごし、船員たちはこれから通過する極地のオーロラを乗客に見せるために、高度を調整するのに忙しいらしい。

　乗客はみな、オーロラ出現の知らせを聞いたら食事を中断してでも見物に行こうとそわそわしていた。

「大学に入られてから、興味を持ったことはありますか？　もちろん言える範囲で結構ですが」

　セオドアの話術は、巧みでありながら礼節をわきまえ、それでいてユーモアにあふれている。

「わたくし、世間の評判どおり生真面目なので、悪い遊びには興味を持ちません。いまは邸宅美術館の運営について調べています」

　澄ました顔でルゥエリンは答えた。

「取っていない経営学の授業に参加したり、こっそり教授に質問したりと、興味津々なのです」

　セオドアが美しい形の瞳を細めて優しい笑みを浮かべると、目の下に魅力的なしわが寄る。

「世界各国に、美しい邸宅をそのまま使った美術館がありますね」

　会話を楽しみながら、セオドアは鹿背肉のローストを実に品よく口元に運んだ。飛行船内の食事はとても凝っていて、なめらかなクリームスープも舌平目のグリルも香りよく味わい深かった。特に鹿背肉は赤ワインと相性がいい。

「美術品を所蔵することと経営は、ちょっとしたコツがあります」

「ぜひ、教えていただきたいわ」

「当事者が美術品そのものになること、殿下はすでに資格保持者だ」

「ボイドさんのような方がおっしゃると説得力がありますわ」

　神が念入りに作り上げた美術品のように、燦然とした美貌のセオドアが優美な笑みを浮かべた。

　十八歳と二十二歳、四つ年上のセオドアは社会人としての落ち着きを身につけているけれど、会話のやり取りが心地いい。

　――声がおだやかで優しいところがとても素敵。

　ルゥエリンの耳にセオドアの声が快く響く。

　宝石を扱うボイド家は、美術品コレクターとしても有名だ。

　一般入場を許しているボイド美術館のほかに、ボイド家には邸宅の一部を使った展示室があるらしい。

　――お話が楽しい。こんな気持ち初めてだわ。

　メイン料理の皿が下げられて、コーヒーと一緒に苺とメロン、そしてつやつやとしたチョコレートが六粒、細長い皿に並べて運ばれてきた。

「こちらのチョコレートは、ボイド様からの特別注文でございます」

　飛行船内での飲食は、すべて飛行運賃に含まれている。だが、船内での誕生日や記念日などの特別な食事には料金を上乗せして、メニュー外の品を頼むことができた。

「まぁ、おいしそう。イヴァニア王国のものかしら？」

　大陸の南岸にあるイヴァニア王国では、秘伝の製法で詰め込まれたプラリネやクリームがチョコレートに複雑な味わいを与えている。

「そのとおりです。古くから王族にはチョコレートを献上するとか。納得できます、チョコレートは嗜好品であり、薬にもなる。私もチョコレートは大好物です」

　きりりとした美男子のセオドアが、宝石についてと同じ熱量でチョコレートを語る表情にルゥエリンは親しみを感じた。

「わたくしの一番好きな食べ物です。チョコレートを食べている間は、幸せとしか言いようがなくなります」

　どうぞとセオドアに促されて、ボリュームのある一粒を口に含むと、思いのほか柔らかな表面が崩れて、中からヘーゼルナッツを細かく砕いたフィリングがねっとりとあふれる。

「うーん、おいしい」

　目を閉じて味わうルゥエリンを、セオドアがにこにこと見つめ、自身も一粒を頬張った。

「いいですね。ナッツのプラリネが素晴らしい」

　ゆっくりとチョコレートを楽しんでからコーヒーを飲み、フルーツで口の中をさっぱりさせると、給仕が食後酒をたずねてきた。

「もうお酒は飲んでいらっしゃいますか？」

　ルルディ帝国では十八歳から飲酒が解禁となる。

「はい、誕生日に家族でブランデーをいただきました。けっこう飲めますよ」

「そうですか。では、オーロラが出現するまで観覧席で飲みましょう。窓に近づくのが嫌でなければ？」

「チャレンジします。せっかくの機会ですもの」

　うなずくとセオドアが銘柄と席を指定し、ルゥエリンの手を取って、階段下の観覧席へと誘導する。

　すでにテーブルについてデザートワインやウイスキーを片手に、ガラス窓からの景色を楽しんでいる人々もいる。揺れのないダイニングルームでの食事で、ここが地上からはるかに高い空を飛んでいることをなかば忘れていた。足がすくむ。

　――怖い！

「雄大な景色ですよ。かなり高度を下げている」

　席に座ってルゥエリンも覗き込んでみると、真っ白な氷の隙間から黒々とした海面が見える。

　夜の海上を、カムエル号は低速で飛行していた。

　――なんて恐ろしい。

　思わず手に汗を握り、椅子から腰が持ち上がった。

　蒼白になったルゥエリンの表情を見て、セオドアがブランデーを目の高さに掲げて見せた。

「まもなく現れるオーロラに乾杯しましょう」

「……ええ」

　座り直し、軽くグラスを合わせて、ブランデーを喉に落とすとアルコール度数の高い酒で喉が熱くなる。鼻から豊潤な香りが抜けて、同時に気持ちが落ち着いた。

「アルコールは、こういうときに絶大な力を発揮しますね。特にこの『黄金の燈火』は、華やかなうえに包容力がある」

　入手困難と言われているブランデーの香りを楽しむセオドアは、そのまま高級酒の広告になりそうなほどに洗練されている。

　ルゥエリンはもうひと口、ブランデーを運んだ。父と兄がブランデー好きなので、付き合って飲むようになった。大好きな家族を連想させるせいか、ブランデーを味わっているうちに気持ちが落ち着いてきた。

「ルゥエリン殿下、見えてきました。オーロラです」

　セオドアの声かけに、身を乗り出して空を見ると、エメラルド色から深いサファイアの青色、そして白色へとグラデーションをなす光が立っていた。

「ああ、なんていうこと！」

　飛行船の下には雲、その隙間をオーロラがさながら天上のカーテンのようにきらめいている。

「神の魂と呼ぶ民族もいるそうです。オーロラを見る前とその後は人生が変わるとも。こうやって目にすると、今、人生が変わったとしても不思議ではない」

　セオドアの低い声は、まっすぐにルゥエリンの胸に響いた。

「ボイドさんのおっしゃるとおりだと思います。きっと、今、わたくしの人生も転機を迎えたはず。だって、こんなに高いところを平気で見下ろしているのですもの」

　オーロラにくぎ付けになっていた視線をセオドアに向けると、彼の金色の瞳はルゥエリンを映していた。美しいだけでない、心やすらぐ雰囲気を彼はまとっている。

　――この方と、なにかしらの縁があるかもしれない。

　ルゥエリンは、ふと思った。
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　二泊三日の空の旅を終え、飛行船はグローリオ合同国の東側に到着した。

　首都アルクスに停泊地がある。空から見下ろすアルクスの街は、高層ビルと整備された道路が煌めいて見える。古都を中心としたルルディ帝国と比べると未来都市そのものだ。そしてなによりも驚くのは、強い日差しだった。

「あんなに高いビルが、そして平地がこんなに広がっているなんて」

　海に面したアルクスは、見渡すかぎりの平野のおかげで都市開発が進んだ。さらに温暖で乾燥した気候のおかげで年間を通じ、カラリと晴れて過ごしやすい。

「あまりに広くて車がないと移動に困ります。いつでも、どこでもご案内します。たとえば、あの銀色のビル」

　セオドアが指さす場所には、アルミホイルで包まれたかのように輝くビルがひと際目立っている。

「世界中の一流品が集まっている百貨店です」

「プラティノデパートメントですね！」

　マチルダが目を輝かせた。搭乗二日目の朝から、空酔いも抜けてルゥエリン、マチルダ、セオドアの三人は、毎食をともにするようになった。

「一か月のうちに、お買い物に行く時間が取れたらいいけど」

　ルゥエリンは、ぎっしりと詰まった公式行事を思い、首をかしげた。

　流行に敏感なマチルダは、ファッション誌を見ながらあれこれと欲しいものをリストアップしているけれど、はたしてショッピングの時間を取ってもらえるのだろうか？

「せっかく空を飛んでいらしたのです。ぜひグローリオ合同国を楽しんでください」

「ええ、ありがとう」

　この三日間、セオドアとルゥエリンは、何度も目を合わせて微笑み合った。今もそうだ。彼の心からの言葉にルゥエリンは素直に笑っている自分に気がつく。

　――とっても誠実な方。優しくていい方だわ。

　セオドアはアルクスに住んでいるため、この旅のあとはめったに会う機会がなくなるだろう。三人で過ごした楽しい時間を思うと、切ない気持ちになる。

　飛行船は、静かに停泊場に降りて何本ものロープが地上に落とされる。鉄塔の先への繋留は人力で行われる。

　飛行船の旅の片道が終わった。

　皇女が乗り込んでいることから、出迎えにはグローリオ合同国の合同総裁が出迎えていた。皇室が代々つづくルルディ帝国と、選挙で国のトップが変わっていくこの国は、人々の生活や流行、そして芸術も大きな違いがある。

　皇女を迎える音楽も、ジャズオーケストラが舞台を組んで演奏し、ボーカリストが高らかに美声を披露している。飛行船と音楽を楽しむために人々はチケットを買ってこの場にいるのだという。

　詰めかける群衆は、ルルディ帝国の皇室への敬意というよりも、物珍しいイベントを体験しに来ているという熱気に満ちていた。

　最初の下船はルゥエリンだった。

　できるだけ足元を見ないように、出迎えの顔よりも少しだけ上に目線を向けてタラップを降りる。いつもの公務で実践している動きが、今回はできた。

　すぐうしろにはマチルダが、そのあとにセオドアがつづく。

　オーケストラが、ルルディ帝国の国歌を演奏し、ルゥエリンは総裁と握手を交わした。

　ちらりとセオドアを見ると、国の経済を握る官僚が彼を取り囲んで和やかに歓談している。セオドアの飛行船事業への投資は、国家的な関心が高まっているようだ。

　――お忙しいのね。

　ルゥエリンはこれから国賓を迎えるパーティーの予定だし、セオドアはこのまま初飛行の報告会に出席すると聞いている。

「それでは皇女殿下と侍女の方は、こちらの車にお乗りください」

　用意された車に乗ってしまったら、セオドアと最後の挨拶もできないかと思ったそのときに、彼が握りこぶしを耳元に当てて「電話をください」と、唇だけ動かした。

　彼のオフィスと自宅、それぞれの電話番号は教えてもらっている。

　本当にかけてもいいものかと、名刺の裏に書かれた番号を何度か眺めたものだ。

　――きっと、すぐにお会いできるわ。

　希望が湧いて、ルゥエリンはうなずき、車に乗り込んだ。
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　セオドアのもとにルゥエリンからの電話が来たのは、それから十日が経ってからだった。

　新聞には『アイドル皇女が飛行船に乗ってやって来た！』と、センセーショナルに報道され、それからは、日々の彼女の行動が写真つきで掲載されるようになった。

　毎日のファッション、食事をした店、発言と言葉遣い、なにかをちらっと見ただけで皇女様のお気に召したもの、と解説がつく。

　ブランドのスカーフ、露店の人形、菓子店の赤や緑に着色されたドーナッツ。

　紹介された品は飛ぶように売れるので、皇女の目につくように視察スケジュールの行程に沿って、ショーウインドウは華やかに飾られ、とにかく皇女に見てもらおうと店主は懸命にアピールする。

　――気疲れしているころではないかな？

　まだ十八歳の女の子だ。

　秘書が買い集めてきた新聞を眺めながら、セオドアは眉間にしわを寄せていた。

　ルゥエリンについて簡単に情報が集まるのは嬉しいが、これでは供給過多だ。

　ホテルの部屋に差し入れを送ってもいいだろうか？

　本来なら食事に誘いたいところだが、この先二十日間の過密なスケジュールも紙面に発表されている。政治家や大学の学長、有名な俳優との対談、動物愛護団体やこども病院への訪問。これらが一日にみっちりと組まれている上に毎晩のようにパーティーに招待されている。

　――差し入れは、なにがいいだろう？

　セオドアは軽く目を閉じてルゥエリンの姿を思い描いた。

　大輪のマリーゴールドを思わせる、温かくて華やかな立ち姿。

　――花？

　ふっくらとした唇は、綺麗な言葉を優しく発音する。ルゥエリンとともに飲む紅茶の時間は、心が柔らかくとろけそうだった。

　――わが国自慢の菓子はどうだろう？

　ともに過ごした数回の食事では、ルゥエリンは思いのほかよく食べていた。魚介はクリームの載ったものが好きで、野菜もたくさん食べる。

　――できたら、もう一度食事の席を設けられたらいいが。

　しかし、この過密スケジュールにさらに食事の約束などねじ込んだら、ルゥエリンは寝る時間さえ削ることになりはしまいか？

　――栄養剤でも贈るか……。

　なんとも色気のないプレゼントの逡巡は、卓上の電話が鳴って遮られた。

「セオドア・ラッセル・ボイドです」

　オフィスの電話は、顧客からがほとんどだ。セオドアはかしこまった声で応答した。

「ルゥエリン・マリア・アビゲイルです」

　笑いを含んだ声が受話器の向こうから聞こえる。

「プリンセス！」

　思わず大きな声を出してしまったセオドアが、周りを見渡した。よかった、秘書は前室に控えていて部屋の中には誰もいない。

「ごきげんよう、ルゥエリン様。栄養剤でもお送りしようかと思っていたところです」

「栄養剤？　いい考えですわ」

　ルゥエリンの声がしんみりとしている。

「さぞ、お疲れでしょう」

　セオドアは心からルゥエリンをねぎらった。

「新聞をお読みになったのね。掲載する写真の確認をさせていただけないから、ひどい顔のものが多くて嫌になるわ」

「どれも綺麗でした」

「お優しいのね」

　気持ちが浮き上がる。十日前の飛行船内では気軽にルゥエリンと語り合っていた。なんと贅沢な時間だったのだろう。

「真実です。電話をしてくださって光栄です。とてもうれしい」

「お仕事中でしょう？」

「いえ、ぼんやり考えごとをしていただけです。たくさん話しましょう」

　もしかしたら、ルゥエリンは電話番号を教えてもらった礼儀としてかけてきたのではとセオドアは身構えた。短い会話だけで電話を切ってしまったら、今夜は眠れなくなってしまう。

「実は、あまりにスケジュールが過密で、コーディネーターに抗議したのです」

「正当な行動です」

　上品で常に機嫌のよいルゥエリンが、コーディネーターに抗議した？　もちろんセオドアはルルディ帝国の海外駐在コーディネーターの姿はチェック済みだ。

　上にも横にも幅のある大男で、こわもての顔立ちに凄みがある。両方の大国に顔が利く中年の男性で、威圧感の強い人物だ。

　――勇敢なことだ。

　いかにも融通が利かなそうな相手にも、物怖じしないルゥエリンの姿を想像して、セオドアの口元がゆるむ。

「明日と明後日は、ロサルディ家との懇親会が二日がかりで入っていて、気が進まないのです。どのような家門かご存じですか？」

「ロサルディ家？　海外専門の商事会社ファミリーです。わざわざ殿下がお会いになる必要はありません。それも二日間も！　それって初めから組まれたスケジュールですか？」

　ロサルディは、新興商社を立ち上げた南部のファミリー企業だ。高級品を取り扱っているが、ライバルが多く、なんとしてもルルディ帝国皇室御用達の栄誉が欲しいのだろう。

「いいえ。出発前には予備日になっていて、できたら美術館に行きたいと思っていたのです」

　ということは、ロサルディ家が金にものを言わせて皇女のスケジュールの隙に入り込んできたのだろう。それができる皇女側の人間は、あのコーディネーターだ。

「美術館に行きましょう。私がご案内します」

　ロサルディ家にもコーディネーターにも腹が立っていた。

「助かります。それで、マチルダなのですが」

「ええ、どうなさいましたか？」

「せっかくグローリオ合同国に来たのですから、一日お休みにさせたいと思っています。できたら彼女はお買い物に行かせたいのです」

「わかりました。私の秘書室から案内人を送ります。別行動になってもいいのですね？」

　セオドアの胸の奥が期待で高鳴った。ルゥエリン皇女とふたりで美術品を見る！　最高のエスコートをしよう！

「わたくしにはグローリオ合同国に駐在している護衛官が三人つきます。でも、うれしいわ。ボイド美術館の絵画彫刻エリアを見たいの。それだけでも一日かかるそうね」

　ルゥエリンの声が金色に輝いてセオドアの耳をくすぐった。

「たまたまＶＩＰ会員のカードを持っています。開館一時間前から入館できますから、早朝にお迎えに行っていいですか？」

「たまたまね？」

　ルゥエリンが声をたてて笑う。ボイド家の美術館だ。もちろんいつでも入場できる。

「よく眠って、目を休めてきてください」

　セオドアの声は自分でも驚くほど優しいトーンだ。

「はい。ボイドさん、また明日」

　対するルゥエリンの高揚した声は、たとえようもなく素直で愛くるしい。

「ふぅっ」

　電話を切ったセオドアは、しばしルゥエリンとの会話を反芻し、手元の新聞に載った写真をじっと見つめていたが、はっと顔を上げて秘書を呼んだ。

「明日ルゥエリン皇女殿下をご案内するので、リムジンの用意を」

「皇女様を、ですか！」

　泡を食った様子の秘書に、セオドアはつづけた。

「それからルゥエリン皇女の侍女を百貨店にお連れする女性秘書を君が選んでくれ。ランチの店は女性が好みそうで、かつルルディ帝国には出店していない珍しい店がいい。もちろん品のいい店にしてくれ。どちらともに遠巻きにボディガードをつけるようにしよう。しかし、殿下にあらかじめついているボディガードと対立させないように気をつけること。うちの美術館に早朝入場を申し込んでおいてくれ、これが一番大事だ」

　秘書はポケットからメモを出して、書き留めていく。

「私と殿下の食事は……そうだな、自分で手配する」

　指示を出しながら、セオドアは立ち上がり、そそくさと上着を着るとアタッシュケースを引き寄せた。

「私はこれから明後日まで休む、あとはよろしく頼む」

「かしこまりました。のちほど手配済みの内容をお電話します」

　ニコリと笑ったセオドアは、帽子をかぶるとほぼ小走りで部屋を出ていく。初老の秘書は、机の上に重なった新聞に掲載された、微笑むルゥエリンの写真に目を細めた。

「とうとう皇女様とお近づきになられたとは……」

　十歳からセオドアは父について宝石商の仕事を覚えていった。女優の妻にそっくりな美少年を顧客が見たがり連れ歩いたことが発端になったのだ。セオドアは父と顧客が交わす会話にじっと耳を傾け、帰路ではその意味を熱心に聞いてきた。

「どうして印象派を褒める人とけなす人がいるの？」「どうしてエレノア嬢は、デビュ……デビュタント？　の話をすると機嫌がよくなるの？」「このチョコレートは街のチョコレートとどこが違うの？」

　宝石のことのみならず、宝石商はさまざまな知識をその商売に必要とする。

　美術、歴史、家門、貴婦人の逸話、美食、音楽、顧客の口から発せられる一言から、その人が望む宝石を探り当てる。

　セオドアには、素質があり、さらに努力家でもあった。

　大学で美学を学ぶかたわら、経営や政治、デザインも学んだセオドアは在学中からボイド社の有力な社員でもあった。

　完璧な御曹司が、たったひとり心を奪われつづけている存在。

　それがルゥエリン皇女だった。

「セオドア様に神のご加護がありますように」

　部屋の電気を消して、秘書は扉を閉めた。

















三　華麗なるボイド家












　一時間早く美術館に入るということは、ほぼ貸し切りで芸術作品を鑑賞できるということだ。なぜなら完璧に順路が決まっている中、数々の名作をスキップして先を急ぐ入場者などいないからだ。さらに午前中の入場は、予約客のみ。報道陣は入ることができない。

　一般客とルゥエリン一行は、常に一定の距離を置いて名作を堪能していた。

　しかし、ホテルから取り巻いていた取材陣は別だ。

　美術館の玄関で虎視眈々とルゥエリンの登場を待っている。

　ショッピングを名目に、別行動を提案したマチルダは思いのほか抵抗し、旅行先での楽しい一日をどうしても受け入れなかった。

「私の仕事はルゥエリン様と同行することです。ご一緒します」

「ボイドさんのボディガードもいるし、わたくしは大丈夫よ。マチルダだって、お土産のひとつも買いたいでしょう？」

「私がお側にいないと、余計な憶測で新聞記事が書かれてしまいます。皇帝陛下がお読みになったら、どんなにお怒りになるか」

「そうね、仕方がないわ」

　真剣なまなざしで説得されて、ついには迎えに来たセオドアにマチルダを連れていきたいと言うほかなかった。リーヴァイ皇帝は短気で怒りっぽい。父の怒りは成人した今でも怖い。

　セオドアは喜んでマチルダを迎え入れてくれたが、ルゥエリンはどういうわけかがっかりしてしまっていた。

　――ふたりっきりで出かけたかった。

　マチルダを邪魔に思うわけではなかったが、昨日、緊張してかけた電話がとても楽しかったから、もう少しふたりでおしゃべりがしたかったのだ。

「どうしましょう。のんびり見学をしているうちに、あんなに取材陣が集まって」

　窓のカーテンを半分開けて、ルゥエリンは外の様子を見た。ひととおり美術品の鑑賞が終わって、休憩のために用意してもらった応接室の窓からは殺到する記者たちが見える。

　マチルダが一緒だとしても、男性と出かけていたことが漏れたら、おおごとになってしまう。

「大丈夫ですよ」

　セオドアは涼しい顔をして館長が出してくれたお茶を飲んでいる。背筋を伸ばして、少し微笑んだ形の口元をした姿は、さっきまで見ていた古代の彫刻さながらに美しい。

　――本当に綺麗な人。

　美形なだけでなく、絵画や彫刻、すべての芸術について深い造詣があり、観賞眼が卓越している。彼の解説つきで美術品を見たことで、いつもの美術館巡りの何倍も充実した時間を過ごすことができた。

　――なにかしら、胸元がむずむずするわ。

　なぜか、ルゥエリンは落ち着かなかった。

　飛行船の旅が、思いのほか楽しかったのはセオドアのおかげで、彼と離れてから見たアルクスの刺激的な街に空虚さを感じてしまうほどだった。グローリオ合同国の素晴らしさは、セオドアがいればこそ完成するように思えて、ずっと彼に会いたかったのだ。

　会ってみたら、やはり満足した。近代的な街と初めて触れる芸術作品。セオドアの語り口も話す内容も指し示す絵画や彫刻もルゥエリンを夢見心地にしてくれた。

「美術館の地下にボイド家の美術品収蔵庫へつづく通路があって、有事の際には美術品を移動させることになっています。国家機密なのですが、わが国とルルディ帝国は友好国なのでルゥエリン皇女をご案内しましょう。徒歩二十分くらいの距離です。散歩のつもりでいかがですか？」

「そんなことをわたくしたちに？」

　そんな重大なことを話してしまっていいのかという思いと同時に、地下通路を通ってボイド家の美術品格納庫へと歩く誘いにルゥエリンは猛烈に惹かれた。

「秘密を知ってしまったために、グローリオ合同国から出していただけなくなる……ってことはありませんか？」

　マチルダの確認にセオドアは笑って首を振る。

　ルゥエリンもつられて笑ってしまっていた。

　セオドアを心から信頼しているいま、そばに彼がいれば不安なことはなにひとつない。

「光り輝く太陽を、わが国に縛り付けておくような罪は犯しません。お許しいただけるなら、わがボイド家でランチでも……皇宮に比べたら張りぼてのような庶民の家ですが」

「あなたの家で？　うれしいわ、ぜひ」

　館長が先導して地下まで下りると、本棚の裏に隠し扉があり、扉の向こうにはあかりの灯った広い通路が現れた。

「こんなに立派な通路が……」

　驚いたマチルダが引き返す道順を確認する。

「窓のない地下の道です。途中での避難口はありません、怖くないですか？」

　黄色っぽい光がセオドアの顔を照らす。白皙の美貌がいっそう神秘的に浮かび上がった。

「飛行船より、よっぽど安心です」

　ルゥエリンは答えた。本心だった。

　高いところより、地下道を歩く方がはるかに気楽だ。それに、セオドアがしきりに愉快な話をしてくれる。

　――わたくしを怖がらせないためだわ。

　実際、二十分間の地下道の散歩は快適だった。

　左右に等間隔で点けられた灯で、足元がはっきりと見える。足音が響かないように、そして美術品を落としたときに傷がつかないようにという配慮から、床にはふかふかのカーペットが敷き詰められていた。

　突き当りの扉には、ボイド家の紋章である龍が描かれていた。

「さぁ、ここから先はわが家の倉庫です。美術館のつづきのつもりでご覧ください」

　セオドアが案内してくれた倉庫は、広い展示室と言っていい立派な部屋だった。

「あ、ユーグリーの水仙、ここにあるのね」

　十二の連作がされた水仙の絵は、ひとつひとつに価値があるが全部を見たいという愛好家が多い。

「一点だけここにあります。もう二点が美術館にあるので、運び込まれたら三作揃いますね」

　こともなげにセオドアは言うが、この作品ひとつで城がいくつも購入できる金額だ。

「展示品の分け方は、どうなさっているの？」

　作家別でも画家の派閥でも時代でもない並べ方に、美術を趣味としてきたルゥエリンは首をかしげた。

「絵が与える印象と、受け取る心象でわけているのです。私の父が始めた展示方法で、いまは私が引き継いでいます。とても個人的な飾り方です」

「先代から引き継いで……」

　ぐるりと絵を見渡すと、並んだ絵がルゥエリンに語り掛けてくるようだ。華やかな高慢さ、繊細なこだわり、おおらかな悲しみ、絵画を見る目に卓越した審美眼を感じる。

「素晴らしいわ。思いもかけないメッセージが絵から感じられる。なんという迫力なのでしょう。絵はどこで学ばれたのですか？」

「アカデミーです。美学専攻でした。その中でも美術と宝石について学びました」

　セオドアが名門のアカデミー出身だとは知っていたが、美学という専科があるのは知らなかった。ルゥエリンの興味にもっとも近い学問のような気がする。

「ご実家が宝石を扱っているから、お勉強を？」

「まぁ、そうですね。宝石商は三代目でやっと本物になると言われています。初代が金を作り二代目が宝石商に必要な基盤を作る。そして私のような三代目が祖父からつづく美を愛でる目を完結するのです」

「あなたは完成型なのね」

「できは請け負えませんが、ボイド家の目指すところは見えています」

　ビロードのようなセオドアの声と、その内容にルゥエリンとマチルダは顔を見合わせた。

「あなたのような人が、ハービーのお友達になってくださったらいいのに」

　横でマチルダも大きくうなずく。

「お兄様の？　一国の皇太子だ。畏れ多い、ルゥエリン様でも足が震えるのに？」

　彫刻のように美しい顔で、言われてルゥエリンは吹き出した。足なんて一度も震えている様子はなかった。

「ほら、そういうところ。きっとハービーとも気が合うわ」

　ほわほわと天使を思わせる容貌にたがわず、ハービーは人がよく素直だ。

　とはいえ、連綿とつづく皇家の継承者だという自覚はじゅうぶんにあって、その重圧に苦しんでいることをルゥエリンもマチルダも知っている。

　皇家の伝統はハービーだけに繋げられ、行事の意味も君主のふるまいも、幼いころからしっかりと身についている。それなのに父帝のように気難しくも、側近の公爵たちのような特権意識も振りかざさず、常に謙虚で冗談が好きなところがセオドアと似ている。

「兄上とお話できる機会があれば光栄です」

　話しながら美術品倉庫を出て、長い階段を登るとまた龍の紋章の扉がある。

「ここからは、ボイド家のプライベートスペースです」

　重い扉を開いてルゥエリンを通すと、目を開けていられないほどの明るい部屋に出た。

「まぶしいっ」

　手を額に当てて、目を細める。次第に日光の明るさに慣れると、そこは中庭から繋がった応接室だった。

「なんて、明るいお部屋……」

　白を基調にした応接室は、床に絨毯を敷かずに板張りの上に低いソファがコーヒーテーブルを挟んで配置されている。なにもかも無駄を省いたシンプルな部屋は、ひとつひとつの家具が主役になっている。

　ルルディ帝国の皇宮に、絨毯のない部屋は存在せず、彫刻のない椅子の足もルゥエリンの記憶では置いていないはずだ。ごてごてとした帝国様式とは対極にある。これが流行し始めているモダンスタイルなのだろう。

　なによりも目をひくのは、大きなガラス窓の嵌った中庭だ。

　芝生の中央に細長いプールが設置されていて、周辺にはテーブルセットが傘の下にいくつも配されている。高木の天辺に実がなっている。

「椰子の実かしら？」

　ガラスに近づいて庭を見ると、背中にセオドアの気配を感じた。

「そうです。十年前に中東から取り寄せて植えました。最近では、中庭に椰子を植えるのが人気になってきましたよ」

「この応接室にお通しした方々が、真似をなさったのね」

　窓越しに見える景色に、エキゾチックな椰子は意外性があって印象的だ。

「流行を作るのも私の仕事ですから、そうだとしたら成功ですね」

　流行を作る。そんな仕事があるのか？　もっと聞いてみたいとルゥエリンが思っているうちに、セオドアはガラスドアを開いて中庭にルゥエリンとマチルダを案内した。

「今日は天気がいいので、プールサイドで食事をしませんか？」

　気づくとセオドアの後ろには、制服を着た給仕が立っていた。

「ええ、いいですね。ルルディ帝国なら、こんなにからりと晴れた日は貴重です。風も穏やかで気持ちがいいわ」

　周囲の視線や高所からの覗きがないことを確認したマチルダが、そよ風に目を細める。

　給仕が手早く白いクロスをかけ、次の給仕が中央に薔薇の花瓶を置いた。椅子を引かれてテーブルにつくと、瞬く間もなく、別の給仕がフルートグラスをテーブルに出して、緑色のボトルのエチケットラベルをルゥエリンに向ける。

「皇女様のお生まれ年のグルタル産です」

　グルタル地方は、世界で有数の発泡ワイン名産地だ。ルゥエリンの生まれ年は豊作で、銘品ができているが買いつくされて、いまや希少とされている。

「わたくしの？」

　なぜセオドアがそんな逸品を持っているのか？　驚きの目で彼を見ると、わずかに頬を染めて給仕に栓を抜くように命じる。

　ポンと軽やかな音を立てたあとに、黄金色の発泡酒が注がれた。

「ワインのオークションで、偶然競り落としたのです。ルゥエリン殿下と味わう機会に恵まれて光栄です」

　軽くグラスを合わせてから喉に落とすと、冷えたワインは円熟の香りを発していて、なんともいえずにおいしい。

「初めていただきました。おいしいですわ」

　セオドアがにっこりと笑った。傘で陰を作っているものの、太陽の下で見る彼の姿は、完璧といっていい美しさだ。

「食事を始めましょう」

　セオドアの声で、オードブルが運ばれる。手でつまめるひと口大の生ハムとドライフルーツ、小さなガラスカップに詰められた何色もの層をなしたテリーヌ、ダイナミックに盛られた貝。どれもルルディ帝国では見られない自由な発想と味付けで、ひとつひとつにルゥエリンは歓声をあげる。

「とてもおいしいわ。飛行船でのお料理もおいしかったけれど、なにもかも斬新よ」

「それはよかった。ルゥエリン殿下は、美食家でいらっしゃるのでメニューに苦戦した甲斐があります」

「ボイドさん自らメニューを？」

　驚いたのはルゥエリンだけでなく、マチルダも目を丸くしている。

「多少は料理もできます」

　余裕の笑みを見ると、料理の腕もかなり自信があるのだろう。

「なんでもおできになるのね」

　ルゥエリンの賛辞に、セオドアは優雅な会釈を返した。

　昼食はきわめて美味で、セオドアの話はおもしろく、どんな話題を振っても想像以上に会話が膨らむ。

　――やはり、ボイドさん以外にお願いできる方はいないわ。

　ルゥエリンは、とうとう相談事を切り出した。

「飛行船の中で、邸宅美術館の話を少ししましたが……母の所有していたマイヤー屋敷を、昨年末にわたくしがもらい受けたのです」

　外国から嫁いできた母に、父が初めてプレゼントしたのがマイヤー丘に建つ中規模の屋敷だった。隣国の王女だった母は、その家で故国の来賓を迎え、趣味の美術品を少しずつ増やしていった。文化の違うルルディ帝国での生活に疲れた母は、マイヤー屋敷に閉じこもることが多く、病の発見が遅れてこの世を去った。遺言状にルゥエリンへ家を譲ると書かれていたのだ。ぼかして説明したのに、セオドアは眉間にしわを寄せ、哀悼の気持ちを表情に浮かべた。

　とても誠実な印象を与えるその顔を見ながら、ルゥエリンは話を進めた。

「母の実家から渡ってきた絵画のコレクションが多数飾られています。マートやヘドラの晩年の作品もあるし、イスリードの若いころの油絵もあります」

「それは、ぜひ拝見したいですね」

　どれも美術館に貸し出しをしたことがない。マイヤー屋敷の邸宅を訪れた人だけが見ることのできる特別な品だった。

「わたくしは、マイヤー屋敷を邸宅美術館として開放してはどうかと考えているのです」

「大勢の人があなたの大切な家に入ってきます。それでいいのですか？」

　そう言われるとルゥエリンの気持ちもぐらつく、しかし、ボイド家のコレクションを見たことでルゥエリンには新たなアイデアが浮かんでいた。

「入場料をいただいて見てもらいます。わたくしが住む予定がないので、維持費が国庫から出せないかもしれないのです。かといって売ってしまいたくもないですし……」

「そうでしょうね」

　食後の紅茶を飲みながら、セオドアがうなずいた。

「できたら美術品をもう少し買い足して、先祖代々受け継ぐ宝石も展示したいと思います」

「ほう」

　セオドアの瞳が輝いた。美術品に宝石といえば彼の得意分野だ。

「数年がかりの計画になるでしょう。でも、こうやって、お知り合いになれたのもご縁だと思うのです。できたら、その美術館のアドバイザーをお願いできませんか？」

　ルゥエリンは真剣な面持ちで嘆願した。

　マイヤー屋敷の邸宅の手前には、大きな公園ほどの広さの芝生の庭が広がっており、夏には家族でピクニックをした。

『森の家』というのが、その屋敷の呼称で、繊細に造りこまれた邸宅は、いかにも豪奢な貴族の館という様相を呈している。ホールの天井は金箔貼り、壁布は黄色の緞子どんす織で、中庭からたっぷりと光が入ってくる。

　薄曇りの日が多いルルディ帝国にあってなお、燦然と光り輝く邸宅をルゥエリンの家族はみな愛していた。

「もちろん、私でよければ。ただ、ルゥエリン殿下の所有となると、ルルディ帝国の芸術家たちが力を貸したいと手を挙げているのではありませんか？」

「……芸術家には、とても気難しい方がいらっしゃいます」

　ルゥエリンはできるだけ言葉を選ぶようにした。セオドアだって一種の芸術家だ。

「わたくしが邸宅美術館の構想を公にしたら、まず相談しなければいけないのが、わが国の芸術をけん引する長老たちです」

「なるほど」

　そこまで話しただけで、セオドアは納得したようだった。

「彼らなら、現在設置されている絵の場所を変えて、美術館としての体裁を最重要視するのではと、ルゥエリン様は、それを懸念されているのですね？」

「そのとおりです」

　――この方は、わたくしが一年、ひとりで悶々と考えていたことを、いとも簡単に言い当ててくれた。

　ルゥエリンは、迷い道の行き止まりで道先案内人に出会ったような安堵を感じた。

「家を建て、絵画や彫刻を収集して飾っていたのはわたくしの祖父です。母は森の家を心から愛していて、母という人を思い起こすのにあの家は重要な役割りを果たしていると思うのです。だからでしょうか……父はここ数年寄り付かなくなってしまいました。あまりに幸せな記憶が残っているから辛いのでしょう」

　誰にも話していないことだ。それが、セオドアに対してはするすると口をついて出て来る。

「それで、美術館の運営を考えたのですね」

　なんともいえぬ優しい表情で、セオドアはルゥエリンを見た。

「これまでなんの商売もしたことのない、素人の発想ですが」

　失敗して負債を抱えることもあるだろう、話しながらもルゥエリンの指先がふるえ、大富豪のセオドアにとって、ささやか過ぎるアイデアを披露したことに頬が赤らんだ。

「非常に興味深いです。さきほど見ていただいた父のコレクションも、配置を変えることは強く禁じられています。同じように、すでにある邸宅と芸術品との調和を崩さぬように、新しい作品を取り入れる。そして収益もきちんとあげる」

「はい、わかっていただけてうれしいわ」

　ルゥエリンの目に涙が浮かんだ。マチルダが実の姉のような微笑みを向けてくれている。

「お引き受けします。喜んで」

　セオドアが背筋を伸ばし、胸に手を当ててルゥエリンの依頼を引き受けた。

















四　ルルディ帝国で












　帰国の飛行船内で、ルゥエリンはセオドアと打ち合わせを重ねていた。

「本当に一緒に戻っていただいてよかったのですか？」

　セオドアは飛行船事業を開拓するために、ルルディ帝国へと向かっている。

「もちろんです。私はすでにルルディ帝国との飛行船事業にかかわっているので……というのは名目で、邸宅美術館に興味があるのです」

　セオドアがウィンクしてみせた。ときおり見せる彼の愛嬌のある表情は、ルゥエリンをどきりとさせる。黙っていると彫刻のように冷たく見える顔とのギャップが魅力的で、頬が熱く火照ってしまう。

　慌てて視線を観覧室の窓に移した。

　飛行船は、ゆったりと海上を飛んでいる。青い海原に、巨大なクジラのような影が太陽に照らされて動いていく。

　二度目の飛行船は、初めての旅よりもずっと安心して空の旅を楽しむことができた。なんといっても信頼できるセオドアがいる。マチルダも早々に酔い止めの薬をのんだおかげで、飛行中ずっと元気だった。

　年齢が少しずつ違う三人だが、いつの間にかごく親しい友人のようになっている。

　ふたり部屋に戻ったルゥエリンとマチルダは、テーブルを挟んで就寝前のホットミルクを飲んでいた。部屋に戻っても話題はセオドアについて尽きることがない。

「ルルディ帝国でも、こうやって三人で過ごせたらどんなにいいかしら。やっぱり、お忙しいかしら？」

「まずはボイド様に伺ってみては？」

　マチルダに相談すると、彼女らしい率直な返事が返ってきた。グローリオ合同国で、自由時間を作ってくれて、その間完璧にルゥエリンを案内してくれたセオドアをマチルダはすっかり信頼している。

「私の勘では、ボイド様はルゥエリン様のお願いならなんでも聞き入れてくれるはずです」

　マチルダは自信満々で言い切った。

「そうね、明日お願いしてみるわ」

　とは言ったものの、その夜、ルゥエリンはなかなか寝付けなかった。

　翌日。

「ルルディ帝国にいらっしゃる間、皇宮に滞在していただけると、助かるのですが」

　海を眺める展望シートでセオドアとルゥエリン、そしてマチルダとともにお茶を飲みながら話の流れを見て、ルゥエリンは切り出した。

　――なんでも聞き入れてくれる……？

「ルルディ帝国での仕事のときに使うホテルがあります。一週間ほど仕事をしたら、本国に帰らなくてはいけないですし……」

　珍しくセオドアが言葉を濁した。

「たった一週間しかご滞在なさらないの？」

　おそらく数か月単位で滞在してくれると思い込んでいたのだ。

「ボイドさん。もしかしたらルゥエリン様が飛行船の旅を怖がらないようにと、ついてきてくださったのですか？」

　マチルダの質問にセオドアが頬を赤らめた。

　――そんなはずは……。

「お力になりたいと思っただけです」

　短い滞在にがっかりしてはいけない。彼はルゥエリンが怖がるだろうと仕事を調整してついてきてくれたのだ。

「それなら、なおさらわたくしのそばにいてください」

　反射的に出た言葉に、セオドアとマチルダは一瞬言葉を失い、そして笑い出した。

「ルゥエリン様は、めったにわがままを言わないプリンセスですよ。ボイドさん、お聞き入れください」

「わかりました、生真面目なプリンセス」

　困ったような苦笑いでセオドアは滞在を受け入れてくれた。
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　――本当にいいのだろうか？

　皇宮内にある賓客の部屋をあてがわれて、セオドアは落ち着かなかった。

　――まるで、どこかの皇太子でも迎えたような待遇だ。

　ボイド社のルルディ帝国支店から男性秘書を呼び、控えの間に滞在させた。皇宮内でも仕事をするためだ。彼とセオドアふたりのために皇室は二交代制で二人ずつのメイドを置いてくれた。たとえ深夜でも用事を聞いてくれるし、部屋の掃除だけでなく軽食も持ってきてくれるサービスぶりだ。

　ほとんどの食事は、ルゥエリンとともにしている。一度だけ兄のハービーも同席した。

　マスコミの情報どおり、陽気で人当りのいい人物だ。セオドアよりも二歳年上の二十四歳だが、とてもそうは見えない。砂糖菓子のように甘い顔立ちと金色の巻き毛は、有名画家が描いた天使を連想させる。

　ところがハービーは可愛い天使ではなかった。

　生まれたときから次期皇帝継承が決まっていただけあって、発言に重みがある。

　皇宮に着いてすぐに、ルゥエリンとともに作成した『森の家』の邸宅美術館化の企画書は皇室会議に提出され、ハービー皇太子の強い賛成によって承認を得たそうだ。

　企画書には協力者としてセオドア・ラッセル・ボイドの名があった。

　――もし、企画が通らなければ、私はお役目御免だったはずだ。

　早速セオドアは、新規で買い付ける絵を検討し始めた。絵が決まればルゥエリンと一緒に見に行くことになるし、購入の交渉は任せてもらいたいと思っている。

　――だが、プリンセスとはどこまで仲を深めてよいのだろうか？

　朝食の席でのネクタイを選びながら、セオドアは煩悶していた。

「マチルダが来たら、鶯宮殿の周辺を散歩しませんか？」

　食後の紅茶を飲みながら、ルゥエリンが提案した。

　宮殿に隣接する自宅からマチルダは毎日通ってきている。もとより皇帝の家族は宮殿ではなくこの鶯宮殿で暮らしていたのだが、現在、皇帝は歩行に不安があるため宮殿の執務室に自室を繋げている。つまり、兄のハービーとルゥエリンが国内で最も美しいと言われている小宮殿を使って生活しているのだ。

「ぜひ、ご一緒させてください。室内も素晴らしいが、この宮殿はすみずみまで美しくて、目の保養です」

「うれしいわ」

　心からうれしそうにそう言ってもらえるとセオドアの胸の奥から、ふわふわと抑えられない感情が浮き上がってくる。

　――夢のようだ。

　ルゥエリン皇女とひとつ屋根の下で暮らしているなど、身に余る喜びなのに、時間を見つけては食事や散歩に誘ってくれる。

「おはようございます、ルゥエリン様。ボイド様、ごきげんよう」

　マチルダが、流行のスーツ姿でやってきた。

　今日は、宮殿内での取材と手紙を書く日なので外出がないとルゥエリンから聞いている。ルゥエリンは柔らかなブラウスにタイトなロングスカートを穿いていて、初夏の華やかさを身体じゅうから醸し出している。

「執務の前に鶯宮殿の周りをご案内しましょう」

　ルゥエリンの提案に、マチルダが日傘を持ってきた。

「鶯宮殿は、目の前に湖があるのが特徴です。湖面に反射する白亜の宮殿は、四代前の皇帝が建立されました」

　観光ガイドのようにマチルダが宮殿について説明する。

「端から端の長さが、ちょうど飛行船カムエル号と同じぐらいなのですって」

　くったくなくルゥエリンが指をさす。

「あの巨大船を思い出しますね」

　たしかに、このぐらいの大きさはあった。

　――私とルゥエリン様を引き合わせてくれた船だ。

　建築様式の話から、皇帝家族の昔話、皇室ファンのセオドアにとっていくらでも聞きたい話に花が咲く。

　――まぶしいな。

　セオドアは、初めてルゥエリンと対面したときから季節が流れていることに気づいて、心臓がくすぐられるような気分になった。






　＊＊＊






　一年後。

　飛行船で何度も二国間を行き来するセオドアのおかげで、邸宅美術館の計画は着実に進んでいた。いつしか、セオドアはルゥエリンを殿下などではなく、名前で呼ぶようになっていた。そう呼んで欲しいとルゥエリンに乞われたこともあるが、ルゥエリン様と呼ぶのが当然という雰囲気がお互いの間にできあがっていたのだ。

「いずれ宝石も購入するつもりだったのですが、いざ手に入ると興奮します」

　ルゥエリンが目を輝かせて『森の精』と呼ばれるネックレスとイヤリングのセットを眺めている。

「オークションに参加されるなんて、ルゥエリン様らしいですね」

　うっとりと宝石を見ながら、マチルダが満足げな声をあげた。

　美術オークションに絵を見に行った日に、偶然出た目玉商品だ。とてもアンティークなデザインだったので、その価値に見合わない安価でオークションはスタートした。

　セオドアは小声でルゥエリンに指示を出し、実に的確なタイミングでそのエメラルドの装飾具を競り落としたのだった。

「最終的にルゥエリン様の手に渡ったことに気づいたバイヤーは、かなり悔しがっていましたね」

　セオドアは、できたら自分の財布からプレゼントをしたかった。そんな提案をする間もなく。ルゥエリンは、自分にあてがわれた予算から『森の精』を購入してしまったのだ。

　――意外にも大胆なところがあるのだな。

「森の家に森の精の宝石があるなんて、ぴったりだと思ったの。でも、どこに飾ればいいかしら？」

「目玉の展示品になりそうですから、展示場所はよく考えないといけませんね」

　楽しそうに話すマチルダとルゥエリンは、はっと目を合わせ、そしてセオドアに視線を向けた。ふたりの女性に見つめられてセオドアがおののく。

「何ですか？」

「まだ、セオドアさんを肝心の森の家にご案内していませんね」

　いつしかルゥエリンはボイドさんと堅苦しく呼ぶのをやめて、セオドアと名前で呼んでくれるようになった。

「もっと早くご案内するべきだったわ」

　ごめんなさいと恐縮するルゥエリンにセオドアは、いいえと両手を振った。

　ルルディ帝国にやって来るセオドアは、いくつも自分の仕事をこなしつつ、美術館の準備を手伝っている。往復に時間のかかる実際の邸宅見学は、なかなか実現しなかった。

「まぁ、そうですが、拝見するのがもったいなくて後にとっていました。でも、早めに拝見するべきですね。これから行くと遅くなってしまうでしょうか？」

　時計を見ると、午後二時を回ったところで今日は珍しく晴天に恵まれている。

「森の家までは車で一時間もかかりません。できたらこのまま……」

　ルゥエリンが控えめに提案した。

「ええ、行きましょう」

　ためらうことはない。

　セオドアの運転、助手席にマチルダ、後部座席にはルゥエリン、後続にルルディ帝国の警衛隊とセオドアのボディガードという行列ができあがった。

　街の中心部を抜けて、郊外へと出ると牛、羊、馬など、放牧のされたのどかな景色となる。さらに走ると森の小路を抜けて丘に登る一本道に出る。

「素敵なドライブだ」

　セオドアは窓を開けて初夏の風を楽しんだ。

　初めてその家を訪れるときには、ゆっくりとひとつずつの部屋を見たいとセオドアは希望していた。

「飛行船の中で、森の家の話をしているとき。いつかセオドアさんと訪れるときが来る。でも、そんな夢みたいなことってあるのかしら？　って考えていました」

　窓からの風に吹かれながらルゥエリンの口から少女のような言葉がこぼれた。

　いつか、セオドアではなく愛称であるセディと呼んでくれないものか？

「楽しみにしていただけた……ということですか？」

　セオドアは、にやつかないように必死で表情を整えた。風に乱れる前髪を片手で直しながら、ルゥエリンの頬が、かぁっと赤く染まっている様子を横目で見る。

「はい、グローリオ合同国での美術館とあなたの家が、とても楽しかったので」

　ほてる頬を、風に当てるようにルゥエリンは外を見ている。

「あれから一年以上が経ったのですね」

　――かわいらしいな。

　前方の丘を見上げると、赤い屋根の瀟洒な屋敷が優雅に佇んでいる。

「見えてきました」

　セオドアはアクセルを踏み、緩い斜面を登っていった。
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　玄関ホールを入ると、天井に金箔の貼られたエントランスが客人を迎える。

「金の延べ棒の中をくりぬいたような部屋ですね」

　ゆっくりと室内を見回すセオドアに、ルゥエリンは少なからず緊張した。この黄金の部屋は母方の祖父が集めた東方の絵画が飾られていて、エキゾチックなしつらえになっている。

　――好き嫌いが分かれる装飾を、どう思われるかしら？

　美的センスが圧倒的に秀でているセオドアは、美術品や装飾品にお世辞を言わない。ルゥエリンの鼓動が速くなる。

「素晴らしいです。ルルディ帝国の美術館や絵画は落ち着いたおもむきのものが多い。古典的で品がいいですが、この金色の部屋は前衛的にもかかわらず品格が備わっている。入って来た客人をわくわくさせるつかみがありますね」

　セオドアの目がきらきらと輝いている。

「よかった。安心しました」

　では次の部屋へ、と案内されてセオドアがルゥエリンのあとにつづく。屋敷の中に入ってからは、マチルダはふたりの邪魔をしないように、遠巻きに気配を消している。

　応接室、ダイニングルーム、ゲームルームと見て回り家族のリビングルームを案内されたセオドアが、はたと足を止めた。

「ここで撮影された写真を見たことがあります」

　暖炉の前のソファで、両親と兄、そして家族で飼っていた犬のポールと撮った写真のことだ。クリスマスの写真としてルルディ帝国の各新聞に掲載された。

「写真を撮ったあとに映画館で上映するフィルム撮影があって、外に出たことを覚えています」

「その映像も観ました。モノクロで、襟にファーのついたコートを着ていらっしゃいましたね」

「懐かしいわ。水色のコートだったのです。とても気に入っていましたが、年が明けて母が亡くなったので、それきり着ていません。一年後には背が伸びて着られなくなってしまいました」

　肩から頭のあたりにぐんと手を持ち上げて、伸びた背を表現するルゥエリンは、湿っぽさを感じさせない。

「あぁ、あのコートは水色だったのですね。あの映像が私とあなたの初めての出会いでした。もちろん、私の一方的な……」

「一方的な？」

　黙ってしまったセオドアに聞き返してから、ルゥエリンは急に気まずくなった。

　――一方的な……片思いって普通はつづくわ。

「一方的な認識でした。白いコートだと思っていました。世界中にいる皇女のファンの一人になったのが、あのときです」

　――ファン？

　なぜ、こんなにがっかりしてしまうのだろう？

　片思いをしてくれていたと言われても困ってしまうのに。

　ルゥエリンは気持ちを切り替えた。明るくふるまうのは大の得意だ。

「うれしいわ。皇宮に帰ったら、おいしいワインをご馳走します。さぁ、二階も見て回りましょう。ネックレスを置くなら貴婦人の部屋がいいと思っています」

　大きく曲がる階段を案内しながら、快活に言うルゥエリンに、セオドアは非の打ちどころのない美しい笑顔を向けた。

「邸宅のつづきもワインも楽しみです」
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「今日は、本当にありがとうございました。おかげで邸宅美術館がいかに運営されるべきかよくわかったわ」

　宮殿の庭にはガラス張りの植物園があり、色鮮やかな夏の花に囲まれて夕食の席が用意されていた。

「かかわるほどに、素晴らしい美術館ができる予感がして胸が高鳴ります」

　皇女の招待とあって、セオドアは正装のディナーコートを着て晩餐に臨んだ。庭に案内されたときには、これでいいのかと不安を感じたものの、花で飾られたテーブルと金色の髪を結い上げ、薄い生地のドレスをまとったルゥエリンを見ると額に汗がにじむほどに緊張してしまう。さらには、いつも同席しているマチルダが、なにに遠慮しているのか、侍女用の部屋に下がってしまったという。

　テーブルを挟んでふたりきりの夕食など、皇宮の使用人はどう思っているだろうか？

「飛行船で勧めてくださったブランデー、とても美味しくて、最近は好んで飲むようになりました。今日は当たり年のワインがありますので、まずは召し上がって。食後にブランデーもいただきましょう」

　もてなしに慣れた女主人としてのふるまいが、ルゥエリンには身についている。この若さにしては驚くほど優雅で、そつがない。

「綺麗なオードブルだ、腕のいい料理人がいるのですね。ご招待をありがとうございます」

　乾杯のグラスを持ち上げて、セオドアが感謝の言葉を述べた。

　かけられたレコードは、曲の継ぎ目がわからないほど自然に室内楽を流しつづけ、ワイングラスを満たす給仕も、空気さえ震わさないのではないかと思う静かな動きをする。

「私は商人なので、お尋ねしてもよろしいでしょうか？　素朴な疑問です」

　いとも優雅にカトラリーを使いながら、セオドアが問いかけた。

「もちろんです」

　少し驚いたようにルゥエリンが返す。

「皇室では、もてなしの極意をどのように学ばれたのですか？」

　ルゥエリンの背後にいる給仕の顔が、得意げに緩んだ。無表情を作っていた彼らだが、内心は自国の皇女が自慢でたまらないのだろう。

「十歳のときに母を亡くしました。それからは、この宮殿の女主人はわたくしになったのです。もちろん小さな女の子に、やり遂げられる仕事ではありませんでした。母の侍女長であったアミナ公爵夫人の教えと、母に皇后教育を施した教授陣が、日替わりでレッスンをしにいらっしゃいました。九年がかりで学んできましたが充分なのかはわかりません」

「たった十歳の女の子には、厳しい教育でしたね」

　もし、セオドアに娘がいたら、いくら将来のためとはいえ母亡きあとに皇后教育を詰め込むだろうかと考える。娘可愛さのあまり躊躇してしまいそうだ。だが、ルゥエリンはやり遂げたのだ。

「その成果がいまのルゥエリン様なのでしたら、私は絶賛せずにはいられません」

　ルゥエリンがワインをひと口飲んだ。

「ありがとうございます。公務やおもてなしは嫌いではありません。それでも新聞や映像を見ると、あまりにも素晴らしい皇女だともてはやされ過ぎていて……これは本当にわたくしなのかしら？　と思うことがあります」

　ルゥエリンの緑色の瞳とセオドアの金色の瞳が、真正面から向き合ってまなざしが絡み合う。

「少なくとも私が知るルゥエリン様は、太陽のように輝く存在です」

　しばらく見つめ合ったあとにルゥエリンが口を開いた。

「わたくしにも、あなたの子ども時代を教えてくださる？」

　セオドアは一瞬ひるんだ。

　帝国の皇女の前で、する話だろうか？

　給仕がワインを継ぎ足した。これで二本目のワインだ。ルゥエリンもセオドアもかなり飲んでいる。酒の席なのだ。なにを話しても不敬には当たらないだろう。

「ご存じかもしれませんが、私の母は女優で、いまも現役で映画に出ています」

　ありがたいことにセオドアの母、ジュリア・ラッセルの当たり役は古典映画の女王だった。そのために品のよい気高い女性のイメージが強い。

「ええ、わたくしもマチルダもお母様の大ファンです。素敵な方だわ」

「光栄です。残念ながら私が五歳のころに離婚しているので、たまにしか会っていませんが会いに行くととても喜んでくれます。毎回、母のマネージャーに俳優にならないかと誘われるのが面倒ですが」

「あなたなら、引く手あまたね」

　セオドアの父は、美しい子どもが欲しかった。父は宝石商として、息子の整った容姿が役に立つことを皮膚感覚でとらえていたのだ。

「宝石商向けのこの顔のために、父は母と結婚したようなものなので、俳優にはさせてくれないでしょう」

「まぁ」

　いらぬことを言ってしまったかと、セオドアは一瞬後悔した。しかし、ルゥエリンは何度かまたたきをしたあとに、柔らかく笑った。

「宝石商は三代目で成功か否かが決まると、以前伺いました。セオドアさんは外見も中身も完璧だわ。そのために、窮屈な子どもでいなくてはならなかったのは、わたくしも想像できます」

　セオドアの胸にさざ波が起こった。その波が胸に迫りくる瞬間、心の奥底が温かな感情で満ち溢れ、目頭が熱くなる。

「あなたなら、わかってくださると思っていました」

　セオドアよりもはるかに特殊な幼少期を過ごしたはずのルゥエリン。

　お互いを見るまなざしに、共感といたわりが放たれる。

「贅沢な言い方かもしれないけれど、普通の温かい家庭がわたくしの憧れなの」

「両親の仲がよくて、子どもの個性を優先し、将来を縛らない？」

「ええ、そうだわ。家庭には誠実でいたいとわたくしは思っているの。難しいでしょうけれど」

　すでにデザートも片付けられて、ふたりはテラス席に移動した。

「ブランデーを飲むと飛行船の観覧席を思い出します」

　ルゥエリンは、グラスを透かして高く昇る月を見た。

「ルゥエリン様の温かな家庭を願って」

　セオドアはグラスを掲げた。いまはこんなに近くにいて、気やすく言葉を交わしているが、数年先にはルゥエリンは手の届かない人になるだろう。

　――そのとき私は？

　孤独な旅路を歩んでいるだろう。

　セオドアはそう思った。遠くから憧れの気持ちを抱いていたころとは違う。もうルゥエリンという光を間近で知ってしまったのだから。
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　セオドアからルゥエリンへ、二十二歳の誕生日プレゼントは、飛行船カムエル号の往復チケットだった。

「もちろんマチルダさんのチケットも用意してあります」

　美しいバースデーカードとともに、ふたり分のチケットを渡されて、ルゥエリンの表情に動揺が走ったのかもしれない。

「無理強いはしていませんし、搭乗便の指定もしていないので、どうぞ負担に思わないでください」

　困ったような微笑みを浮かべて、セオドアが言い訳をする。

「いえ、負担だなんて。いつでも飛んでいけるのですね。そんな自由がわたくしにあるなんて。なんだか胸がうずうずとするような……」

「それはいい。高所恐怖症など克服して、空を飛んでいただきたいと思います」

　鶯宮殿内のサンルームで、食後の紅茶を飲むセオドアは、青年実業家として乗りに乗っている。初めて出会ってから四年近い歳月が流れて彼ももう二十六歳だ。

　今朝は、彼の本業の前に、新しい企画について詰めようと朝食をともにしていた。

「邸宅美術館の名前を、『ルゥエリン森の美術館』とするのはどうでしょう？　そのほかにも企画をまとめてあります」

　ルゥエリンは差し出された企画書を確認した。

　頻繁に鶯宮殿に滞在する宝石商セオドア・ラッセル・ボイドは、宮殿内で働く人々にとってルゥエリン皇女のビジネス・パートナーのひとりと認知されている。

「親しみやすい名前ですね」

「そうでしょう？　私も思いついたときに、これだ！　と思いました」

「いつか……そう、飛行船で初めてお食事をしたとき、美術館経営の極意は、本人が美術品そのものになることだと話していらっしゃいましたね」

「そうです。年とともに美術館とルゥエリン様のイメージが重なります」

　人気の高いルゥエリンの名を冠することによって、集客効果が認められるとセオドアは言う。

　――セオドアさんって、湧きあがる泉のようにアイデアを出してくるわ。

「たしかに、新聞ではわたくしと美術館の写真が並んで掲載されていますしね」

「宝石と同じで、ブランド力が大切です。目玉の展示品を『森の精』として、カップルで見ると結ばれるという伝説を作りましょう」

「伝説をでっちあげるの？」

　不安げなルゥエリンにセオドアが魅力的な笑顔を見せた。

「ふたりで宝石を見にくるお客様です。それも交通手段は車という立地ですよ。すでにそこそこ深い関係に違いありません。さらに伝説には例外もつきものです」

「あなたって人は！」

　それでも、実際に見に来てくれたカップルがうまくいかなかったら、申し訳ない。

「ルゥエリン様の名がついた美術館なのですから、ロマンティックな要素は必要不可欠です」

　さも当然と言い放つセオドアに、ルゥエリンはうなずいた。

「世の人が森の邸宅と美術品を忘れてしまって、朽ち果ててしまうことがなによりも心配なの。収益が出て、つねに美しく修繕がされ、今後、何百年もあの丘にありつづけて欲しい。それがわたくしの願いです」

　切実な願いだ。

　贅沢な邸宅は維持していくにも膨大な費用がかかる。ビジネスとして成り立ってくれないと、このままルゥエリンの所有にはできないだろう。

「わかっています」

　セオドアが、まっすぐな瞳をルゥエリンに向けた。

　その完璧な顔は、左右がぴったりと対象で、吊り上がった眉の下に切れ長の魅力的な瞳が配置されている。すっと高い鼻梁、微笑みをたたえた寛容そうな口元。

　――綺麗なお顔。

　だが、すでにルゥエリンは知っている。

　美しい顔立ちとエレガントな立ち居振る舞いは、彼の持つ武器のひとつでしかない。

　彼の中には有能な商人としての本能と、野心が炎をあげている。

「頼もしいパートナーだわ。紅茶のおかわりはいかが？」

「いただきます。午後には、森の美術館へ行きましょう」

「今日は『森の精』が設置される日ですものね」

　注がれた紅茶をゆったりと飲みながらも、セオドアの視線がルゥエリンに向けられている。

「私たちも、ふたりで宝石を見ることになりますよ」

「……」

　ウイットの利いたジョークとして受け止めようとして、ふとルゥエリンは言葉をのみこんだ。

　――伝説を作ってもいいのかもしれない。

　そう、セオドアとなら。
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「今日しか都合がつけられなくて、慌ただしくて申し訳ない」

　ハービー皇太子は、淡いグレーのスーツで登場したのに、セオドアの目には純白のタキシードのように見えた。輝く金髪と甘い顔立ちは、彼の全身を輝かせていた。セオドアよりも二歳年上なので、今年二十八歳のはずだが美少年と形容していいほどの童顔だ。

　ルゥエリンと親しくしていることで、何度か会う機会はあったが、とにかく皇太子は忙しかった。

　体調の悪い皇帝に代わって、ほぼすべての公務を執り行い、その天使のような容貌に反して個人的な事業も切れ味よく成功へと導いている。

　すっと差し伸べられた手を握り返すと、思いがけず強く握ってくる。にこっと向けられた笑顔が人懐っこい。

　――ルゥエリン様と似ている。どこがだろう？　輝きか？

　セオドアは目を瞬かせた。

「帝国の沈まぬ太陽にご挨拶申し上げます、殿下」

　いざルゥエリンとともに出発しようとしたときに、皇太子つきの秘書から待機を頼まれた。すぐにハービーはやって来たのだが、驚いたことにかたわらにはルゥエリンの侍女であるマチルダがいる。

「マチルダがお休みを貰ったと聞いたから、ドライブに誘ったんだ。でも、急に決めたから行く先に困ってね。森の家に行くなら僕らとボディガードを一緒に連れていってくれよ」

「ボイドさんはお忙しいから、邪魔しないようにって申し上げたのですが」

　くったくのないハービーに、マチルダはたしなめるような口調だ。皇女の侍女と皇太子というだけの仲には見えない。

「お兄様、お休みの日まで連れまわしたら、マチルダがちっとも休めないわ」

　ルゥエリンも兄には手厳しい。

　――なるほど、ハービー皇太子とマチルダ嬢はお付き合い中というわけだ。

　ルゥエリンからマチルダは伯爵家の娘だと聞いていた。飛行船の旅では、何度か食事や暇つぶしのカードゲームにも興じて、育ちのいい女性だということはわかっている。

　――実にお似合いのふたりだ。

「光栄です。ご一緒させてください」

　セオドアの快諾にハービーは、さも嬉しそうにマチルダの肩を抱いた。

「よかった、森の家は本当に久しぶりだ。マチルダがマナースクールに入学してからは、一緒に行ったことないよね？」

「ええ、さすがに大人になってから皇室のみなさまとはご一緒できませんもの。でも、子どものころはピクニックにも行きましたね」

　懐かしそうにマチルダがハービーを見上げる。

　その話はルゥエリンからも聞いていたが、マチルダも幼馴染みとして懐かしい行事の一員だったとは知らなかった。

　そうなるとセオドアが部外者なのだが、ハービーは雰囲気を盛り上げるのがうまい。後続の車にはボディガードが乗り込み、ルゥエリン、ハービー、マチルダ、そしてセオドアを乗せた車は快適な走行を見せていた。

　帝国の皇室専用車は、応接間のリビングさながら向かい合ったシートが設置されていて、飲み物の入ったクーラーボックスと美しいグラスがキャビネットに収納されている。

「飲みながら、邸宅美術館のオープニング式典について教えてくれ。僕もぜひ参列したい」

　自らポンッと景気よくコルクを開けて、ハービーは全員のグラスにスパークリングワインを注ぐ。

「帝国中で人気の高いハービー皇太子がお出ましくださったら、宣伝効果抜群です」

　フルートグラスを掲げたセオドアに、ハービーもグラスを近づけた。

「世界で一番の商人で、才気煥発で美男子。僕も応援せずにはいられないよ」

　――いや、あなたに言われても。

　光り輝く皇太子の笑顔に目を細めながら、セオドアは泡立つグラスを合わせた。

















五　皇帝の反対












　――お父様から話って、やっぱり新聞のことよね。

　宮殿の東側にまとまっている父の居住区にルゥエリンは向かっていた。

　リーヴァイ皇帝はせっかちで有名だ。待たせるわけにはいかない。

　呼ばれたのは私室ではなくて、執務室の前にある応接室だ。手短に話を済ませるつもりなのだろう。

　――あんな写真が新聞に載るなんて。

　絵画を買いそろえ終えて、美術館に赴くことが多くなった。そのワンシーンを写真に撮られたのだ。マチルダも一緒にいたのだが、写真はうまくトリミングされて、まるでふたりきりのドライブのように見える。

　部屋を出る前にマチルダが整えてくれた金髪は、真珠のヘアアクセサリーと一緒にアップにし、首元に繊細なレースのついたワンピースは母の代から贔屓にしているデザイナーの作品だ。父と宮殿内で会うときには正装に準じた服装を選ぶ。

「参りました」

　ルゥエリンの声掛けに深々と頭を下げた秘書官が、取次に執務室に入っていった。

　応接室のテーブルの上には、帝国内で発行されているすべてかと思う新聞が綺麗に並べられている。

「ルゥエリン」

　父であるリーヴァイ皇帝の登場に、ルゥエリンは彼の前に足早に寄って、膝を沈める優雅なお辞儀をした。病を患ってからというもの父はひきこもり、常に書類に向かっている。

「おはようございます。お父様、おみ足の調子はいかが？」

　今朝も杖をついて歩いている父に向かい、ルゥエリンは眉をひそめた。

　――年々、お悪くなるようだわ……。

「よくないな、腰から足が痺れて不快だ、まずは座ろう」

「ええ、わたくしの腕につかまってください」

　以前の父なら、娘の腕につかまろうとはしなかった。けれど、腰掛けるだけで痛みがあるらしく、素直にルゥエリンの腕を借りてゆっくりと座る。

「やれやれ、まさか足の痛みで公務を長く休むことになるとは」

　ふうっと息をつくと、侍従が腰にクッションを当て、秘書官が紅茶を運んでくる。

「ルゥエリンとふたりで話がしたい。みな下がりなさい」

「かしこまりました、陛下」

　一様に頭を下げて、部屋に待機していた使用人が出ていく。置かれた紅茶に父が手をつけたのを確認してからルゥエリンもひと口飲んだ。どんな場面であっても父を優先させなければならない。彼は一家の父親であると同時にルルディ帝国で最も敬うべき皇帝なのだ。

「タブロイド新聞で、おもしろおかしく書かれているのは客人のボイド氏だな？」

「ええ、お父様。こんなふうに書かれて申し訳ありません。わかってくださるとは思いますが、マチルダも同席していました」

　ふむ……と、リーヴァイは口をへの字に曲げた。納得がいかないときに、彼はこんな表情をする。

「記事には美男美女であり気心も知れ、実に睦まじい雰囲気だと書かれているが？」

「わたくしたちはビジネス・パートナーよ。ここまでの邸宅美術館の運営準備は、彼の手助けなしではできませんでした」

　ルゥエリンをエスコートしたセオドアが、ドアを開ける写真がタブロイド紙にはスクープとして掲載されていた。宮殿発の新聞や経済紙には載っていないところを見ると、裏は取れていないが、いかにも民衆が喜びそうな題材だと考えたのだろう。

「外国の賓客を迎えることは、珍しくもない。カリビアの先代王夫妻など、もう半年も滞在している。ボイド氏だって手続きを踏んで宮殿にとどまっているわけだし、手土産として国宝級のダイヤモンドを献上してくれた」

　ルゥエリンは父の目をじっと見た。緑色の……ルゥエリンとそっくりの目の色をしている。

「だがな、時期が悪い」

　父はルゥエリンを手招きして隣に座らせた。

「私が皇帝としての公務を休まざるを得なくなって、ハービーとお前の助けが必要だと再認識した。民衆はお前たち兄妹を心から愛し、存在を誇りに思い、行啓を待っている」

　ルゥエリンの手を父の手が強く握った。

「外国の実業家と親密だという風聞は、帝国民をがっかりさせる。われらがルゥエリンは、ルルディ帝国の人であり美術館もわが帝国民のためでこそ喜んでくれるはずだ」

　ルゥエリンの目が涙に潤んだ。

「だから……どうしろとおっしゃるの？」

「ボイド氏を宮殿に立ち入らせないこと。外で会うことも控えるのだ」

「そんな！　あまりに失礼だわ。わたくしがお願いして手伝っていただいているのよ。ご滞在もわたくしが提案しました」

　リーヴァイ皇帝の手が、ルゥエリンの肩に乗せられた。

「私からの退去命令では角が立つだろう。この件はハービーに任せる。きっとうまく説明してくれるだろう」

「……お兄様に？」

　ルゥエリンは首を振った。

　たしかにハービーは気まずい交渉ごとをうまく進める才がある。とはいえ、親友ともいえるセオドアへ退去を言い渡すなど、気分が悪いに違いない。

「わたくしのお客様ですから、わたくしが事情を申し上げます。どうぞおまかせください」

　この件を兄にまかせるのは嫌だった。ハービーとセオドアの仲をぎくしゃくさせたくない。

「写真を見るに、ボイド氏は美男子だ。実際はどうなのだ？　記事に書かれていることに少しでも真実はあるのか？」

　新聞記事には、セオドアとルゥエリンは、ひとときも離れがたい関係だと書かれている。

「ボイドさんは、とても素敵な人よ。話をしていて共感するところも多いわ。でも、結婚の約束なんてしていないし、わたくしは美術館の準備をしながらも公務をつづけています。ボイドさんだって、新規事業を同時進行でなさっているのよ。お互いに忙しいから宮殿内にいていただいているだけ」

　父の目を見て、まっすぐに話すルゥエリンに、リーヴァイ皇帝はルゥエリンの手をふたたび握った。

「お前には、大公家の血筋の男子と結婚して欲しいと思っている」

「……」

　大公家の血筋で独身の青年といえば、三人……もしくはふたり？　選択肢が限りなく少ない相手をリーヴァイは提案している。

「皇帝命令で結婚させられたら、ご子息がご迷惑だわ」

　戸惑うルゥエリンの言葉に、リーヴァイが皮肉っぽく口角をあげた。

「世界中の人に愛されるルゥエリン皇女との結婚を迷惑がるなどと、そんな男がいたらそれこそ笑いものだ」

「よく考えさせて。お父様、執務のお時間でしょう？　失礼するわ」

　時計を見上げてルゥエリンが言うと、リーヴァイが立ち上がろうとしてルゥエリンが手を貸す。

「この調子では公務復帰は難しい。早めに決断してくれ」

　念押しをされて、小さく微笑むとルゥエリンは応接室を出た。

　――どうしよう。

　セオドアに宮殿から出てもらう話をしなくてはいけない。……そして、大公家の青年貴族との結婚……。絨毯の敷かれた廊下を歩きながら、目に留まるのは歴代の皇帝の肖像画とその隆盛をささえる大公家の絵だ。

　――オーリル家のタンビリンさんは意地悪が顔に出ているわ。

　二歳年上の大公家令息は、子どものころからすべての人を見下した表情をしていた。ルゥエリンやハービーの前では、けっして出さないその顔が下級貴族の前ではあからさまなのが、ルゥエリンには許容できない。

　――ドゥワング家のライナスさん？　こうやって、絵を見ても印象がボンヤリしている……。

　八歳年上のライナスは、何度も顔を合わせているはずなのに、あとで思い出そうとしても彼の顔は浮かんでこない。人の顔を覚えるのが得意なルゥエリンにとって、あそこまで印象が薄いと、それが彼の個性なのかもしれないと思う。さらに彼の母親はリーヴァイ皇帝の姉であり、近い親戚でもある。

　もう一人は現在留学中のヨセリン大公家のジョンだが、マチルダの情報によると留学先の王女と間もなく婚約予定らしい。三つの大公家の男性の中では、ルゥエリンの結婚相手として、これまでに一番名前があがっていたが、彼は選択肢から外すべきだ。

　ルゥエリンは暗い沼の中に突き落とされた気持ちに沈んだ。

　タンビリンかライナス、どちらとも結婚相手として気持ちがついていかない。

　ふと、セオドアの優しい笑顔が頭に浮かんだ。

　スーツを肩に合わせて着こなす立ち姿、夕刻に書類を書き込むセーター姿、晴れた暑い日、上着を腕にかけ、ネクタイを緩めた胸もと。

　どんな姿も映画のワンシーンのように絵になる。

　――だめよ！

　ルゥエリンは頭を振った。

　たしかにセオドアは見た目がずば抜けて美しく、人間的にも深みがあり、ときに可愛らしい面も見せてくれる。そう、とても魅力的な人だ。

　けれど、ルゥエリンは皇帝が望む人と帝国民が喜ぶ結婚をしなければならない。

　候補にあがる男性がちっとも好みではないからと、外国の美男子に興味を示すことなどあってはならないのだ。それは、幼いころからルゥエリンに教え込まれてきた使命という重い義務だ。
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「セオドアさん。とても残念ですが、しばらく距離を置いた方がいいようです」

　招待した昼食の席で、ルゥエリンは思い切って切り出した。

「新聞記事のことですか？　同じ車に乗り込んだというだけなのに」

　食後のコーヒーを飲みながら、セオドアが少し笑った。宮殿内とはいえ、サンルームでのランチだ。それでも麻素材の仕立てのよいスーツと光沢の美しいネクタイを締めた姿は、どこで食事をしていてもひけを取らない上品さをまとっている。

「父が気にしているの。でも、美術館開館の打ち合わせがまだ残っているし……今後のことをご相談したくて」

　ルゥエリンの発言にセオドアが気を悪くして帰国してしまっても、それは仕方がないと思った。もし、自分が外国の要人に手伝いを頼まれて、最終段階で遠ざけられたら、どんなに悔しいだろうか？

　セオドアは、もうひと口コーヒーを飲んで、しばらく考えたあとで口をひらいた。

「私の存在が、あなたの縁談のさまたげになるのでしょうか？」

　まっすぐな質問にルゥエリンは答えられずにいた。たしかに彼の考えたとおりだが、そうだとは言いたくなかった。

「ごめんなさい。お答えできないわ」

　それを聞いたセオドアの表情がこわばったように見えた。

「市街地にいつも泊まっているホテルがあります、今日の午後にでもそちらに移ります。美術館についてはオープンセレモニーの最終調整と、事前の宣伝についての打ち合わせが残っているので、手紙のやり取りをしましょう。大丈夫です、あともう少しです」

　ごちそうさま、と席を立つセオドアをルゥエリンは引き留めた。

「待ってください」

　思わず伸ばした手が、彼の袖をつかむ。

「怒っていらっしゃるでしょう？」

　すっと手を離すと、セオドアはルゥエリンに向き合った。

「怒る？　いいえ、私があなたに怒るなんてことは絶対にありません」

　柔らかな笑顔を向けられて、ルゥエリンの胸がきゅっと引き絞られた。

「もし、こんな目に遭わされたのがわたくしなら、怒っています。恩知らずだわ。本当にごめんなさい」

「恩を売りたくてやっているわけではありません。ルゥエリン様の役に立ちたいのです」

　虚しさに胸の奥が冷える。なぜ彼のそばにいてはいけないのだろうか？　怒りとも諦めともつかない感情の波にルゥエリンは息がしづらいと思った。

「あなたの存在が必要です。どうか、力を貸してください」

　目に涙がたまり、息があがる。

　――あぁ、だめ。泣いてしまう。

「もちろんです、なんでもいたします。ルゥエリン様、顔色が悪い。マチルダさんを呼びましょう、そろそろいらっしゃる時間だ」

　セオドアとミーティングを兼ねた朝食をとるようになって、マチルダは家族との朝食を終えてから宮殿にやって来るようになった。きっと気を利かせているのだ。

「はい……お願いします」

　椅子に座り直すと、セオドアが給仕に頼んでマチルダを呼んでくれた。

　――わたくしは、逃げてばかりだわ。

　うつむくルゥエリンの横で、セオドアが膝をついて顔を覗き込む。

「私たちは、いい関係です。あなたの誠意を踏みにじるような行動はしません」

「セオドアさん……」

　温かな毛布にくるまれたような気持ちがして、ルゥエリンはうなずいた。

「ルゥエリン様、どうなさいましたか？」

　マチルダがやってきて、ルゥエリンの前で膝をかがめて朝の挨拶をする。

「少し……気分が悪くて、お部屋に連れていってくれるかしら？」

「あら、大変。歩けますか？」

「それは大丈夫よ。セオドアさん、お見送りをさせてください。ご出発のときに声をかけてくださいね」

　ルゥエリンの言葉にマチルダが反応した。

「お見送りって……もしや、宮殿から出ていらっしゃるの？」

　マチルダの目がルゥエリンとセオドアを交互に見ている。

「定宿があるので、そちらに移るだけです。美術館は必ず成功させます」

　では、荷造りがあるのでと、セオドアは会釈をして自室へと向かった。

「新聞の件で、皇帝陛下に退去を命ぜられたのですか？」

　ルゥエリンの肩を抱いて歩きながら、マチルダが小さな声で聞いた。

「ええ、それから大公家の誰かと結婚するようにって」

「いやだ、どちらもルゥエリン様には似合いません」

　伯爵家の娘だけあって、マチルダは大公家の息子たちとも子どものころから顔見知りだ。

「お家柄はいいかもしれませんが、それだけです。皇帝陛下は見る目がないわ」

　いつも控えめなマチルダにしては、大胆な物言いにルゥエリンはクスリと笑った。

「わたくしもそう思うけれど……」

　ルゥエリンをそばに置きたいという父の考えはわかる。民衆の願いも同じだと言われてしまうと、ルゥエリンは振り切れない。

　その日の午後、セオドアは宮殿を離れ、ルゥエリンは鶯宮殿の玄関で職員の目を気にしながら、セオドアと型通りの別れを終えた。

















六　会えないふたり












「アートパネル？」

　セオドアからは、毎日のように手紙が届いている。

　今日届いた手紙は、ルルディ帝国で人気のポスター画家ルテラニドに森の美術館の宣伝用アートパネルを描いてもらえるように契約が取れたという内容だった。

　画家の名は最近ルゥエリンもよく耳にする。中でも劇場のポスターに女優を使ったパネルが評判になっている。

　セオドアはすでにルテラニドともアイデアを交わしている様子で、構図や文字の配されたスケッチも手紙に同封されていた。

「本当に有能な方、アートパネルって素敵だわ」

　丘の上に建つ森の家のスケッチを飾り文字で『ルゥエリン森の美術館』と囲っている。完成したら部屋に飾る一枚も、ぜひ手に入れたいと思える作品だ。

　返事を書こうとしたルゥエリンは、はたと手をとめた。

「お電話をかけてもいいかしら？」

　グローリオ合同国では、詰め込まれたスケジュールに辟易としてセオドアに電話で助けを求めた。

　これまでのやりとりならば、返事は手紙でいいはずだ。

　――でも、この感激を直接お伝えしたい。

　なによりセオドアの声が聞きたかった。

　ルゥエリンは思い切って受話器を持ち上げた。二度、呼び出し音が鳴る前に電話は取られた。

「あの、わたくし……」

「ルゥエリン様？」

　セオドアの声が弾んでいる。

　――う、嬉しそう？

「ごきげんよう、セオドアさん。お仕事中ですよね？」

「いつでも大歓迎です。手紙が着きましたか？」

　――どうしてだろう、胸が痛いぐらいに鳴っているわ。

　セオドアが宮殿を出てから十日、気がつくと彼のことばかりを考えていた。

　手紙では読み取れなかったセオドアの意気込みが受話器越しに感じられる。

　――お顔が見たい。

「ルゥエリン様？」

　言葉に詰まったルゥエリンを気遣って、セオドアの声が優しく耳に響く。

「あぁ、ごめんなさい。ええ、お手紙とスケッチも拝見しました。ルテラニド画伯との契約が取れるなんて、さすがセオドアさんだわ」

　一気にそう言うと、セオドアが笑った。耳に息がかかったような感触にルゥエリンは身をすくめる。

「そう言っていただけると、アトリエに通い詰めた甲斐があります」

「……そんなにご苦労をおかけしたのね」

「楽しかったですよ。芸術家のアトリエは刺激的でした」

　セオドアのような感性の鋭い人にとって、ルテラニドの絵は魅力的だろう。細かく描き込まれた画面に鮮やかな色彩、古典とモダンがうまく融合された画風だ。

「アトリエで思いついたことがあります。できたら会って相談したかったのですが、いま……いいですか？」

「はい、なんでも」

「ルゥエリン様をモデルにしたポスターを宣伝に使わせていただけたら、効果が絶大だと思うのです」

「わたくしが、モデルを!!」
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　結局、ルゥエリンはモデルを引き受けることにした。

　兄のハービーに相談すると、やればいいと背中を押してくれた。

「ルゥエリンが運営する美術館なのだから、自分が宣伝するのもいい。父上は紙幣に肖像画を刷らせているじゃないか？」

「それとこれとは違うわ」

「皇室会議の議案に出して僕が承認を取るよ。セオドアに負けないぐらいスピーディーに処理するから、まかせてくれ」

　森の美術館へのドライブ以来、ハービーとセオドアはすっかり打ち解けて、ビジネスやプライベートな話題でもよく語り合っていた。宮殿に滞在中、ルゥエリンが公務で不在の夜などはセオドアと夕食をともにしたと何度か聞いている。

「お兄様に期待するわ」

　半信半疑でルゥエリンはうなずき、翌週、会議が行われた。

　ルゥエリンは緊張で失神しそうな思いで出席した。

　――お兄様ったら、なんて巧みなんでしょう。

　会議の場でのハービーは素晴らしかった。

「お兄様ったら、いったいいつあんな話術を身につけたの？」

　会議室からプライベートルームへ移動すると、我慢できずにルゥエリンがたずねた。となりに頭の固い皇帝がいて、招かれた大公家の当主はいずれルゥエリンを嫁として迎えたいと狙っている。すべての出席者がルゥエリンを品行方正な皇女として、イメージを保ち続けたいと反対する中、ハービーは森の家を存続させるための費用から説明を始めた。そして、ルゥエリンが広告塔となることで得られる対価を、比較して説明したのだ。

「帝国の国庫を煩わせずに、ルゥエリン自ら国の宝になるであろう美術館を運営する。帝国民が美術に触れる機会が増えると同時にルゥエリンを通じて多くの人が美術に親しみを感じ、才能が見つかる。いずれ帝国から若き芸術家が生まれるでしょう。僕はルゥエリンを誇りに思います」

　まだ、起こってもいない奇跡なのにハービーが言うともっともらしく聞こえる。

「あのお父様でさえ感心してくださったわ。いまさらですけれど、わたくしまで森の美術館の運営を誇らしく思いました」

　キラキラと兄を見上げるルゥエリンの視線に、ハービーは照れくさそうに頭をかいた。

「セオドアのおかげなんだよなぁ」

「セオドアさんの？」

　兄はセオドアとふたりでいるときに、交渉術とプレゼンテーションについて教えてもらったのだという。

「あれだけ大きな会社を経営しているのだから、やっぱり実力者だと思うよ」

　ハービーの素直な賛辞にルゥエリンは胸がときめいた。セオドアの素晴らしい面はいくつも見ているけれど、兄だけでなく父までをも納得させたのだ。

　――本当に有能な方だわ。
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　セオドアの父であるボイド社二代目当主、ロバート・フォックス・ボイド氏が急逝したニュースが海を渡って報じられたのは、森の家までドライブをした日からわずか二か月後のことだった。

「ああ、マチルダ！　どうしましょう？」

　新聞をテーブルに取り落としたルゥエリンの緑色の瞳に、涙がじわりと浮かぶ。

「ロバート社長は、二か月前に自宅で倒れ、海外出張中の息子が帰国したころには会話もままならない状況に陥っていた……それでは、前回のルルディ帝国滞在中か、帰国の途中でお父上が倒れられたのですね」

　悲壮な表情でマチルダが新聞を拾い上げた。彼の父親が闘病中とは知らずに、ここ二か月の手紙のやりとりは頻繁で、数回の電話もしている。

　――いつも通りの優しいセオドアさんだったわ。

「わたくしの計画をお手伝いしていただいていたせいで、お父様との最後の語らいを逃してしまっていたなんて」

「たしかに結果はそうかも知れませんが、誰にも予知できることではありません。ルゥエリン様のせいではありません」

　ルゥエリンの肩をやさしく撫でながら、マチルダが励ます。

　マチルダの手のぬくもりがルゥエリンの心を温かくしてくれる。そのときルゥエリンははっと前を向いた。セオドアの手を握ることで、彼の心を慰められないだろうか？

「わたくし、行かなくては」

「どこに、でしょうか？」

「グローリオ合同国です。ほんのわずかでもセオドアさんをお慰めしたいわ」

「えっ！」

　ルゥエリンの肩に置かれたマチルダの手が止まった。

「お誕生日に貰ったという飛行船のチケットを使うおつもりですか？」

　恐る恐るマチルダが聞く。

「そうよ、マチルダも一緒に行ってくれるでしょう？」

「……それは、もちろんご一緒しますけれど、私的にという意味ですよね」

　公の訪問となると、皇帝である父の許可が必要だ。

「ええ、わたくしの友人のためです」

　それなら、父の代行で国務を遂行している兄の許可があればスケジュールを調整することができる。

「お兄様にお願いしてみます」
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「ルゥエリン様が本気を出すと、こんなにてきぱきと物事を進めてしまうのですね」

　飛行場へと向かう車の中でマチルダがつぶやいた。

　ハービー皇太子の帰宅を見計らって、グローリオ合同国に弔問に行きたいこと、まったくのプライベートであることを告げると、一瞬ハービーは表情を曇らせたが、すぐに妹の嘆願を受け入れると、ルゥエリンの公務を調整してくれた。

　これでセオドアに会いに行ける。

　ところが、何度電話をかけてもセオドアの執務室の電話がつながらない。私邸に電話をしてみると、執事は不在で、メイド長が恐縮しきりにセオドアは数日留守にしていると告げた。

「どうしましょう。これでは連絡が飛行船の出発時間に間に合わないわ」

　すっかり旅の荷物を整えたマチルダは、ルゥエリンの荷物の最終点検をしている。

「お父上の葬儀直後は、きっと猛烈に忙しいのでは？　社長の急逝ですから会社もお休みなのかもしれません」

「こんなときに伺ったら、ご迷惑ね」

　ここまで無我夢中で準備をしてきたルゥエリンが、突然弱気になる。なぜ、そんなことに気づかなかったのだろう？

「いいえ、ルゥエリン様のお顔をひと目見るだけで、ボイド様は元気になられます」

「そうだったらいいけれど……、もう一度オフィスに」

　受話器を取ろうとするルゥエリンの手を、マチルダがそっと押さえた。

「おふたりの出会いから四年、私はずっと見てきました。ルゥエリン様が海を越える決心をされたことを知ったら、ボイド様の心はきっと慰められるでしょう」

「マチルダ……」

　マチルダは皇室が決めたルゥエリンの結婚相手候補のことを知っている。それなのに、皇女を海外にまで連れ出したとなると、とがめられる可能性は高い。

　最悪の場合は、侍女を辞めさせられ、ハービー皇太子との付き合いも解消させられるかもしれない。

「ごめんなさい、わたくし……自分の気持ちばかりを優先して……あなたの立場を考えていなかったわ」

　ルゥエリンの言葉にマチルダは首を振った。

「ルゥエリン様は、小さなころからずっと他人を優先して生きていらっしゃいました。やっとご自分に素直になられて、私は嬉しいです」

　ルゥエリンの瞳から、ぽろりと涙がこぼれて、マチルダがハンカチで白い頬を拭く。

「マチルダ！」

　ふたりは強く抱擁しあった。
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　飛行船カムエル号には、一面に赤く実ったリンゴの木と、シルクの小さなクッションに鎮座した大振りのルビーとダイヤモンドが描かれていた。

　季節ごとに変わる広告は、秋の終わりに取り換えられたばかりだ。

　果樹園が描かれていることによって武骨な飛行船に温かみが感じられる。ぎっしりと実ったリンゴとルビーの赤が印象的だ。

「とても素敵……これもセオドアさんのデザインね」

　ボイド社のダイヤモンドを購入して、飛行船での新婚旅行というのがグローリオ合同国セレブの流行になっている。毎回の飛行は満席で、予約を取るのが困難だ。

　セオドアから贈られたチケットに優先予約の連絡先がついていなかったら、さすがにルルディ帝国皇女であっても、これほど短期間での旅行準備はできなかった。

「飛行船に乗るのは四年ぶりですね」

　ふわりと離陸した飛行船の観覧席で、ルゥエリンはマチルダと地上を見ていた。

　週に一度だった運航は毎日になり、一面の草原だった飛行場は、ターミナルビルの建設で一気に華やかになった。

「あの日は、初飛行のために楽団までいたわね。いまでもビルの屋上には飛行船見学の人でいっぱい」

　綺麗な模様の飛行船が宣伝になるという、セオドアのアイデアは正しかった。売店には、これまでのさまざまな模様のカムエル号の絵葉書が売られ、ビルの屋上では、にわか写真家がより美しい構図を狙っている。宝石の売り上げは広告を打ってから、十倍以上に跳ねあがったらしい。

「久しぶりの高い場所、怖くないですか？」

　マチルダが不安げに問うと、ルゥエリンは首を振った。

「胸がドキドキするけれど、怖くはないわ。少しずつだけれど、わたくしは強くなったと思うの」

　その夜、カムエル号がオーロラの空を渡り、ルゥエリンとマチルダはブランデーで乾杯を交わした。
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　二日後、カムエル号は無事にグローリオ合同国に到着した。

　首都アルクスにある飛行場は、四年前よりもさらに発展し、いくつものビルがたちならんでいた。大使館から回されたリムジンと護衛の車が、ルゥエリンを待つ。

　春夏は晴天がつづき、温暖な気候のアルクスだが、冬を迎えて空気が冷えている。

　ルゥエリンとマチルダは、弔意を表すために黒いブラウスとスカートを身につけ、黒いロングコートにネットのついた帽子をかぶっている。

　グローリオ合同国に駐在する大使は、皇女が急逝したボイド社の社長を弔いに来ると連絡を受け、丁重な態度でルゥエリンを出迎えた。

「ボイドさんに連絡はつきましたか？」

　大使にも、セオドアへの連絡を頼んでおいたのだが、彼の顔色が冴えない。

「それが……」

　壮年の大使が、眉を八の字にさげて、表情を曇らせた。

「三日まえに社長の葬儀が行われていることまでは把握できたのですが、ここ二日のセオドア・ラッセル・ボイド氏の所在が不明なのです」

「なんということ……」

　ルゥエリンとマチルダが顔を見合わせた。

「では、ボイド社のオフィスへ行ってみましょう。なにか情報があるかも知れないわ」

　ルゥエリンの言葉にマチルダはうなずき、車が走り出す。

　――会えなかったら、どうしよう。

　セオドアが海外に行ってしまっている可能性もある。

　女優の母親は現在、どこにいるのだろう？

　違う国に住んでいることで、行方をたどるのがこんなに難しくなるなんて……。ルゥエリンの手にじわりと汗が浮かび、行き場のない焦燥感に鼓動が速くなる。

「ルゥエリン様。ここまで来たのですから、きっとお会いできます」

　マチルダが優しい声で慰めてくれた。

「そうね、わたくしが勝手に来てしまったのだから、なかなかお会いできないのは仕方がないわ」

　窓の外に、アルミホイルで包まれたような光るビルが出現する。四年前の訪問のときにも、何度も前を通った百貨店だ。たしか、この先にセオドアの行きつけだというホテルがある。

「――あ」

　ルゥエリンの視界に見慣れたシルエットが入ってきて、近づいてくる。

　ぴんと伸びた背筋、暗い色のコートは身体にぴったりと仕立てられていて、うつむき気味に歩いているため顔立ちはわからない。ただ、帽子の下に馴染みのある金茶の髪が覗いていた。アタッシュケースのハンドルと手首にチェーンがつながっている姿は初めて見た。ひとりではなく、大柄な男性をうしろに控えさせているところを見るに、ボディガードがついているようだ。

「セオドアさん！」

　思わず叫んでしまった。

「え？　どこですか？」

　マチルダが窓に額を寄せたときに、ちょうど車は彼の横を通り過ぎた。

「止めてください」

　ルゥエリンが運転手に頼み、車は歩道に寄せて停車した。

　彼の背が、どんどん離れていく。

「ルゥエリン様、行きましょう」

　マチルダが、運転手と助手席のボディガードに交渉して近くで待機してくれることになった。

「ホテルに入っていったみたいだけど、見失ってしまったわ。それに、目立ってしまう」

　厳重な護衛を従えた車が急停止し、その中から垣間見える帝国の皇女に、人々はざわめき足を止めている。

　車を降りかけたルゥエリンが力なく言うと、マチルダが手を引いた。

「追っていきましょう。お会いにならないといけません」

　マチルダの力強い声に勇気づけられて、ルゥエリンは小走りでホテルのエントランスに向かった。

　すぐにドアマンがガラス扉を開いてくれる。

　ロビーに入ってマチルダと左右を見渡すと、すっと背筋を正した背中がルゥエリンの目に留まった。

「いらしたわ」

「どこですか？　ああ、エレベーターホールに」

　ルゥエリンの視線を追ったマチルダもセオドアの存在に気がついた。

　セオドアは、秘書らしき壮年の男性と立ち話をしている。背後にはやはりボディガードがついていた。

「お声をお掛けしていいのかしら……」

　ここまで来て遠慮がちな声のルゥエリンに、マチルダがうなずいた。

「私は大使を帰してから、ラウンジで待機しています。ボイド様とお話してきてください」

「……マチルダ」

　一階に広がるラウンジは、宿泊客のほかにビジネスや待ち合わせの人々がゆったりと時間を過ごしている。マチルダがここにいてくれるというなら安心だ。

「ありがとう、行ってくるわ」

　ちょうどルゥエリンがセオドアに向かったときに、秘書らしき男性は手紙の束を渡してからセオドアのもとを離れていった。セオドアが箱を呼ぶボタンを押して、軽い音色とともに細かな装飾のされたエレベーターの扉が開く。

「セオドアさん、待って」
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「ルゥエリン様、どうしてここに？」

　セオドアが驚きに満ちた表情で問いかけた。どんなときでも美しい人なのに、初めて目元に憔悴の影が見えてルゥエリンの胸は痛んだ。

「一緒に乗っていいでしょうか？」

「え、ええ、もちろん」

　セオドアは、後ろにいたボディガードを目配せだけで下がらせると、手紙の束を持った手でボタンを押し、ドアを開いたままにした。

「どうぞ」

「ありがとう」

　そっと盗み見たセオドアの頬が紅潮していて、彼が喜んでくれているのがわかる。

　エレベーターに乗り込みドアが閉まるとセオドアは、ルゥエリンに行先を聞いた。

「私の部屋でいいですか？」

「……」

　唇を引き結んだルゥエリンは、うつむいたまま「はい」とつぶやいた。

「その姿は……、父のためでしょうか？」

　ルゥエリンの着る喪服にセオドアが声を詰まらせた。

「ええ、お悔やみを申し上げます。お辛かったでしょう」

　セオドアの手を握ろうとして、両手ともふさがっているのに気づくと、すぐにセオドアがかがんでルゥエリンの頬にキスをした。

「ありがとうございます。とても辛かったから……驚きましたが嬉しい」

　セオドアの金色の瞳が潤むと、ルゥエリンの胸に熱い思いが迫って、反射的に涙が浮かんだ。

「連絡がつかなくて、かえってご迷惑かとも思ったのですが」

「迷惑なはずがありません。会いたかった」

　お互いの目を見ていると、自然と身体が引き合って抱擁を交わす。

　セオドアの清潔な香りとしなやかな肉体に包まれてルゥエリンは、ほぅっと息をついた。

「お忙しかったのね」

　とんとんと軽くセオドアの背を叩くと、彼の頬がルゥエリンの頬に押し当てられた。

「突然父が亡くなって、会社の引き継ぎに忙殺されていました。すみません、屋敷にもずっと戻らずホテル暮らしをしていたので、電話がつながらなかったのです」

「そうですか……」

　抱き合ったまま、どうしても離れることができない。

「マチルダさんは？」

　少しかすれた声でセオドアが問う。

「ラウンジで待っています」

「あなたをひとりで行かせて？　ルルディ帝国の太陽なのに？」

　少しからかうような声。

　――懐かしいわ。

　宮殿に逗留してもらっていたころは、朝夕となく語り合った声だ。

　ギシギシと木製の箱が上がる小さな音がする。

　――それにしても……。

「いつまで上がるのですか？　ずいぶん高層階のお部屋なのですね」

　落ち着かなくなったルゥエリンが、鉄でできた唐草模様の装飾から見えるドアと建物の隙間を恐る恐る覗くと、はるか下方にロビーの明かりが見える。

　――怖い！

　ぞっとしてセオドアの腕につかまると、手紙の束を持ったままの彼の腕がルゥエリンの背中を包み、肩に手が置かれた。

「申し訳ありません、部屋は四十階なのです。このエレベーターは、部屋直通ですから少し速度が速いかもしれません」

　チンッと軽い音がしてエレベーターが止まり、ドアが開いた。

「ペントハウスを使っています。誰にも会いませんからこのまま行きましょう」

　肩を抱いたまま、セオドアが居室のドアまで進み、ポケットから鍵を取り出して重厚なドアを開いた。

「どうぞ」

　開かれた室内は、宮殿に住むルゥエリンでさえもが驚嘆するしつらえだった。

　ホールは広々とした格子柄大理石のフロアで、片隅にグランドピアノが置かれている。大きな縁取りで囲まれた両開きのドアは、艶めくマホガニーで、その先には白を基調とした壁と古代宮殿をモチーフにした柱がデザインされている。

「ルルディ帝国のライーソ劇場をモチーフにしているそうです。なかなかよく再現されていると思いませんか？」

「あぁ、それで見覚えがあったのですね。漂う雰囲気があの素晴らしい劇場そのものです」

　リビングルームの奥にはプライベートな空間がつながっている。

　セオドアは手首に嵌っていた金色のチェーンを取り外した。

「先ほどまで商談だったので、このように見苦しい姿で失礼しました。ボディガードはついていますが、チェーンでつながっていれば少しの時間稼ぎができるのです」

　盗難防止のためということか？　でも、もし腕を切られたら？　少なからずルゥエリンは驚いた。

「コートを預かりましょう」

　背後から手助けされてコートを脱ぐと、セオドアが自らコート掛けに掛けてくれ、自らのコートも自分でハンガーに掛ける。

　人の気配がないことから、セオドアはこの部屋で、使用人を置かずに生活しているようだ。

　ソファに促されて、ルゥエリンは緊張ぎみに座った。なぜだか初めてふたりきりになったような気がする。

「危険なお仕事なのですね。飛行船の中ではつけていらっしゃらなかったので、そこまでとは……」

　語尾を濁したルゥエリンに、セオドアは恥ずかしそうに前髪をかき上げた。

「信用できる乗客のみの場所でしたので。飲み物はいかがですか？　ブランデーならいいものがあります」

「ええ、いただくわ」

　キャビネットの上で、ブランデーを注いだグラスをセオドアが優雅に運ぶとルゥエリンに手渡す。

　二人掛けのソファの隣に座られて、胸が高鳴った。いつものセオドアなら向かい側に座る。

　見つめ合うセオドアの金色の瞳に、ルゥエリンの潤んだ瞳が映り込んでいる。

　グラスを掲げてから、お互いひと口を飲む。

「おいしい」

　喉を落ちるブランデーの香りが、身体じゅうに染み込むようだ。

　――あぁ、久しぶりだわ。

　労わるような優しいまなざしを受けると、胸がじんと熱くなる。

「いただいたチケットを使って来ました。お会いできないかもとやきもきして、でも、ホテルの前でセオドアさんを見つけて、夢中で車を降りてしまいました」

「よく来てくださいました」

　セオドアの手が、ルゥエリンの手に乗せられる。ルゥエリンは手のひらをくるりと返してセオドアの手を握った。

　――これは、わたくしの決心。

　セオドアは、片手に持っていたグラスを置くと、空いた手で今度はルゥエリンのグラスをテーブルに置いた。

「長くお会いできなくて、胸に穴が開いたようでした」

　セオドアの手がルゥエリンの肩に触れる。

「お父様のこと、お辛かったでしょう？」

　手を伸ばしてセオドアの背中をさすると、彼の身体がぴくりと震えた。

「父はいつまでも死なないと思っていました。私の師であり、目標で……プリンセスにも会っていただきたかった……」

　ルゥエリンの手が背中から彼の後頭部へと移って、金茶の髪を撫でる。

「わたくしも、お会いしたかったわ」

「甘えさせていただけるのですか？」

「もちろん」

　力強いルゥエリンの返事に、セオドアはコトンと頭をルゥエリンの胸に預けた。

　突然のことに身を硬くしたルゥエリンだったが、意を決してセオドアの後頭部から背中にかけて何度も撫でる。マチルダに慰めてもらったとき、人の手がこうやって触れてくれることが心をほぐしてくれるのだとルゥエリンは知ったのだった。

「信じられない」

　セオドアの声が胸元から聞こえてくるのがくすぐったい。

「落ち着きます。ずっとこうしていて欲しい」

「あなたは少しお休みにならないといけません。すぐにお仕事をされるなんてダメです」

　厳しいルゥエリンの口調に、セオドアが「はい」と素直に答えた。

「私がまだ若いので、すぐに社長にはさせないという役員の抵抗があったのです。父は私に継がせるつもりでしたが、急な不幸だったために準備不足で……」

「……まぁ」

「それも今日で解決しました。父の葬儀に来ていた海外の顧客に、大きなダイヤモンドを買っていただきました。役員には宝石商のノウハウはわからない」

　悲しみのあとに腹立だしいことがつづいていたのだろう。セオドアの気弱な面や負けず嫌いなところを初めて見て、ルゥエリンはいっそうセオドアが愛おしく思えた。

「あなたの実力を見せることができたのですね」

「がんばりました」

　すっかりくつろいで、ルゥエリンの胸に頭を埋めるセオドアの髪を、ルゥエリンが優しく撫でた。

「有能な方、とても美しいだけでなく、賢くて、お仕事に誠実だわ」

「えっ？」

　セオドアがぱっと顔をあげた。

「甘やかして、褒めてくださるなんて、これ以上ないほど慰められます」

　セオドアの頬が、かぁっと赤く染まる。

「こんな時だから言うわけではないのです。ずっと思っていました、お姿が美しいのは初めて会ったときから印象的でしたが、セオドアさんは、なんでもやり遂げる方だと知っています」

「……なんでも」

　しばし考え込んでいたセオドアが、ルゥエリンの手を握ってじっと目を見つめた。

「ルゥエリン様、誰とも結婚しないでください」

「えっ？」

「知っています。大公家との縁談が複数あること」

　ぐっと唇をかむ。これはルゥエリンと帝国の問題であって、セオドアを巻き込んでいいのだろうか？

　ふたつの大公家との婚姻話は、選から外れた大公の名誉のために極秘となっている。なぜセオドアが知っているのか？　動揺するルゥエリンにセオドアは身を正した。

「申し訳ありません。私は長年ルゥエリン様のファンですので、皇室の裏事情を知るルートを持っています。ルルディ帝国における貴族の力関係とルゥエリン様の結婚相手として選ばれそうな人も察しています」

「それは……」

　思いがけない告白を聞いてルゥエリンは目を丸くした。

「ファンを通り越して、ストーカーだと思われても仕方ありません」

　端麗な顔で表情ひとつ崩さずにセオドアが言う。

「ス、ストーカー？」

　それは犯罪だけれど、これまでのセオドアはひたすらルゥエリンにつくしてくれていただけだ。

「さらに私の推測から、ルゥエリン様は候補にあがっているどちらにも興味がない。そうでしょう？」

　胸元から頭を離し、じっと見つめるセオドアの金色の瞳によって、魔法にかけられてしまいそうだ。

「ええ、そうです。なにもかもわかっていらっしゃるのね」

　そう答えると、セオドアはルゥエリンの手を引いて立ち上がった。小さなしぐさひとつをとっても無理強いせず、ルゥエリンの動きに気をつけてくれている。

「私の書斎を見てください」

「書斎……ですか」

「嫌われる覚悟でお見せします」

　手を取って、隣室へといざなうセオドアとともに、ルゥエリンはどぎまぎと足を進めた。

　白で統一されたリビングとは一変して、書斎はすべてがマホガニーの濃茶でまとまっている。半円形の書棚に囲まれた執務机の隣には、背の高い金庫が置かれていた。

　本を傷めないようにと直射日光を避けたその部屋は、小さめのシャンデリアと壁のブラケットが灯り、落ち着いた雰囲気を作っていた。

「素敵な書斎ですね」

　くるりと見回すと、書棚の一部に、装丁されたルゥエリンのアートパネルが飾ってある。これまで見たことのない絵だった。薄布の古代風衣装と頭にもベールをかぶり、背景にはステンドグラスと花が描き込まれている。

「これは？」

「私だけのために画家に描かせました」

　――たった一枚だけ？

　アートパネルは大量に印刷し、販売すれば利益も出るが、たった一枚の製作は油絵を描いてもらうのと同等の金額が必要だ。

「大量に出回っているほうも手に入れています」

　指されて目をやると、寝室の壁にも豪華な装丁のアートパネルが飾られている。

「ここに、あなたの記事が載った新聞や雑誌のスクラップがあります」

　本棚の一角に、綺麗に並んだ背表紙のスクラップブックが並んでいる。日付は十二年前からついている。

「見てもよろしくて？」

　おずおずと最古の一冊を抜き出してページを広げると、森の邸宅で話題に出た家族写真のスクラップから始まり、ルゥエリンの成長に合わせてほぼ抜けなく整理されていた。

「最近のものも？」

　今年の年号がついたスクラップブックを広げると、最後のページは出発の数日前に参加したローズガーデンの品評会の記事と写真だった。

「これはあなたからいただいた手紙です」

　金色の布地が貼られた美しい箱を開くと、中には赤いリボンでまとめられた手紙の束がビロードの布の上に入っていた。

「そして、これはあなたが集めてくださった宝石です」

　手紙の周りには、十二個の誕生石がぐるりと取り囲んでいる。

　飛行船が大きく揺れて、散らばった宝石をルゥエリンが集めたのはふたりが初めて会った日のことだ。

「どうですか？　ルゥエリン様にとって私は、気味の悪いストーカーでしょうか？」

　じっと見つめられて、心が震える。

「いいえ、わたくしはセオドアさんを尊敬していますし、何年もわたくしのことを見ていてくださって……」

　彼の目を見ていると、堅苦しい言葉が場違いに思える。

「どうして、わたくしをそんなに好きでいてくれたのですか？」

　彼がルゥエリンに恋していることは、行動からもまなざしからもくみ取れる。でも、その理由が人気の皇女だからというなら、素直に喜んでいいのだろうかと思う。

「私は、幼いころから本物を見極める力をつけるように育てられてきました。父の代でほぼ完成されていた眼力を私は引き継いだ。そして、あなたの中に真の美しさを見出しました」

　セオドアの指がルゥエリンの頬を撫でる。

「写真で見ることのできるあなたの表情、映画館で見た民衆へ向けるまなざし、雑誌の記事に書かれたあなたの可愛らしいエピソードにもいちいち私の胸はうずきました」

「……」

「ルゥエリン」

　初めてセオドアに名前を呼ばれた。

　敬称もなく、ただルゥエリンと。

　自分の名前なのに、まったく違う女性の名に聞こえる。嫌な気持ちではない、それどころか、いつの間にか、セオドアの住む自由の国で新しい名前を与えられたような、心が沸き立つ気持ちがする。

　気がつけば、すぐ目の前にセオドアの金色の瞳があった。

　ダンスを踊るように腰に手を回して、ルゥエリンの顔を仰向かせたのだ。

　まなざしに引き寄せられる。

「私と恋をしてもらえませんか？」

　ささやく声は、気が遠くなるほどに甘かった。

「恋……」

　繰り返す言葉にセオドアがうなずく。

「そして、私たちが憧れている温かな家庭を築きませんか？　私とあなたならきっとできます」

　――恋がしたい。それもセオドアさんと。

　なんの障害も感じない、胸が苦しくなるほどの。

「ええ、あなたとなら」

　彼の端正な顔が近づき、唇に吐息が触れる。

　――あぁ。

　そっと緑色の瞳を伏せると、それが合図だったかのように、セオドアはルゥエリンとの距離をそっと詰めた。

　唇が触れる。
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　どきどきとうるさいほどに鼓動が鳴って、触れた感触さえよくわからない。

　――わたくしとセオドアさんがキスを。

　なんだか夢を見ているようだった。

　男性とこんなふうにキスをするのは、もちろん生まれて初めての経験だ。

　長い時間、唇を触れ合わせていると感じた瞬間に、少しだけ唇が離れて、角度を変えながら小鳥がついばむように何度も唇が合わさった。

　――なんて気持ちがいいの。

　単純な動きなのに、少しも飽きない。もっと欲しいとさえ思えてくる。

　少しずつ、少しずつ、触れ合っている時間が長くなった。次第にキスが深くなっていく。互いの舌を絡め合い、吐息を分け合う。

　知らなかった。キスにはこんなにも多彩な表情があり、こんなにも相手に対する愛情が湧いて身体を満たすものなのかと。

　セオドアの激情も次第に熱くなっているのがわかる。このまま濃厚なキスを続けたら、もう後戻りできなくなる。

「……ルゥエリン」

　頬を上気させてセオドアがささやいた。

「指輪を」

「指輪？」

　かすれる声で問い返すと、セオドアは金色の箱にある宝石からダイヤモンドの指輪を取り出した。ルゥエリンの誕生石だ。

「あなたに結婚を申し込みたいのです。身分違いだとは承知していますが、どうしても諦めきることができません。皇帝陛下にお願いします。一生あなたに不自由はさせないし、悲しませることもしないと誓います」

　すっと膝をついて、セオドアがルゥエリンの手を取る。

「結婚、ですか？」

　もちろん嬉しい。こんな申し出をしてくれるとは思ってもいなかった。

　――でも。

「お国の有力者との結婚話には、私が断固として立ち向かいます」

　セオドアの金色の瞳が凛として輝いている。

　誠実で真っ直ぐな人、礼儀正しく紳士的な人、それだけでも素晴らしい男性なのに、いまのセオドアは力強く、自信に満ちている。彼になら、身をゆだねても大丈夫だと本能が叫ぶ。

「知らなかったわ。しあわせな時にも胸がどきどきするのね」

　視線がぶつかって、ルゥエリンがしっかりとうなずくと、セオドアは支えていた手のひらを軽く握り、その左手の薬指に光り輝くダイヤモンドの指輪を嵌めた。

「結婚してください。ルルディ帝国にあなたという太陽がいなくなっても、その輝きが失われないよう、私が最大の力を発揮します」

　膝をついたセオドアが見上げる角度でルゥエリンに誓う。

　一国の権威にかかわることを、結婚という目的のためにやってのけると言う人。

「きっと、あなたならやり遂げてくださるでしょう？」

　立ってくださいとルゥエリンが手を差し出すと、セオドアが立ち上がる。その視線はひとときもルゥエリンから外れない。

「今夜は、ここに泊めていただいていいかしら？」

　ルゥエリンの言葉にセオドアの完璧な形の瞳がしばたいた。

　圧倒的な彼の迫力に少し反撃ができたようで、ルゥエリンの緊張した顔に笑顔が浮かぶ。

「ラウンジにいるマチルダに連絡して明日、着替えを持って迎えに来るように伝えてください」

「もちろんです、お安い御用だ」

　机の上の電話から受話器を取ると、セオドアはラウンジのマチルダを呼び出した。

「つまり、プロポーズの答えはイエスということですね？」

　マチルダが電話口に現れるまでの時間も、セオドアの視線はひたすらにルゥエリンに注がれている。長く焦がれたものを手に入れて、そこにあることが信じられないという落ち着かない様子に、ルゥエリンは笑いながら目に涙を溜めていた。

「はい、全世界の女性を敵に回してしまうかも知れませんが」

「それは私の台詞です、あなたは世界のアイドルで……」

　受話器を耳に当てながら、甘い言葉を送るセオドアだったが、相手の応答に顔を引き締めた。

「あ、マチルダさん。ボイドです」

　マチルダが電話に出たらしい。セオドアはコホンと咳払いをする。

「ルゥエリン様は、このまま泊まっていただきます。よかったら、マチルダさんもこのホテルで部屋を取ってください。ボイドに指示されたと言っていただけたら良い部屋を用意してくれるでしょう」

　マチルダからもなにやら言われたセオドアは、ルゥエリンの顔を見ながら柔らかな笑顔で「ありがとう」と礼を言うと電話を切った。

「マチルダさんが、すべて私にまかせると言ってくれました。明日は呼ばれるまで待機していてくれるそうです」

　セオドアの顔を見て、ルゥエリンは思わず笑い出した。

「とても清々しいお顔をされているわ」

　笑うルゥエリンに少し驚いたセオドアが、きゅっと口元を引き締めてルゥエリンの手を握る。

「どんな商談よりも緊張しました。やり遂げた満足感でいっぱいです」

　背中に回された両腕がルゥエリンを抱きしめる。手のひらに込められた力も、広い胸のぬくもりも、ルゥエリンのことが愛おしくてたまらないと叫んでいるようだった。

「愛しています、ルゥエリン」

「わたくしも、とても深く愛しています。セオドアさん」

　しん、と静かになり、セオドアの呼吸さえ止まった。

「息ができない。なんて恐ろしい幸せだろう」

　セオドアの身体が少し離れて、まじまじとルゥエリンを見つめながら、その手がルゥエリンの頬を包む。宝石を扱う美しい手。大きくて、温かい。

「できることなら、セオドアと呼んでくれませんか？　それか……セディと」

「セディ？　それはあなたの愛称ですか？」

　ルゥエリンが目を丸くした。

「通常、テディかセオが略称ですが、一族にセオドアが数人いて先を越されているので」

　不思議だ。セオドアが親族からセディと呼ばれていると聞いただけで、心が温かくなる。

「わたくしは、家族内だけでルーと呼ばれていました。最近では兄もその名を使いませんが」

「知りませんでした。この私が知らないことがあったとは」

　悔しそうなセオドアの背中をルゥエリンも抱き寄せた。

「あなたは、誰も知らないわたくしを知ろうとしているではありませんか、セディ」

「あぁ、ルー」

　セオドアの顔から微笑みが消え、両手で頬を包まれる。

　優しいキスが瞼の上に落とされた。そのままセオドアの手が背中と膝裏に回された。力強い腕は、なんなくルゥエリンを抱き上げ、ベッドへと運んでいく。

　書斎から寝室は、古代建築の柱で通路を作っているだけで、ベッドの横にはさきほどセオドアが指し示したアートパネルが飾られている。

　ベッドの上に、そっと降ろされるとルゥエリンは黒いパンプスを床に落とした。

「帽子を」

　セオドアに言われて、ネットのついた帽子を脱ぎ、渡す。

　恭しく受け取った彼は、サイドテーブルの上にそっと置いて、床の上の靴も揃える。

「なんでもしてくださるのね」

　一部の隙もないスーツ姿のセオドアが、甲斐甲斐しくルゥエリンの世話を焼いてくれる姿に、初めての行為に対する不安が薄れていく。

「なんでもしたいのです」

　ベッドの上、向かい合わせに座って、手をつないだら不思議と気持ちが落ち着いた。

　国、身分、父である皇帝、帝国民、連綿と受け継がれてきた帝国の歴史。

　さまざまな重圧としがらみが、常にルゥエリンの行動を制限していた。

　大陸の半分を占める帝国の皇女として、受け入れなくてはいけないと強い責任感で役割をこなしてきた。

　これが最初で最後の恋だ。

　セオドアは有能で、賢く、自由平等の国で大きな力を持っている。

　――彼にすべてをゆだねたい。

　見つめると、セオドアが唇を寄せてきた。

　手をつないだまま、お互いに怯えるようなキスを交わす。かすめるキス、触れ合うキス、小鳥がついばむようなキスを繰り返して、息が上がってくる。次第にキスが深くなると、お互いの舌を絡め合い、吐息をわけ合う。

　――頭がぼうぅとするわ。

　閉じた瞼の内側にセオドアの端麗な顔立ちが浮かぶ。

　すぐそばにいる彼の身体から、控えめな香水の香りがして、あぁ、いいにおいと意識のそとで考えている。

　お互いの舌が、くちゅっと音を立てたとき、くちづけはいきなり淫らなものに変貌した。

　身体の深いところが妖しく動きだして、じわっと熱いものが溶け出してくる。

　なんだかじっとしていられなくて、セオドアの背中にしがみつくと、強い腕に抱き取られ、ベッドの上へと背中を落とされた。

「先に服を脱いでも？」

　こんな場面でも礼儀正しく、セオドアが許可を取った。

　いたたまれずにうなずくと、身を起こしたセオドアが上質な上着を脱いでベッドの足元にあるスツールに放り投げた。

　――わたくしの靴や帽子は、あんなに丁寧に扱っていたのに。

　ベストを脱ぎ、ネクタイも音をたてて外す。シャツのカフスボタンを外しながらも、彼の金色の瞳はじっとルゥエリンに注がれている。まるで一瞬でも目を離したら、ルゥエリンが消えてしまうと恐れているようだった。

　見つめられて、動けずにいたルゥエリンは、セオドアの上半身が現れると直視できずに目を細めた。着やせするタイプなのだろうか、スーツの上からではスタイルがいいことしか読み取れなかったのに、彼の肉体は筋肉が浮き上がり、引き締まったウエストには深い陰影が刻まれている。胸板はずっしりと厚みがあって、まばゆいほどに美しい身体だ。

　――芸術品みたい。

　彫刻家が作り出すアポロン像を彷彿とさせる肉体に、ルゥエリンは驚きとともに強い興味を感じた。

「……触っても、よろしくて？」

「ええ、どうぞ。あなたのものです。なにもかも」

　返ってきたセリフはいつも通りに恭しいが、彼の声がかすれている。

　手を伸ばして触れた皮膚は、熱く、そしてとても硬かった。指先に充実した筋肉の感触が伝わってくる。

　これが選ばれた男性の身体なのだと思った。

　鍛え上げているだけではない、鍛えるに足る素質を持った肉体。彼の滑らかな皮膚は、美しい顔から胸や腕にいたるまで、病の気を寄せつけない清潔さでみなぎっている。

「とても……気持ちがいいわ」

　肩から胸、硬い腹をなぞりながら、ルゥエリンは思ったことを素直に口に出した。

　とたんにセオドアの顔が、かぁっと赤く染まる。

「抑えが効かなくなります。もちろん乱暴はしませんが」

「わたくし、初めてでとても勇気がいったのですが、いまはおまかせしようと思っています」

　こんな場面でも優等生のような物言いをしてしまう自分に、ルゥエリンは焦れた。

　もっと大人の女性らしくセオドアを夢中にさせたいのに。

「この日を私は一生忘れない。愛しています、ルー」

　裸の上半身のまま、覆いかぶさったセオドアが、優しい力でルゥエリンを抱きしめた。

　身体の上にはセオドアの重み、彼の身体が発する香りと温かさが心地いい。

「脱がせてもいいですか？」

「……はい」

　一瞬、自分で脱ごうかと考えたルゥエリンだが、身体に力が入らない。身を起こしたセオドアが、薄いブラウスのボタンを一つずつ外していく。

　高価なプレゼントの包装紙を開くように、ゆっくりと胸もとが開き、下着を引き下ろすとルゥエリンの細身のわりにボリュームのある乳房が揺れ出た。

　セオドアの視線が首元から胸元へと移動する。

「美しい。ビーナスの裸体も、あなたには敵わない」

　少年のような素直な言葉に、恥ずかしさを覚えながらも彼を可愛いと感じた。セオドアの金色の瞳が細められ、頬は紅潮している。手を伸ばして彼の後頭部を撫でると、ふいに彼の舌先がふくらんだ胸の頂を撫でた。

「あっ」

　驚いてすくんでいるうちに、セオドアは少しずつとがってきた先端のつぼみを吸い上げる。

　もう一方は手のひらいっぱいにふくらみを掴まれ、やわやわと揉みしだかれて、次第に得体の知れない痺れが身体の奥から広がってきた。

「セディ……だ、だめ……」

「いやですか？」

　ルゥエリンの胸を口にしたままで、セオドアが問う。それさえもが妙な刺激を生み出して、ルゥエリンを戸惑わせる。

「恥ずか……しい……わ……」

　絶え絶えな声で抗議すると、セオドアが顔をあげた。

「私は、いま最高に幸せです。もっと、いろいろなことをしたい」

　熱中し、我を忘れている彼の表情に、ルゥエリンの緊張がほどけていく。

「だから、いやがらないでください。誠心誠意尽くさせていただきますから」

「そんなふうに言われたら、抵抗できません」

　威厳をこめて言い返すと、セオドアが笑いながらルゥエリンの手を取り、指先にキスをした。

「いやなはず、ないでしょう」

　ルゥエリンの甘えた声にセオドアの唇が手のひらに移る。

「私のプリンセス、愛しています」

　手首の血管を唇でなぞられると、背中の皮膚いちめんに鳥肌が立つ。袖を抜かれてむき出しの上半身は小さく震えていた。

　セオドアにスカートのファスナーを下ろされて、ルゥエリンはゆっくりとまぶたを閉じた。彼の手が腰のラインに沿って下がってくる。ストッキングが脱げやすいように腰を浮かす。一糸まとわぬ姿になって、ルゥエリンは薄眼をあけた。

　頬を真っ赤に染めたセオドアが、真剣な表情でおのれのトラウザーと格闘していた。

「待ってください、すぐに私も全部脱いでしまいます」

　――かわいい。

　いつも完璧なる紳士で、美しい容貌と類まれな知性に恵まれた人。いまや彼は大陸で一、二を争う大会社の社長だ。そんな彼が、長くルゥエリンを思いつづけていてくれて、ふたりの愛の成就を前に気持ちを急いている。

「大好きです、セディ」

　ルゥエリンは、そっと手を伸ばしてセオドアを引き寄せ、その頬にキスをした。

「……ルー」

　セオドアの金色の瞳がわずかに細められた。

「常に紳士でいたいと思っているのに、とても自分を抑えられそうにない」

「いいの、それで。わたくしは、もう帝国のルゥエリンではなく、あなたのルーよ」

　言ったとたんに、骨が軋むほど強く抱きすくめられた。

　唇は噛みつくようなキスでふさがれる。それまでとは打って変わった激しさで、唇を吸われ、舌を絡められる。

　身体の奥にふたたび熱いものが湧きあがってくる。

　膝を割られて、信じられないぐらいに大きく開かされ、腰を入れられる。

「……あっ」

　触れてきたのは、熱い塊だった。

　セオドアが全裸になっても、恥ずかしくて見ることができなかったそれが、ルゥエリンの花びらに押し当てられる。先端の丸みが柔らかな花弁を上下すると、身体の奥の熱から潤いのある蜜があふれ出した。

「……いいのかな？　不安だ、怖くない？」

　髪を撫でながら、セオドアが聞く。

　彼も不安で、ルゥエリンももちろん怖い。けれど、それ以上にセオドアが欲しい。

「……大丈夫よ」

　そう言いながらもルゥエリンの息はあがっていた。

「こんなに心臓がどきどきしていたら、死ぬんじゃないかと怖くなる」

「あなたったら」

　素直な言葉につい笑ってしまうと、ふたたびキスが下りてきた。

　ついばんで、吸って、そして深く。

　繰り返すキスのさなかに、彼がぐっと力をこめて入ってくる。

「……っ！　……」

　思わず息を呑むと、一瞬動きを止めたセオドアがルゥエリンの目を見つめた。

　視線がぶつかり、こくんとうなずく。

　ルゥエリンの許可を得て、さらに奥まで突き入れられて、ルゥエリンは背をのけ反らせながら大きく息を吐いた。最奥で、彼のものが止まった。彼のすべてをルゥエリンは包み込んでいる。

「夢のようだ、あなたとひとつになれた」

「夢じゃ……ないわ」

「痛みは？」

「……いまは、なにもわからないの」

　じっと動きを止めるセオドアの顔をちらりと見て、ルゥエリンは胸苦しくなった。

　混乱と愛情が共存する彼の瞳は、抑えてきたあらゆる感情をぎゅっと詰めて、ルゥエリンを見つめている。

「愛している。ルゥエリン」

　何がセオドアの感情をこんなにも揺すぶって、長い年月自分を見つづけてくれていたのか？　ルゥエリン自身には何ひとつわからないけれど。

「わたくしも、愛しています。きっと、カムエル号の下にいるあなたを初めて見た時から」

　――だから、お願い。わたくしから離れないで。

　ほぅっ、とセオドアが息をつき、ゆっくりと抽送が始まった。

「こんな日が来るなんて……願ってはいたけれど、夢のようで信じられない」

「セディ」

　彼の動きは次第に激しくなり、かすかな痛みを伴っていた。でも、その痛みさえ愛おしい。

　これはセオドアがくれた痛み。

　ルゥエリンがセオドアに捧げた痛み。

　十八歳のあの日、綺麗だと思った彼の姿。

　語り合った飛行船の窓辺。

　喉を焼いたブランデーの香り。

　ゆっくりと進む飛行船から見た、オーロラの光。

「わたくしは、夢を実現させました……」

　ルゥエリンのまなじりから、ぽろりと一粒の涙がこぼれる。

「……ルー」

　痛みの中から、ほのかな熱が立ち上ってきた。

　甘い疼きにさいなまれながら、ルゥエリンはセオドアの首に両手を回した。

　密着するお互いの肌から、官能的な香りがして頭がくらくらとする。

　このまま、時間が止まってしまえばいい。
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　窓の外が白々と明けている。

　何度もうとうととしては、セオドアの視線に目が覚めた。

　そのたびに、シーツの上で語り合う。

「暑いのは好き？」

「猫を飼ったことがある？」

「手を見せてください」

　これらはすべてルゥエリンの質問だ。セオドアは驚くほどルゥエリンのことを知り尽くしていた。秋が好きなことも、幼いころに飼っていた犬の名前も、そしてほっそりとしたルゥエリンの手を褒め称える。彼は寒いよりは暑い気候を好み、猫もいいけれど犬が大好きで、大きくて美しい手をしている。

　たわいないおしゃべりをしていると、セオドアの手がルゥエリンの髪を撫でる。そのまま抱き合って、そしてふたたびひとつに溶け合う。

　――これが恋人と過ごす時間なのだわ。なんて幸せなの！

　ルゥエリンの胸は歓喜で震えていた。

「美術館のオープン式典、もうすぐですね」

　素肌を合わせながら、セオドアの耳元にルゥエリンがささやいた。

「ええ、セレモニーのエスコートを皇太子が引き受けてくれたので、華やかなスタートになると思います」

　セオドアの広い胸板に手を滑らせながら、ルゥエリンは考え込んだ。

「あなたが、エスコートしてくださらないかしら？」

「えっ？」

　セオドアの驚いた顔が、可愛くてルゥエリンはくすっと笑った。

「だって、あなたがいなかったら、ここまで来られなかったわ。それとも、これ以上マスコミのネタにされるのはいやかしら？」

　いくら結婚を申し込まれたからといって、人目にさらされるのは気が進まないかもしれない。無理強いはやめようとルゥエリンは思っている。

　ぐっとセオドアが身を起こした。

　前髪が乱れて額に落ち、胸筋の発達した胸が盛り上がる。

　――なんてセクシーなのかしら？

　思わず頬が染まり、心臓がどきどきと脈打つ。

「いえ、喜んでお供します。皇帝陛下にもご挨拶しなくてはいけませんね」

　――お父様の性格を知っていて、こんなに堂々と！

「セディ！　なんて勇気があるんでしょう」

　抱きついたルゥエリンをセオドアは、いかにも幸せそうに抱きしめた。

「脅かさないでください、本音では足がすくんでいます」
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　すべての時間をルゥエリンと過ごしたいというセオドアの願いで、数日の休暇はホテルでのんびりと過ごした。マチルダは、ときおりルゥエリンのリクエストした品を差し入れに来たが、初めてグローリオ合同国でのショッピングを楽しんでいるらしい。

　そんな中、ボイド家でのパーティーへ出席しないかとセオドアに誘われた。

「お仕事のお付き合いなのでは？」

　いつか結婚したら、パートナーとしてパーティーを主催することもあるかもしれないが、まだ早いのでは？　ルゥエリンの顔が曇る。

「パーティーの招待客は、新進気鋭の芸術家とその家族です。亡くなった父が彼らを援助し、芸術大学を設立する約束をしていました。計画がとん挫しやしないかと、みな心配していることでしょうから、私が引き継ぐことを宣誓しようと思っています」

「素晴らしい芸術貢献だわ。もちろん出席します。着付けとヘアメイクをマチルダにお願いしてみます」

「それは、楽しみだ」

　ルゥエリンの額にキスをしてから、セオドアは招待客の作品について解説をし、ルゥエリンは目を輝かせて芸術品を鑑賞した。

　パーティー当日。

　綺麗に髪を整えて、身体に合ったスーツを着たセオドアは、新たな責任を負っていっそう頼もしく見えた。

　ルゥエリンは、マチルダが選び抜いたドレスを着て、髪をアップに結い上げる。ダイヤモンドのティアラとイヤリングは、セオドアからのプレゼントだ。

　襟元にぎっしりとレースの施されたワンピースは、ルゥエリンの細いウエストとふんわりと丸い腰にフィットして、とても美しい。

「ブルーの服を着ているあなたは、このまま海に帰ってしまいそうなほど神秘的です」

　ティアラとお揃いのイヤリングが耳元に輝く。その耳をそっと撫でて、セオドアはうっとりと囁いた。

「あなたもブルーグレーの生地が、よくお似合いだわ。世界一ハンサムな実業家ね」

　お互いの姿をじっと見つめ合っては唇を寄せる。

　もはやひとときも離れていたくない。

「今夜のセレモニーを終えたら、一緒にルルディ帝国に行きましょう。結婚のお許しをいただかなくては」

「それが一番難関だけれど……あなたなら、きっとできます。もし、許していただけなければ、わたくし家出しますから」

　真剣なルゥエリンの言葉にセオドアが目を細めた。

「私は帝国の近衛兵に斬られる覚悟で参ります。帝国民の宝に手を出した反逆者ですから」

　セオドアの声に強い意思を感じて、ルゥエリンも背筋が震える。

「あなたと一緒に人前に出ることで、もう後戻りはできません。わたくしも覚悟はできています」

　セディ……と、手を伸ばしたルゥエリンの両手が彼の肩に回されて、引き寄せ、お互いにそっと唇を寄せる。

「行きましょう」

「はい」

　セオドアの腕を取ったルゥエリンが、前を向く。

　ボイド邸の巨大なボールルームへと向かう廊下は、つい立ち止まって掛けられた絵画に目を奪われるのが常だが、その日、ふたりは真っ直ぐに進んでいった。

　ふたりの未来のために。

「セオドア・ラッセル・ボイド新社長とともにルルディ帝国の皇女ルゥエリン・マリア殿下がいらっしゃいました」

　行事の進行係が高らかに入場を告げる。

　両開きのドアが開いて、会場に入ると、思い思いのファッションで身を包んだ人々が朗らかな笑みを浮かべ、うなるような拍手で迎え入れてくれた。

「ルゥエリン様、ようこそグローリオ合同国へ」

「ルゥエリン殿下、お会いできて光栄です」

「ボイド社長、おめでとうございます」

　歓迎と祝辞に包まれながら、花で飾られた宴会場を進んでいくと小編成の楽団が心躍る楽曲を演奏し始めた。

　――夢の中にいるみたい。

　ここにいる人たちは、ルゥエリンの存在を喜び、歓迎してくれている。

　胸がいっぱいになった。もちろん、ルゥエリンはどこに行っても歓迎されてきた。ルゥエリンの姿を見ると帝国民は立ち上がり、歓喜して迎えてくれていた。

　セオドアとともに歩む道を決めたときから、世界中の人からの視線が変わるかも知れないとルゥエリンは覚悟していた。それなのに、彼らの温かさはどうだろう。

　目の前がぼやけるのを感じた。

「ルゥエリン？」

　涙の溜まった瞳を、心配そうにセオドアがのぞき込む。

「みなさん、お優しいわ」

「当たり前です。愛するプリンセスがいる。それだけで、誰もが興奮しています」

　さぁ、手を振ってと、セオドアに促されて、手袋を嵌めた手を持ち上げ、小さく振る。

「なんて美しいおふたり」

「完璧なカップルだ」

「世界最高の造形美ではないか？」

　ふたりを賛美する言葉は、さすが芸術家らしい。

　五歳ぐらいの可愛い女の子が、花束を持って登場するとルゥエリンに差し出した。

「お姫様、ようこそわが国へ」

　たどたどしいが、きちんと挨拶をする女の子から花束を受け取ったルゥエリンが、ありがとうと礼を言い。女の子から伸ばされた手をつなぐと、大人たちの間から小さな子どもたちがつぎつぎと花束を持って歩み寄ってくる。どうやらセオドアの可愛らしい演出のようだ。

　セオドアも花束を受け取り、写真家の要請で花と子どもに囲まれた写真が何枚も撮影された。

　その中でも飛び切り美しく撮られた一枚が、翌日の新聞を華やかに飾ったのだ。
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　父からの電話が来たのは、ちょうど三日後だった。

　飛行船の定期便のおかげで、グローリオ合同国の新聞は三日遅れでルルディ帝国に到着する。ルルディ帝国での騒ぎが起きるよりも、いち早い段階で電話をかけたのだろう。

「ルゥエリン！」

「はい、お父様」

「どういうつもりなんだ！　ボイド家のセレモニーに個人的に参席するなど……まるで、まるで！　婚約者ではないか？」

　リーヴァイ皇帝の声が腹の底から絞り出しているように聞こえて、ルゥエリンはぎゅっと目を閉じた。ルゥエリンやハービーだけでない、帝国民の偉大なる父。

　自慢の娘だといつも言ってくれていた父。身体を悪くし、精神的にも参っているはずの父を失望させてしまった。

　ルゥエリンの心の柔らかい場所が、握りつぶされ、散り散りに砕ける。

「セオドアさんのお父様が亡くなったと聞いて、お父様に相談もせずに出国してしまって……ごめんなさい。お父様、ぜひ、セオドアさんと会っていただきたいの」

　父から電話が来たら、こう話そうと準備していた内容の半分も話せないうちに、ルゥエリンの声が震えた。

　電話を代わりたいとそばにいたセオドアが、ルゥエリンの腰を抱いて引き寄せる。

「会う必要はない。すぐに帰って来るように」

「そんな、お父様！」

　もっと話を聞いて欲しい、セオドアと一度話してもらったら彼がどんなに素晴らしい人なのかわかるのに……、引き留めようと言葉を探すうちに電話は切れてしまった。

「帰って来い……って」

　セオドアを見上げると、彼はうなずいた。

「一緒に帰りましょう、カムエル号で」

「……会ってくださらないかも」

　突如、激しい緊張がルゥエリンを支配した。きっと父は許してくれない。

　――とても……難しいことだわ。

「皇帝陛下に、謁見を願い出ます。心配しないで、私はやり遂げる」

　きっぱりと言うセオドアの手を、ルゥエリンは握った。

　ふたりの気持ちは決まっている。けれど、体調を崩している父の仕事を代行している身であるルゥエリンが他国の男性と結婚したいというのは無責任なのでは？　そう思ってしまうとルゥエリンの気持ちは乱れていた。

「父は体調が悪くて公務ができないの。わたくしをそばに置きたい気持ちは痛いほどわかります。でも……セディ、あなたとともにいたい」

「ルゥエリン皇女は国の宝、お父上にとっても手放せない愛娘なのは理解しています。誠意をもってお話させていただきます」

















八　飛行船に乗って












　飛行船カムエル号に乗って、ルゥエリン皇女とグローリオ合同国きっての事業家セオドアがやってきたことは、一大ニュースになった。

　すでにグローリオ合同国でのふたりの写真が話題になっていただけに、人々は新しい写真をわれ先にと欲しがった。

　うっとりするほどの美男美女である上に、海を越えたロマンスは国中の人々の注目を集めていたのだ。
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　ルゥエリンとセオドア、ハービー皇太子とマチルダの四人は皇宮内の会議室で、彫刻が施された長テーブルを囲んで席につき、張り詰めた沈黙の中で皇帝の登場を待っていた。

　セオドアがリーヴァイ皇帝に謁見を願い出、それが断られたと聞いたハービーが、自身とマチルダも同席するからと父を説得したのだという。

　貴族令嬢であるマチルダでも、セレモニー以外ではリーヴァイ皇帝を見たことがない。少人数の集まりに同席するなど滅相もないと、列席をためらっていたマチルダもルゥエリンのためならと怯えながら現れた。

　四人で顔を合わせると、一番のおしゃべりになるハービーでさえしきりに襟元を直し、マチルダは真っ青な顔色をしている。

　セオドアは、ときおり瞼を下ろして考え事をしているが、その姿も文句なく美しかった。

　ルゥエリンは、もじもじと手袋の端をひっぱったり整えたりしていた。

　以前、セオドアを宮殿から退去させるように父から言い渡された日の、絶望的な感情が蘇ってくる。

　――しょせん、わたくしたちは普通の親子関係ではないのね。

　いったいどう話を進めたら父帝を説得できるのか、ルゥエリンには見当もつかなかった。

　ドアが開き、杖をついたリーヴァイ皇帝が現れる。

　グレーのスーツに無地のネクタイ、白髪交じりの金髪は、年齢のわりにふさふさとしている。深い緑色の瞳と鼻梁の細いとがった鼻、薄い唇。歴史ある家系の長にふさわしい厳めしい表情は、これぞ帝王の顔という印象を見る人に持たせる。

　全員が立ち上がろうとするのを、手で制すると同時に使用人が紅茶をワゴンに載せてやってきた。リーヴァイはせっかちで合理的な性格が有名だ。たとえ自分への敬意であっても無駄な挨拶や前置きは排除する。

　段取りよく熱い紅茶がそれぞれの目の前に置かれ、痛みに顔をゆがませながら上座についたリーヴァイ皇帝が紅茶にミルクを注ぐ。銀のスプーンでかき回される紅茶に四人の目はくぎ付けになる。

　皇帝がいるこの場で、先に紅茶を飲むことも口を開くことも許されない。

　紅茶をひと口含んだ皇帝が、ふっと短いため息をつき、その場にいる四人を眺める。

　ハービーとマチルダが皇帝の右側に並び、ルゥエリンとセオドアはその正面の左側に並んで座っている。

「グローリオ合同国では、常にマチルダが付き添っていたはずだ。なぜ新聞沙汰になるような騒ぎが起きたのか説明してもらおう」

　最初の叱責がマチルダに向いて、かわいそうなマチルダの顔色が蒼白になった。

「申し訳ありません。ルゥエリン殿下のお側にいたのですが、写真には写っていませんでした」

「そのことではない。出席するセレモニーは誰が選んだ？」

「はい、ご一緒に出席を決めました」

　一喝されて、マチルダがうなだれる。

「父上、マチルダを責めるのはやめてください。グローリオ合同国へルゥエリンを行かせたのは僕ですし、ルゥエリンはもう大人です。政治色のないセレモニーに出席するのは自由でしょう？」

　ここでハービーが助け舟を出した。

　皇帝の厳格な顔にさまざまな表情が浮かんでは消えた。驚き、悲しみ、怒り、諦め？

「では、ミスター・セオドア・ラッセル・ボイド。自己紹介を許そう」

　これまで透明人間あつかいをされていたセオドアに、やっと発言の機会が与えられた。

　セオドアは、しっかりと顔を上げこれ以上ないほどの穏やかな微笑みとともに口を開いた。

「名前を憶えていただけて光栄です。帝国の太陽であられる陛下にご挨拶させていただきます。グローリオ合同国、ボイド社の社長セオドア・ラッセル・ボイドです。四年前に飛行船内でルゥエリン皇女殿下と知り合い、親しくさせていただいています」

　皇帝の目が冷たく光ったのを見たセオドアは、そこで言葉を切った。

「なるほど、聞きしに勝る美男子で宝石商、新大陸では有名な資産家らしいな。女性好きするチャームポイントをいくつも持っているわけだ。だが、困ったことに君は帝国の民ではない。実に残念だ」

　皇帝は半分残った紅茶の茶器を、飲み終わったかのように押しやった。

　これで皇帝が席を離れたら、今日の話し合いは決裂のまま終了だ。

「お父様、待って。『外国人だから残念』で、話を終わらせないでください。ボイドさんは立派な方です。わたくしの邸宅美術館について長くお手伝いをしていただいています。わたくしたちはすでに結婚の約束をしているのです」

「結婚だと？」

　皇帝がセオドアを睨みつけた。

「はい、プロポーズをしました。私とルゥエリン皇女の気持ちは同じです。グローリオ合同国にて新生活を始めたいと願っております」

　気圧されない態度でセオドアが応える。

　ふぅ、とため息をついた皇帝は、紅茶のカップをふたたび引き寄せてもうひと口飲んだ。

　ハービーとマチルダも緊張にいたたまれず、紅茶に手を伸ばす。

「帝国民が許さない」

　腹から唸るような皇帝の声に、彼らの伸ばした手が止まった。

「ハービー、マチルダ、お前たちもルゥエリンがこの国を去っていいと思っているのか？」

　ぎろりと睨まれたハービーが、姿勢を正して父帝王に向き合った。

「ルゥエリンの幸せを阻止するような我が民ではありません。大公家と政略結婚をさせるよりも、帝国民は喜んでくれます」

「これまでお前たちふたりで行ってきた公務はどうする？　ルゥエリンは婦人会の名誉会長でもあるし、女性団体に顔を出すのにハービー皇太子では様にならないぞ」

　ルゥエリンの責任感をチクチクと刺激するリーヴァイの言葉は、その効果をみごとに発揮していた。

　――やはりそうね……わたくしがこの国を去ってしまったら女性のみなさんが……。

　ひざに置いた手が震える。となりに座ったセオドアが、テーブルの下で手を伸ばし、手の甲の上からぎゅっとルゥエリンの手を握った。

　――あっ！

　彼の手のぬくもりと力強さは、瞬時にルゥエリンの体内に勇気と情熱を注ぎ込む。

　くるりと手を裏返し、指と指が絡まるように握り返すと、たとえようもない安心感がルゥエリンを満たしていた。

　そのときハービーがゆっくりと口を開いた。

「父上、僕とマチルダの結婚をお許しください」

「はっ？」

　思いもよらない発言に、リーヴァイがかっと目を見開いた。

　マチルダ本人もこのような場で皇帝に結婚の許可を取るとは思っていなかったらしく、声を殺しながらもリーヴァイと同時に「はっ？」と息が上がった。

「どうやらお前たちは皇族の婚姻がなんのために執り行われるのか、教育を受けていないようだな」

　苦虫を噛み潰したような表情で、リーヴァイがうめき声をあげる。

「教育は受けております、父上。皇太子は隣国の姫と、皇女は自国の大公もしくは公爵筋との婚姻が望ましいと学びましたが、どちらも間違っています」

「なにを……」

　なにを言うと続けようとして、皇帝は言葉を切った。彼にも覚えがあるのだ。

「カルデナから嫁入りした母上は、家族や友人から遠く離れ、文化やしきたりの違う皇室での生活に体調を崩しました。伯母様はドゥワング大公家に嫁いではいますが、夫婦仲が悪くて若いころから別居同然ではありませんか？」

「それがどうした？　たまたまのことだ。長い歴史の中では上手く行った例もある。ハービーにはカルデナの姫が候補にあがっているし、ルゥエリンは大公家の息子に嫁いで皇宮内に邸宅を持てばいい。ルゥエリンと結婚した相手には新しい領地を与える、どうだ、なにもかもが上手くいく」

　会議室に冷たい沈黙が流れた。

「発言をお許しいただけますか？」

　右手を挙げて沈黙を破ったのはセオドアだった。

「……」

　リーヴァイ皇帝は返事すらせず、口の端をひくつかせてみせた。そのわずかな仕草を承諾と取ってセオドアが口を開く。

「邸宅美術館の舞台であるマイヤー屋敷は実に美しい邸宅です。この四年、何度も足を運びましたが特に初夏が美しいと感じました。邸宅が建つ丘で、皇帝一家はピクニックをされたと伺ってなんとも言えない幸福な情景が浮かびました」

　言葉の結びににっこり誠実な笑顔を浮かべるセオドアに、皆の目が注がれる。

　ピクニックの話が出た瞬間、リーヴァイの表情が揺れた。

　――セオドアさん。とても、堂々としているわ。

　声の調子が穏やかで、ヒステリックなリーヴァイの話し方とは対照的だ。

「皇帝ご一家は、私の憧れの家族の象徴です。私は母と過ごした記憶がわずかしかなく、皇帝ご一家の生活を拝見することがなによりも好きでした。温かな家族を作るのが私の夢で、ルゥエリン殿下も同じ望みを抱いています。誰もが抱くささやかな夢ですが帝国の皇女には難しい。それを、私は一緒に叶えていきたいのです。私は貴族の肩書きを持っていませんが、信用で仕事をしています。どうぞ私を信じてルゥエリン殿下をお預けいただけないでしょうか？」

　礼節をきちんと守る、彼らしい知性に溢れた語り口だったが、ルゥエリンにはセオドアの言葉の中に切羽詰まった切実さを感じた。

　――愛に包まれた家庭で幸せになりたい。

　地位も名誉も持っているふたりだ。

　その重すぎる誉れよりも、愛を第一に考えたい。父にこの気持ちが伝わって欲しい。

「自分のことばかり申し上げてしまいました」

　すっと息を吸ってからセオドアが軽く頭を下げて、言葉をつづけた。

　なぜだか彼の一挙手一投足から目が離せず、彼の発する言葉に耳を傾けてしまう。セオドアにはそんなカリスマ性があった。

「畏れながら、陛下のおみ足は快癒いたします。わが国では、ちょうど同症状への積極的治療が始まったところです。その道の名医に同行してもらっておりますので、ぜひ宮廷主治医殿と協議を行っていただきたく思います。そして、私はハービー皇太子殿下とマチルダ嬢のお人柄にも感服しております。素晴らしいカップルの誕生だと称賛に絶えません、皇太子殿下もまた幸せな家庭をお持ちになるはずです」

　生真面目な表情で、セオドアは発言を締めくくった。

　リーヴァイ皇帝が、気圧されたように両手を握っている。

「なるほど、医師を連れて来るとは気が利いている。美男子でスピーチがうまく家庭的な大社長というわけだな。ふむ、ハービーとマチルダはまだいい。ダントン伯爵とは旧知の仲でマチルダはルゥエリンについて公務が何たるかを熟知している。この件は前向きに考えよう。だが、ミスター・ボイド。わが国の民が平民のブルジョアをどう受け取るか？　これは由々しき問題だ。会議室であれこれ話し合っても時間の無駄以外にない。今後一週間の新聞報道を参考に私が決定を下す。どんな結果になっても異議は認めない。それでは解散だ」

　リーヴァイ皇帝による解散のひとことで、話し合いは終了となった。立ち上がるリーヴァイ皇帝を助け起こそうとした従者が押しのけられて、開かれた扉から皇帝が出ていく。実にそっけない去り方だった。

「せっかち親父め」

　閉められたドアに向かってハービーが悪態をついた。

「ハービーったら」

　ルゥエリンとマチルダが同時に皇太子をたしなめ、そのタイミングのよさにセオドアが噴き出す。

「鮮やかな裁量でしたね、さすが皇帝だ」

　笑いながらセオドアが感想を述べた。

「私は心臓が止まりそうでした。……こんな場面で結婚だなんて」

　マチルダが目尻に浮かんだ涙を指先で拭きながら、苦情を言う。

「お兄様とマチルダは、結婚のお許しを貰うつもりではなかったの？」

　ルゥエリンが目を丸くする。タイミングを狙っていての発言なのかと思っていたのに。

「このままじゃ父上に反対されっぱなしだと思って、思わず言ってしまった。もしかしたら僕もせっかちの血を引いているのかもしれない」

「それは、私もときどき思います。ハービー殿下もせっかちです」

　いくらか落ち着いてきたマチルダが、ハービーを責めると「でも、急がないと」とハービーが言う。

「カルデナの姫って言ったら、従妹のダンテだろう？　わざとらしく同席させられるけど二分も会話がつづかない。相性ってあると思うよ。僕とマチルダは、いずれ帝国を治める。ボイド君とルゥエリンも結婚してグローリオ合同国で暮らすといい」

「それでいいの？　マチルダも？」

　ハービーの妻となることは、長く空席になっていた次期皇后となることだ。きっとマチルダも思い悩んだことだろう。

「ええ、両親にも相談してあります。父は卒倒しそうでしたけれど、母は意外に冷静でした」

　ならばマチルダとハービーの結婚は、とどこおりなく進むことだろう。では、セオドアとルゥエリンは？

　横を見るとセオドアの端正な顔がルゥエリンを見ていた。優しさと包容力に満ちた表情。ルゥエリンはうっとりと彼を見つめた。

「でもルゥエリン。初恋に心を奪われて外国に行く皇女は、ロマンティックで素敵と取られるか、自国を捨てて無責任だととがめられるか、半々だ。これから先の新聞報道には気をつけておかなくてはいけないよ」

　甘い顔立ちのハービーから、思わぬ注意が出て、セオドアとルゥエリンは並んで背筋を伸ばし、うなずいた。
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「そちらの新聞はどうですか？」

　鶯宮の二階、客間のベッドの上で新聞を読むルゥエリンにセオドアが声をかける。

　セオドアの手元にある経済紙は、ルゥエリン皇女がグローリオ合同国に定住した場合の経済効果について詳細な考察が書かれていた。

「タブロイド紙は毎日ひらひらと手のひらを返しているわ。昨日はあんなにロマンティックだと持ち上げていたのに、今日はわたくしが大公家の誰かと結婚すべきだと言う主張が書かれているの」

　薄いネグリジェにガウンを羽織り、腰まで掛け布の中に沈めているルゥエリンは、セオドアが鶯宮に来た日から、同室に泊まっている。

「あなたのことは誰にも渡さない」

　彼もまだ寝間着姿で、いつもきっちりと整えられている髪も乱れている。どんなときも頭からつま先まで美しく、完璧なジェントルマンであるセオドアだが、ルゥエリンの前では隙を見せる。そのリラックスした姿がとてもセクシーだとルゥエリンは思う。

　ルゥエリンの手から朝刊を受け取ると、畳んでサイドテーブルに置く、そして隣に座ったセオドアがそっと唇を合わせてきた。

「ん……」

　軽いキスだけのつもりだったのに、ガウンが脱がされ、あっという間に荒々しく主導権を奪われてしまった。

　気がつくと彼がルゥエリンの太ももの上に乗っていて、また気がつくと枕に頭を持たせかけていて、さらに気がつくとルゥエリンはセオドアの首に両腕を巻き付けていた。

　グローリオ合同国で、初めて身体を交えてから、ルゥエリンとセオドアは数えきれないほど激しく互いを求めてきた。

　初めての恋、初めての経験、四年という月日で友情と信頼そしてゆるぎない愛情をはぐくんできた。その結晶といえる得難い恋だ。

「セディ。わたくし、恋をしているってはっきりわかります。あなたが大好き」

　ゆっくりと手を伸ばし、彼の髪を撫でてみた。

　セオドアは、感じ入ったように目を閉じ、黙って顔をあげた。金色が瞳に喜びに輝いている。

　――綺麗な顔。

　もちろん、彼の長所は他にたくさんある。類まれなる審美眼、優秀な頭脳、下卑たところが微塵も感じられない上品な語り口と所作。優しさとユーモア、逞しさとリーダーシップ、数え上げたらきりがない。神は惜しみなく彼に贈り物をくれたらしい。

　ときおりセオドアが自身の容姿に対して、絶賛され過ぎ、辟易としているのを感じる。それゆえに口に出して言わないようにしているが、美しいものは美しいのだ。

　額にキスをしてささやく。

「朝食に行くのを、もう少し遅らせましょうか？」

　今日は宮殿内ではなく、どこか外に食事に行こうと計画していた。

「いい提案です」

　ささやいたセオドアは、緩く結ばれていた腰ひもを自らそっとほどいた。

　腰ひもが完全に外れると、わずかに隠れていた上半身が露わになった。滑らかな肌と隆起した胸の筋肉。精巧に作られた顔立ちからは想像もつかないほど、筋肉質な肉体に胸が高鳴る。セオドアの手がルゥエリンのネグリジェの裾をめくり太ももに沿って撫で上げる。ぞわりとする感触に「あっ」と声があがった。甘ったるい声に刺激されたように、ネグリジェを脱がされると、全裸の心もとなさに両手で胸を押さえる。

　セオドアはルゥエリンを宝物のように胸に閉じ込め、髪と額に唇を押し当てながら優しく手を背中まで滑らせる。

　直接触れる肌が滑らかで温かい。彼の首すじから夏草のような清涼な匂いがした。

「あぁ、セディ」

　彼の首に両腕を回して抱きつくと、セオドアの腕が力強く抱き返してくれる。

　セオドアの手がルゥエリンの腰から、尻の丸みを撫でて内ももに忍び込む。

「ん……っ」

　触れられて初めて、そこが熱く火照っていることに気づく。もっと繊細な柔らかい部分も触って欲しいと願ってしまう。

「う……んっ」

　触って欲しいけれど、触れられたら何かが爆発しそうで、唇を噛んで声を殺す。小さく震えながら期待をしていると、彼の指が花びらに触れてビリッと背中に電流がはしった。

「ひっ……！」

「大丈夫だ、安心して。全部まかせて」

　顔中にキスを降らせながら囁く。行き来する指の甘い感触とセオドアの声音に、心も身体も全力で彼の背中にすがりついた。

「ここ、柔らかくて濡れている。ここはどう？」

　官能の凝りが、花びらの間いで潤んでいる。指でくるくるとなぞられて、目がくらみそうになる。

「それは……もうだめ」

「私も、もう限界だ」

　ルゥエリンの腰に片手を回して支えながら、片手は自らの雄を持って位置を合わせる。丸みを帯びた先端で花びらを割り開かれると、何度も経験しているのに身体が緊張して硬くなる。正面から抱き合う形で、セオドアの硬質な肉芯がめり込んでいく。

「ああっ」

　怖いほど大きくて、せりあがる感触が苦しいのに、すき間を埋めていく熱さが恋しくてルゥエリンの瞳からひとすじの涙がこぼれる。

「痛くない？　ルー？」

　心配してかけてくれる声が優しい。

「嬉しいの。あなたがわたくしのものだって、感じる」

　かすかにわななく唇に、セオドアは噛みつくようにキスをする。舌を絡めて甘やかされる心地よさに、ルゥエリンの緊張がほどける。

「全部差し出すよ、プリンセス」

　セオドアの腰が一度引かれると、一気に挿入された。

「あ……っ！」

　思わず背を反らし、高い声をあげた。

　狙い澄ましたように同じ場所をリズミカルに突き上げられて、一瞬で思考が真っ白にはじけ飛ぶ。

「ああっ、ああっ……セディ」

　彼がこすりあげている場所はきっと、身体じゅうで一番敏感なところに違いない。

「ルゥエリン、ルゥエリン、中が……熱くて、柔らかくて、なんて気持ちいい」

　快感でかすれたセオドアの声と、自身の嬌声が交じり合って聞こえる。

　いま……ふたりで昇りつめている……。

　いっそう激しくなる腰の動きに、もみくちゃにされながらルゥエリンの唇から甘い声がほとばしる。

「も……う、もうだめ」

　首を振るルゥエリンの唇を吸い上げて、セオドアの動きが止まった。同時に息もつけないほどの快感に溺れて、ルゥエリンの目の前に火花が弾けた。
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九　邸宅美術館の開幕












　皇帝からの召集があった日から、ちょうど一週間後にルゥエリンの邸宅美術館が開館された。

「報道陣の数が多すぎないか？　ちょっと覗いてごらんよ」

　オープンセレモニーに参加するべくやってきたハービーが、皇室用のテントの窓から外の様子を見てマチルダを呼ぶ。

　邸宅美術館のある丘の上は風が強いために、大きなテントは、優雅なタペストリーで壁が作られている。

　テントの中にはルゥエリンとセオドアの姿もあった。

　今日のセオドアは紺色のスーツ、ルゥエリンは水色のワンピースを着ている。グラデーションの色合いの服に、お揃いのサファイアのブローチをつけた姿は、迫りくる春を思わせている。

「お客様もたくさんいらしているわね」

　カムエル号の初飛行イベントを参考に、セオドアとルゥエリンは芝生の上にテーブル席を用意し、軽食や飲み物を振舞えるように準備をした。楽団を入れて気分を盛り上げることも忘れていない。ルゥエリンは、中央にしつらえられたステージで挨拶をする予定だ。

「初めて会ったあの飛行場を思い出しますね」

　並んで来客を眺めるセオドアとルゥエリンの頭の中には、四年前にお互いの姿を見つけたカムエル号の機影が思い起こされる。

「多くのことがあって、長い距離を移動したわ」

　巨大な飛行船での旅から、ふたりの恋は始まったのだ。

「時間です。皆さんにご挨拶をしてください」

　進行役に呼ばれて、セオドアがルゥエリンに手を差し出した。

　今日の主役であるルゥエリンのあとに、皇太子とマチルダが壇上に登場した。

　歓声とともに人々の視線が集まる。報道陣の持つカメラが遠慮のないフラッシュを焚く。

「皆様、ようこそルゥエリン森の美術館へお越しくださいました」

　笑顔のルゥエリンがスピーチを始めようとしたその時、雲の切れ目から巨大な影が下りてきた。

「飛行船？」

「カムエル号がここに？」

「飛行ルートではないのに？」

　報道陣のカメラが、ルゥエリンから被写体を飛行船に変える。

「あっ、皇女殿下の肖像画が！」

「なんて、綺麗！」

　低空飛行をしながら、丘をゆっくりと回る飛行船の船体には、木々と花、そして絵画に囲まれるルゥエリンの姿が描き出されていた。

　――なんていうサプライズなの！

　ドキドキと高鳴る胸を押さえつつ、ルゥエリンは予定していたスピーチをこなした。

「新しい芸術鑑賞の機会になってくれたら、それがわたくしの願いです」

　ルゥエリンが言葉を結び、草原の会場には拍手が鳴り響く。

　つづいてハービーの挨拶が始まり、いっそう聴衆が湧く。

「あなたが、カムエル号に？」

　振り向いてセオドアを見たルゥエリンに、彼はにっこりと笑いかけた。

「正確に言うと、あれはカムエル号ではありません。二国間飛行の便数を増やすために購入した新しい飛行船です。名前はプリンセス・ルゥエリン号、美しいでしょう？」

「あなたの発想って、スケールが大き過ぎるわ」

　セオドアとともにいると、思いもかけない発想力に心が強く揺さぶられる。

「そういうところ、大好きよ」

　ルゥエリンがそっと耳打ちすると、セオドアの耳がかぁっと赤く染まる。ルゥエリンの前だと純情極まる少年のようなところも、しみじみ好きだと思ってしまう。

　ハービーの短くも印象的な挨拶が終わって、壇上の四人が並ぶ。こほんと咳払いしたセオドアは、帽子を取って飛行船の操縦士に振ってみせた。

　――なんの合図かしら？

　ルゥエリンも見上げると、観覧席の窓が開き、制服を着た乗務員が花びらを撒き始めた。

「なんて派手な演出だ！」

　ハービー皇太子が、ニヤリと笑いながらセオドアの肩をたたいた。古くからの親友のように。

「素敵じゃないですか？　ね、ルゥエリン様？」

　マチルダがうっとりと聞くと、声も出せなかったルゥエリンがうなずく。

「綺麗だわ」

　観覧席に、どれだけの花びらを準備してあるのか？　空から際限なく赤やピンクの花びらが降ってくる。

　報道陣は写真を撮りつづけ、観客たちは歓喜の声をあげる。楽隊はロマンティックな曲を演奏し、飛行船の雄大さとルゥエリンの絵画、そして舞い散る花びらに会場は幻想的な雰囲気に包まれている。

　そのとき、楽団の楽曲が荘厳なものへと変わった。皇帝賛歌である。ふもとから上がってくる車列がステージに近づいてきたのだ。

「お父様？」

　先導する車に、小さな国旗が掲げられている。

　二台目の車の紋章は、皇帝の車の印だ。

　楽団の指揮者が、指揮棒を振りあげると、国家の演奏が始まった。

「皇帝陛下のご来臨です」

　朗々とした呼び上げ係の声が響き渡る。

　その場にいた全員が腰を落とし、ルゥエリンたちもステージから降りた。

　車が止まり、いつものように後続の供奉車から従者が現れてドアを開ける。

「あら？」

　ルゥエリンが目を丸くした。

　リーヴァイ皇帝がフットマンの手を借りずに車から降り、さらには杖をつかずに歩いてきたからだ。

「飛行船を飛ばすとは、華やかだな」

　足取りのしっかりとした皇帝は、すこぶる機嫌がいい。

「皇帝陛下の健やかなお姿に歓喜いたします」

　まずはハービーが、リーヴァイ皇帝に挨拶をした。

　ぞろぞろと挨拶の言葉を掛けられるのをリーヴァイ皇帝は嫌う。ハービーの挨拶のあとに手をかざされたので、全員で腰を落として挨拶をした。

「ミスター・ボイドが連れてきた医者と宮廷主治医が相談して、患部の炎症を治める点滴を打ってもらったらご覧の通りだ。五年ぶりに足の痺れが楽になった」

　ルゥエリンの隣に立っていたセオドアの前に来たリーヴァイ皇帝は、すっと手を出して握手を求める。セオドアは冷静に握手を返し、頭を下げた。

「皇帝陛下に神のご加護を。両ドクターともに素晴らしい経験をお持ちです。医療のアプローチの違いが、交流によって発展の道筋を一気に伸ばした結果でしょう」

　長く皇室一家を見守ってきたセオドアは、リーヴァイ皇帝が徐々に歩きづらそうになり、ついには立っていることも困難になった流れを、懇意にしている医師に相談していたのだ。

「手術で状態が改善するなら、グローリオ合同国で手術を受ける話も前向きに検討してみようかと思っている」

　なにをするにも自国最優先だったはずの皇帝の言葉に、セオドアは胸に手を当てて忠誠を示した。

「最善の準備でお迎えいたします。ぜひプリンセス・ルゥエリン号でお越しください」

　ルゥエリンの胸に熱いものがこみ上げてきた。

　――ずっとわたくしたち家族を見守ってくれていたセディが、お父様のご病気を治す手助けをしてくれて、国家交流を促してくれるなんて。

　まなじりにこぼれた涙を指先で拭うと、セオドアが肩を抱いてくれる。

「では、美術館を見てこよう」

　皇帝が入口に向かう。

「ご案内いたします」

　ルゥエリンが父の傍に急ぎ足で近寄ると、手を振って断る。

「見たいところだけ見てくる。ルゥエリンはお客様の接待をしなさい」

「……はい、お父様」

　相変わらずのせっかちだ。それでもわざわざ時間を作ってセレモニーに間に合わせてくれた。リーヴァイ皇帝が家の中に入っていったのを見届けてルゥエリンが振り返るとハービーが静かに笑っていた。楽団は麗しい音楽を奏で、空には飛行船が飛んでいる。人々の手元には美味しい飲み物が行き渡り、気持ちのいい天気の下、美術館の庭は幸せな賑わいを見せている。

「父上は車の中でも新聞をチェックしていたようだ。ここ数日のルゥエリンとセオドアを取り上げる記事は好意的なものばかりだ」

　皇帝の車にはゴシップ紙から経済紙まで、きちんと積まれた新聞の山ができていた。

「帝国民の反応を見ると言っていた父上なのだから、ここに来て反対なんてしないはずだよ」

「そうだったら、嬉しいけれど……」

　セオドアは、ウエイターからスパークリングワインを受け取り、ルゥエリンに渡した。

「こんないい日には、いいことしか起きないでしょう」

　金色の瞳が細められて、慈しむまなざしにルゥエリンも思わず微笑む。グラスを合わせ、喉に落とした葡萄酒の爽快さに、四年の月日の間にセオドアと飲みかわした豊潤な酒の数々を思い出す。

「おっ、父上が出ていらした。よし、挨拶をしてもらおう。オープニングに皇帝のスピーチなんて絶好の宣伝だ」

　下心いっぱいのハービーに乞われて、思いのほかすんなりと皇帝が壇上で挨拶をすることになった。

　ゆっくりと壇上に上がり、中央に立つ。それだけで空気が変わった。

　左右を見渡したリーヴァイ皇帝が、緊張の面持ちの客に向かって笑いかけた。

「ようこそルゥエリン森の美術館へ。ここはわが妻との思い出の家であるとともに、庭を含め家族団らんの日々を蘇らせてくれる場所だ。ルゥエリンがこの思い出の家を美術館として再出発させる。実に喜ばしく、そして少しばかりの寂しさがある」

　こらえきれずにルゥエリンは涙をあふれさせた。セオドアがハンカチを渡して、とんとんと肩を叩いてなだめる。

「お父様が家族をそこまで思っていてくださっていたなんて」

　ルゥエリンの小声にハービーが苦笑いする。

「わかりにくいんだよね。でも愛情深い人だと思うよ」

　セオドアもそう思っているのだろう、尊敬のこもったまなざしでリーヴァイを見ている。

「さて、ここでわが帝国民に問おう。ルゥエリンとミスター・セオドア・ラッセル・ボイドが新聞を賑わせていることにどういう感慨をお持ちだろうか？　反対だと思うものは手を下に、賛成の気持ちを持つものは手を振ってくれたまえ」

　このとき、皇帝の話を聞くために集まった聴衆はおよそ百人。隣り合った同士で顔を見合わせたあと、パラパラと手があがった。そして、うねる波のように彼らの手はリーヴァイ皇帝に向かって振られていく。

「ルゥエリン、ミスター・ボイド。上がっておいで、ハービーとマチルダも」

　呼ばれた四人が壇上に上がると、手を振っていた人々が一斉に拍手を始めた。

「ルゥエリン皇女殿下、おめでとうございます」

「われらのルゥエリン様に幸あれ」

　数多の女性が涙を流している。幼いころから親しんできた皇女が大人になったのだ。

「あ、飛行船が戻ってきたわ」

　上空を一周した飛行船がふたたび壇上に近づいてきた。

　楽隊が飛行船を称える曲を演奏する。重厚でいて華やかな楽曲だ。

「花びらが……」

　巨大な飛行船の腹が、人々の上を通過すると、地面に真っ黒な影ができる。

　深海の魚のような動きで、空を進みながら展望室からの花びらが大量に振りまかれていく。

「夢を見ているような光景だわ」

　ルゥエリンが空を見上げ、そして人々を見た。

「私たちの太陽、ルゥエリン皇女様」

「私たちはルゥエリン皇女に恋しています」

　あちらこちらから、ルゥエリンへのメッセージが聞こえてくる。

「ミスター・ボイド、帝国民も君の美男子ぶりにすっかり熱狂しているようだ」

「恐れ入ります」

　嫌味交じりの皇帝の言葉にも動ぜず、セオドアが胸に手を当てて敬意を表した。

「まぁ、顔だけでないのは誰もが認めるところだろう。わが国の宝であるルゥエリンを妻にしようとするとは度胸がある」

　ますます剣のある言い方をする父に、ルゥエリンは慌てるがセオドアはすました顔をしている。

「不敬をお詫びいたします」

　セオドアがまなざしを伏せて皇帝の言葉を聞く。

　我慢できないとでもいうようにリーヴァイが笑い出した。

「肝の据わった男だ。温かい家庭を作り、末永く幸せに暮らしなさい」

「！」

　思わずセオドアが顔を上げ、ルゥエリンは急いで彼の手を取った。

「認めてくださるのですね」

　ルゥエリンの声が震える。

「お前たちが作った美術館を見ていたら、家族のぬくもりを感じた。私は一生ルゥエリンを近くに置いておきたかったが、そうもいかないようだ」

　いつもは厳めしさばかりのリーヴァイ皇帝の表情が、妙にさびしげに見える。

「増便の手続きが整いましたら、もっと気軽に両国の行き来ができます。陛下のお越しをお待ちしております」

　セオドアが恭しくリーヴァイ皇帝を誘う。

「おめでとうルゥエリン」

　ハービーが妹を抱きしめた。

「ルゥエリン様、私もおともしたいです」

　マチルダの切実な声にハービーが慌てる。

「君は残ってくれなきゃ困るよ。僕とお似合いだって、新聞に連日書かれているしね」

　ハービーが今朝のゴシップ紙を見せると、ルゥエリンとセオドアの写真の横に、ハービーとマチルダの小さな写真も掲載されている。

「まったく、尻に敷かれおって。だが、皇太子妃がマナースクール出身の強者というのはいいものだ。ハービーを守ってくれるだろう」

「おっ、僕たちも言質を取ったぞ」

　――ここにいる五人がわたくしの大切な家族になるのだわ。

　セオドアと見つめ合うと招待客の歓声が聞こえる。

　ルゥエリン・プリンセス号が旋回して、また姿を現したのだ。

「美しい船だわ。もう高いところも怖くないし、次に飛行船に乗るのも楽しみよ」

「一緒に行きましょう、わが国へ。そして、いつでもここに戻ってきましょう」

　空を見上げるふたりの頭上を、巨大な飛行船がゆっくりと過ぎていった。
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